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発刊にあたって

本書は、中丸地区土地区画整理事業に伴う道路建設地内である上中九遺跡で平成23年

度に行われた発掘調査成果をまとめたものです。この調査は、平成19年度に本市教育委

員会が行った発掘調査に引き続 くものであり、今回の調査で、この開発事業に伴う発掘

調査は全て終了しました。

調査主体である公益財団法人山梨文化財研究所が、綿密な調査を行った結果、富士山

の火山灰で埋没した縄文時代中期の竪穴住居跡、県内でも発掘事例が少ない弥生時代前

期の土器、寺院で使われる特殊な器である平安時代の浄瓶など、貴重な発見が相次ぎま

した。

中でも注目されるのは、縄文時代中期における活発な富士山の火山活動下でも、往時

の人々がその火山災害を避けつつ繰 り返し生活を営んでいたことが明らかになったこと

です。具体的には、先述した火山灰で埋没した竪穴住居跡は火山灰降下前には廃絶され

ており、直接の被害を受けていないことや、この火山噴火から程なくして、火山灰を掘

り抜いて土坑を造るなどして再居住をしていることが判明しています。更に、富士山の

災害はこれで終わりではなく、この再居住から間もなくして、火砕流～火砕サーヂ若し

くは土石流が流下しており、その厚さは lmに もなります。しかし、その災害が収まると、

再び生活を再開しており、富士山の火山活動が活発な中でも、その災害に臨機応変に対

応して、富士山麓に暮らし続けたことが分かります。

こうした富士山の火山災害の痕跡など多くの成果を収めた本書が、本市のみならず富

士山麓の歴史を考えていく上で、その一助となれば幸いと考えます。

最後に、調査を実施された公益財団法人山梨文化財研究所と調査担当者及び調査、整

理作業に従事された方々に深甚なる敬意と感謝の意を表するとともに、調査にあたって

ご協力いただいた関係者、関係機関に感謝の意を表する次第であります。ここに厚 く御

礼申し上げるとともに、今後も一層のご協力を賜 りますようお願い申し上げ、発干Jの こ

とばといたします。

富士吉田市教育委員会

教育長 秋 山 勝 彦

平成24年 9月 15日
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1 本書は山梨県富士吉田市小明見に所在する上中丸遺跡の発掘調査報告書である。

2 本調査は中丸地区土地区画整理事業に伴う本調査であり、富士吉田市より委託を受けた財団法人山梨文化財研究

所 (2012年 4月 より公益財団法人山梨文化財研究所)が発掘調査および整理作業を実施 した。

3 発掘調査は、平成23年 8月 7日 より同年11月 15日 まで実施 し、整理作業は平成24年 9月 まで実施した。

4 本書の執筆は、第4章を松元美由紀、高橋 致 (パ リノ・サーヴェイ株式会社)、 第 5章 を中山誠二 (山梨県立博

物館 )、 その他を望月秀和が行い、編集および遺構 。遺物の写真撮影は望月が担当した。

5 発掘調査における基準点測量、ポール写真撮影、全体図作成業務を棚テクノプランニングに委託した。

6.本書に関わる出土品・記録類は、富士吉田市教育委員会で保管される。

7 発掘調査から報告書刊行に至るまで、以下の諸氏、諸機関からご教示、ご配慮を賜った。記 して感謝申し上げる。

上杉 陽 篠原 武 中山誠二 植月 学 保坂康夫 岡野秀典 村松佳幸 杉本悠樹 稲垣自由 阿部昭典 土屋

健作 河西 学 櫛原功一 富士吉田市教育委員会 富士吉田市都市基盤部 富士吉田市歴史民俗博物館 古代甲斐

国官衛研究会 (順不同、敬称略)。

例

1, 本書におけるX・ Y数値は、平面直角座標第 8系 (原点 :北緯 36度00分00秒 )、 東経 (138度 30分00秒)に基づ

く座標数値である (世界測地系数値)。 各遺構平面図中の方位はすべて座標北を示 している。

遺構および遺物の縮尺は次のとおりである。その他、各図版中にスケールを示している。

竪穴建物跡 (SI):1/60 土 坑 (SK):1/30 溝状遺構 (SD):1/40 ピット (Pit):1/20

土器・須恵器・陶磁器類 :1/3 石器 :1/2(小型品は原寸大)

本書の遺物掲載番号は、実測図、写真図版、出土位置を示 した ドットの番号全てを一致させている。

なお、調査・整理記録と対応させるため、観察表には取 り上げ番号および実測呑号を合わせて掲載した。

遺構図版中の遺物点をつなぐ実線は接合 した2点の接合関係、破線は同一個体である可能性を示す。

遺構図中に示 した遺物 ドットは、各図版に凡例を示 した。

遺物実測図の表現については以下の通 りである。

遺物実測図の断面中に示 した破線は接合帯 (隆帝、賄付文など)、 黒色ベタは須恵器、グレーは陶器類、内外面の トー

ンは施釉、断面外側の実線は擦 り面の範囲、薄い破線は施釉の範囲を示 している。

なお、図版中で縮尺を変更した遺物については、別スケールを付け、()内 にその番号を示 した。

施 釉

紺象遺物

澁話と_亀上_雪Cm

7 土色観察には、農林水産省水産技術会議事務局監修『新版 標準土色帖』 (2006年 度版)を使用 した。

8 本書図版中に使用 した元地図は以下のとおりである。

第 1図  『富士吉田市都市計画基本図』No 12・ 13 平成 8年発行

第 4図  1/200,000地勢図『甲府』国土地理院 平成17年 7月 1日 発行

第 5図  1/25,000地 形図『富士吉田』国土地理院 平成20年 12月 1日 発行

9 第 1～ 3・ 6章の引用・参考文献については、第 6章の文末にまとめた。
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第 1章 調査の概要

第 1節 調査に至 る経緯

今回の調査の調査原因は、富士吉田市が同市小明見に所在する上中九遺跡地内において計画した中丸地区

土地区画整理事業に伴う道路建設である。本件に係る埋蔵文化財発掘調査としては、まず計画が具体化した

平成18年 に、富士吉田市教育委員会によって試掘調査、および翌19年 に第 1次本調査として北区 (平成19年

7月 17日 ～平成20年 1月 10日 )。 南区 (平成20年 1月 15日 ～2月 29日 )で実施されていた。今回の第 2次本

調査については平成22年 10月 頃に照会があり、北区と南区の間の未調査部分を対象とし、文化財保護法94条

の届出が平成23年 4月 7日 に富士吉田市長名で富士吉田市教育委員会へ提出された (富23都整発第 1号 )。

それを平成23年 4月 12日 に富士吉田市教育委員会教育長名で山梨県教育委員会へ進達 (富 23歴文発第21-2号 )

し、その届出に対して平成23年 4月 15日付けで県から発掘調査が必要である旨の通知 (教学文第230号)を

受け、本調査の実施に至った。

調査にあたっては、富士吉田市、富士吉田市教育委員会、財国法人山梨文化財研究所の三者で協定を締結し、

財団法人山梨文化財研究所が実施した。なお、2012年 4月 より公益財団法人山梨文化財研究所となり、引き

続き発掘調査整理報告業務を行った。調査体制については以下のとおり。

調査体制

調査主條    財回法人山梨文化財研究所 (2012年 4月 1日 より、公益財団法人山梨文化財研究所 )

調査担当者   望月秀和 〔財団法人山梨文化財研究所 調査員〕 (同上)

発掘調査参加者 天野智子、太田久義、金井茂晴、川添重人、塩見徹男、須田旭、筒井 聡、中村郷子

深沢政人、堀内知子、渡辺辰雄

〈都留文科大学〉 間中 愛、設楽なつみ、渡辺智子、山下翔平、近 秀彦、関 征寛

(多摩美術大学〉 櫛原織江

整理作業参加者 櫛原ゆかり、須田泰美、藤原五月、古郡 明、山下詩雅、筒井 聡、中村郷子

間中 愛、設楽なつみ、渡辺智子、山下翔平、近 秀彦、関 征寛、櫛原織江

事務局 柳本千恵子、横田杏子

第 2節 調査の方法

今回の調査は、上中丸遺跡地内における土地区画整理に伴って敷設する道路部分、約619ど を調査対象と

した。前述のとおり、平成19年度調査の北区と南区の間の未調査部分にあたる。調査区については、調査開

始後に対象範囲内に水道管・下水道管が埋設していることが判明したため、市教育委員会 。都市整備課との

現地協議を行い、調査対象地から管の通った範囲を除外した都合A・ B・ C区の3区画を調査することになっ

た。A区は平成19年度南区の北東隅に隣接する未調査範囲、B区は中丸尾橋へ向かう道路敷設部の南北区画

と配管の保護のためC区 と隔てられた南北区画のL字型の範囲、C区は檜丸尾第 1溶岩の東端に沿った南北

に長い区画を調査した。なお、B・ C区の境にあった電柱周辺も保護範囲として調査区から外したことから、

調査面積は約 490ゴ となった (第 1・ 2図 )。

調査は試掘および平成19年度の市教育委員会が実施した上中丸遺跡の調査成果から、当初より平安時代 。

弥生時代・縄文時代晩期・縄文時代中期の4面で遺構確認を実施する計画で開始した。表土および各面まで

の掘削は、調査成果を元に各調査区ごとに考察しながら、重機による掘り下げと人力による遺構確認を実施

した。なお、発掘作業にあたっては事前ミーテイングで調査参加者への安全指導を実施した他、調査区には

発掘調査の実施を示す看板の設置とともにバリケードやロープを用いて保全し、周辺住民の方々へは調査概

報を配布して周知を行うなど、調査中の安全配慮に努めた。
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発見 した遺構 。遺物の記録については、遺構断面図の作成、基本層序および遺構埋上の観察記録、光波測

量による平面図作成、遺物の 3次元記録、簡易図化システムによる写真測量を実施したほか、テクノプラン

ニングによるポール撮影・ラジコンヘリによる航空撮影での写真測量をあわせて実施した。なお、今回の調

査で用いた測量機器および図化・記録システムは以下の通 りである。

光波測量機器 /TOPCONGPS― Ⅲ

コンピュータ/Panasonic TOUGHB00K

取り上げ 。図化システム/CtlBIC社製 遺構くん

簡易図化システム (カ メラ)/Canon 5CID+EFレ ンズ20-

第 3節 調査の経過

今回の調査は平成23年 8月 5日 から調査の事前準備に取り掛かり、基準点の設置、周辺住民へ調査実施に

ついての周知、調査機材・プレハブ等の搬入などを行った。8日 より重機による掘削を開始し、着手報告は

平成23年 8月 12日 に富士吉田市教育委員会教育長名で提出した (富23歴文発第200号 )。

前述のとおり、発掘調査は4面の遺構確認を実施する計画で開始し、また都合 3区画を調査することに

なったが、これまでの成果と掘削した状況を考察しながら段階的に調査を進めた。最終的にはA区 3段階、

B区 2段階、C区 5段階の遺構確認を行い、調査面積は廷べ 1400ど となった。

本遺跡は厚い火山灰に覆われた土壌のため、各時代の確認面までの掘り下げには重機を使用しながら調査

を進めなければならず、 3調査区同時に着手することになった。しかし、各調査区ごとに状況を考慮しなが

ら段階的に進めることができた結果、縄文時代中期末の遺構面を検出することができたといえる。今回の調

査では、重機による掘削が調査の進展状況を示す段階的な指標になったことから、これに合わせて発掘調査

の経過を示すことにする。

調査経過

重機による 1回 目の掘削 各調査区の表土剥ぎを実施した。堆積状況からA区全体とB区の大半は埋没し

た河道であることが判明し、またC区北側は水田 (も しくは河川による削平)に よって弥生時代の上層面

まで掘削されていることが明らかとなった。平安時代の上層面が確認できたのはC区南端のS11周辺のみ

であった。それより北側ではS14以外に弥生時代よりも新しい時代の生活面は確認できず、古墳時代に流出

したとする槍丸尾第 1熔岩流や、河川 (大沢川)の影響によるものと推定した。また、この段階で檜丸尾第

1溶岩流による焼土層が確認できたことから、市教委担当者との協議により、調査とあわせて火山灰分析を

実施することとなった。

重機による2回 日の掘削 A区では縄文時代の上層面までの掘り下げ、B区では河床部の確認、C区では弥

生時代の上層面までの掘削を行った。B区 と同様に旧河道と推定したA区であったが、H19年度の調査深度

まで掘り下げたものの、遺物の出土は少量であった。C区では S12・ 3と した弥生時代前期の上器片が集中

する遺構を確認した。また、弥生時代よりも新しい時代の面は確認できなかったC区北側では、平安時代

の竪穴住居跡 (S14)を 検出した。なお、同段階の面でも縄文時代中期の遺物が散在したが、河川の影響に

よるものと推定した。

重機による3回 日の掘削 C区の縄文時代の上層面までの掘削を行った。遺物は少なく、明確な遺構は確認

できなかった。人力による精査で加曽利 E4式の深鉢片 〔202〕 (SXl)の出土と、これを包含していた基10

層が北側へ落ち込んでいく状況 (後 に下層の基11層面の堆積の違いと判明)を確認した。この落ち込みにサ

ブトレを設定して掘り下げたところ、砂質土中に遺物が散在する状況 (SX3)を確認した。

重機による4回 日の掘削 B区で河床下の土層確認と、C区でSX3の掘 り下げを行った。SX3に ついては

曽利V式段階を主体とする遺物が出土し、大半は人力で掘り下げた。なお、B区河床下の上壌観察では2層

目の火砕サージ推定層を確認することができた。またC区北側の東壁際に設置したサブトレから曽利Ⅱ式
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上中丸遺跡発掘調査日誌

月日 作 業 内 容 重機

7/15 事前打ち合わせ 1研究所

7/25 現地打ち合わせ

7/27 事前ミーティング 1歴史民俗博物館

7/29 事前打ち合わせ 2研究所

8/3 事前ミーティング 2歴史民俗博物館

8/5
現地調査区測 り出し機材破入開始

作業員打ち合わせ 3歴史民俗博物館

調査開始周辺環境整備 (プ レ八フ設置場所の整地水這・下水這官理

設確認)A区掘 り下げ

8/9
A送福査、写真撮影

B区表土剥ぎ、精査開始
045

8/10
A区 分層作業 B区 精査、写真撮影C区表上剥ぎ、精査開始

基準点設置檜丸尾第 1浴岩流の火山灰層を確認
045

8/11 A区 セクション実測B区 遺物取 り上げC区 精査 045

8/12
A区 セクション土説B区 精査

C区 精査遺物取 り上げ、全景写真S11検出

8/16 C区 撹乱抜き、畑溝掘肖」

8/18
C区 撹乱抜き、畑溝掘削、浄瓶出上位置精査、断面確認

市担当と現地確認通行止め部分を確認 していただく

3/19 C区 撹乱抜き、近世溝掘削、セクション写真記録

3/22 作業休み

3/23 C区 撹乱抜き、近代溝掘肖」、セクション実測

8/24
C区 近代溝完掘セクションC区雨端サブ トレセクション

A区 崩落土除去

3/25 雨天、現場整理作業

8/26 B C区 精査

3/29 B C区 精査S11・ SDl確認

8/30 B C区 精査S12確 認

8/31 BoC区 精査掘 り下げ

台風対策現場確認

9/2 雨天のため作業中止

9/5 現場確認、室内基礎整理

B'C区精査掘 り下げ

B C区 遺種 掘 り下げ

A・ B C区 掘 り下げS3確 認S11完 掘

ポール撮影による写真測量
015

B C区 掘 り下げ

市担当者に深堀状況 と車両通行止めを確認 してもらう
015

9/10 B,C区 拓り下げ 015

9/12 B,C区 掘り下げ

9/13
B C区 掘 り下け

SD2 3 (SDl掘 り残 しか)確認

9/14
B C区 掘 り下げ

B区 旧河道河床を確認

9/15 B・ C区 掘 り下げ

9/16
A区 トレンチセクション撮影

B'C区 掘 り下げ

9/19 B'C区 掘 り下げ

9/20
雨天室困整理

見学会打診あり

9/21 雨天室内整理

9/22
C区 精査

SD4確認

9/24
C送 清掃 精査

S12・ 3完掘

C区 清掃・精査

9/26 ポール撮影による写真測量

9/27
A・ B区 重機掘削
C区 遺構掘 り下げS路確認

9/28
A・ B区 重機掘削旧河道河床下確認

C区 遺構掘 り下げ

9/29
C区 重機掘削

SXl検 出
045

10/1
重磯弧日」

A区 掘 り下 げB区 旧河道埋め戻 し
045

10/3
A C区 精査A区南端で平安時代の遺物が混在する落ち込み確認

B区 北端部断ち割 り

10/4
A睦 還偏 来測し墜 楠貧

土壌分析実施 (上杉氏現場調査 )

10/5
雨天半 日整理作業

上壌サンプル採取

10/6
C区 精査、遺構掘り下げ
複数の日t(本根跡か)検出

10/7
旧

査

復

精

区

区

Ａ

Ｃ 遺構掘 り下げ

作 業 内 容 重機

10/12
C区 精査、掘 り下げ

A・ C区 ポール撮影 lcよ る写真測量

現地見学会日程決定

10/13
A'C区 掘 り下げ

A区中央部で縄文時代の遺物が混在する落ち込みを確認

10/14
A C区 掘 り下げ

A区中央部は河川堆積の一部 と断定CttSX3確認

10/17
A・ C区 掘 り下げ

Ctt SX3を 自然流路の一部 と断定

10/18
A,C区 掘 り下げ

A区 完掘

10/19 C区 掘 り下げ

10/20 C区 掘 り下げ

10/21 C区 掘 り下げ

10/24 C区 北端部、重機による掘 り下げ 015

10/25
C区 北端部、重機による掘り下げ
SX2確認

015

10/26
C区 掘 り下げ

サブ トレで下層面を確認

10/27 C区 掘 り下げ

10/28 C区 掘 り下げ見学会準備

10/29
見学会 (参細者80名 )

午後、SX2遺物取 り上げ、実測

10/31 C区 掘 り下げ

11/1 C区 掘 り下 げ

11/2
C区 掴 り下げSX3冗掘

調査区全景ラジヘ リ空撮測量 (テ クノプランニング )

11/4 A区埋め戻 しB区一部埋め戻 しC区重機掘 り下げ 045

11/5 重機掘 り下げ 045

]]/7 精査、遺構掘 り下げ、実測

1]/8
遺構掘り下げ、実測
S15、  SKl-6確 認

IV9 遺構掘 り下げ、実測ポール撮影による写真測量

上壌剥ぎ取 りSKl～4完掘

11/10
土壊剥ぎ取 り作業

遺構実測、埋め戻 し開始S5、 SK5・ 6完掘
045

11/11
S5観測作業終了後、埋め戻 し発掘調査完了

撤収作業倉庫 ,ト イ レ引き上げ
045

H/12 敵収作業、道具整理
プレ八ブ引き上げ

11/13 埋め戻 し 045

11/14 埋め戻 し遺物洗浄開始 045

11/15
児易凶回、遍 4//帷 謳還 1//」沈�、ア ~夕 曇理

発掘調査、作業終 了

11/16
整理作業開始

図函整理、データ修正 遺物洗浄

1]/17 遺物洗浄、データ修正、整理

11/18
遺物洗浄、データ修正、整理

概要報告作成
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段階の遺物が確認できたことから、さらに下層に遺構が存在する可能性が生 じた。

重機による5回 目の掘削

最終面の調査では、C区の調査状況を考慮 して再度A区の掘 り下げを実施 した。A区では明確な遺構 とは

判断できなかったが、縄文時代の遺物が混在する落ち込みと、平安時代の土師器が混在する土坑上の落ち込

みを確認 した。C区では縄文時代中期の竪穴住居跡 1軒、土坑 6基 を検出した。今回の調査では計画より1

面多 く遺構確認を実施 したため、予定していた重機使用量、写真測量回数を超えることになった。費用に関

しては予算粋内で調整 し、調査期間のみを延長 したことで、平成23年■月16日 に発掘調査を終了した。

その他、各調査の時期や期間等の詳細については、前頁に掲載 した調査日誌を参照されたい。

整理報告

現場作業終了後より基礎整理として出土遺物の洗浄・分類、遺構・遺物データの整理・保管作業を開始 した。

これとあわせて調査概要報告書をまとめ、平成23年 11月 28日 付けで市教育委員会へ提出した。調査後の手続

きについては、市教育委員会教育長名で富士吉田警察署へ埋蔵文化財発見届 (富23歴文発第298号)を平成

23年 11月 21日 に提出し、同じく山梨県教育委員会へ坦蔵文化財保管証 (富23歴文発第299号)を平成23年 11

月21日 、調査終了報告 (富23歴文発第315号)を 平成23年 12月 6日 付けで提出した。

報告書の作成にあたっては、遺物の洗浄 。注記・接合・実測図作成 。写真撮影、遺構図の編集・図版作

成、報告書原稿執筆・編集作業と順次実施 した。今回の調査では、調査期間の廷長や檜丸尾第一溶岩流下お

よび市内初の検出事例となった縄文時代中期後半の竪穴住居跡から戊化物が採取されたことから、年代升沃

と富士火山灰のテフラ分析等をあわせて実施 したことで、作業期間を平成24年 9月 28日 までとする変更契約

を行った。なお、2012年 4月 からは公益財団法人山梨文化財研究所 となり、引き続き整理報告業務を実施 し

て平成 24年 9月 15日 に本報告書を刊行 した。

その後、報告書の発送作業等を行い、平成24年 9月 28日 までに調査に係るすべての業務を終了した。なお、

埋蔵物の文化財認定及び出土品の帰属については、平成23年 12月 5日 付け教学文第2298号で山梨県教育委員

会から富士吉田市教育委員会教育長宛に通知された。今後は調査記録とともに富士吉田市教育委員会で保管

される予定である。

第 4節 基本層序 と遺構確認面 につ いて

本調査における基本層序は、テフラ分析の所見を基に23段階 (盛土層を除く)と し、これに現場観察の所

見を対応させた。現場での上層観察については、河川と熔岩流の影響から各地点で様相が異なったため、調

査後整理作業において観察記録とテフラ分析の成果の対応関係について精査・検討 し、第 3図 と表 1に まと

めた。テフラ分析と現場観察においては、対応する層序の上色観察が異なる不備が生 じてしまったが、検出

した遺構の観察記録との兼ね合いもあるためそのまま表示 した。遺構確認面および各層の時期については表

2に まとめた。

テフラ分析 と基本層序について

テフラ分析については、都留文科大学名誉教授の上杉陽氏に依頼 した。調査中2度にわたって調査を実施

していただき、その成果については上中丸遺跡第 1次調査の発掘報告でまとめられる予定である。本書では

表 1で上杉氏の所見にあわせ、現場での土層観察に対応する番号を示 した。現場での上層確認については、

各調査区ごと、計 5箇所で観察を行った (第 3図①～④、C区深堀)。 このうちテフラ分析については②・

③およびB区旧河道でサンプルを採取した。

基本層序については、③で確認した槍九尾第 1溶岩流を0、 熔岩流によって焼土化した土層を第 1層 とし、

上位から第17層 までを付番した。②では、1よ りも上位に位置する弥生時代以降の層が確認できたことから、

第一l層、-2層 ・。として表記した。なお、複雑な堆積状況のため、第8層 のように土層観察で10～ 17に

細分される部分については、基本層序としたテフラ土層を『基○層』、図中等では『(○ )』 と表記し、対応

関係を示しているので、ご留意頂きたい。
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各調査区の対応関係について

土層観察においては、第 3図①・④で示すように旧流路上に堆積する掲色土層を確認した。平成19年度に

実施した上中九遺跡第 1次調査南区においても旧流路の痕跡が確認されている。今回の調査では、同区に隣

接したA区 とともに、B区でも同様の堆積状況がみられ、同じ流路上に位置するものと推定した。①・④に

ついては、この流路跡によって基 8層 より上層の対応関係は判然としない。また、③ o①の対応関係につい

ても、基 4層以上は流路による堆積土となっており、平安時代以降の上層面が削平されていた。最下層とし

た第 17層 については、調査成果から曽利 I式段階以前と比定したが、発掘調査の最終段階にC区北端にお

いてさらに深堀を実施し、基16層 の表層から約 1.2mま で掘り下げた (第 3図写真)。 これについても土壌

サンプルを採取し、テフラ分析を実施している。その他、詳細については表 1を参照されたい。

表2 遺構検出面および土層時期一覧
基本層序

ぐ2〉

遺橋確認面・時期

C区第 1面(平安時代 )

検 出遺構    1   出上遺物

雨雨下
~~~~T屯

麺■
'雨

誦雨
推定テフラ層位

S‐247AB以 降

地層番号

檜九尾第 1溶岩流(古 墳時代) S243 】560710

檜丸尾第 1溶岩流による焼土面 S‐24-2´ψl 〕56071■ AB
C区第 2面 (弥生時代前期後葉) S12,S13 卵坪式 S22～ S_18? 256071‐ 3

(大室スコリア層 概路2900yls BP) S‐ 15～ S121 ,560715

忍野スコリア層 概略301111yrs BP S‐ 11～ S12? 1256071‐ 6

(縄文時代後期 ) 土坑) S10ワ ?～ S‐H? 1256071-7

火砕サージ推定層 1層 目 称名寺式) S‐ 11～ 10‐ 1? ,56071お

C区第 3面 (縄文時代)力n曽利E4式 段階 SXl

'日

曽利E4式 S62～ 4 J5607110

(11) C区嘉 4面 (縄文時代)曽利Ⅳ式新～V式中段階 SX2, SX3(SKl,SK4) 曽利V式古～中段階頃 S‐ 6‐2～ 4 256071‐11

火砕サージ推定層 2層 日 S62～ 4 1256071-12

(下 層直上に 曽利Ⅳ式古段階).曽 利 V式古段階 SIDl,SK6 (曽 利Ⅳ式),曽 利V式 IS‐5=RI 125607115
C区第 5画 (縄文時代)曽利 I式 (Ⅳ式古)段階 SK2.(S151 曽利 Ⅱ式x曽利Ⅳ式) S4以下 1256071‐ 16

曽利 Ⅱ式以前 S4以下 厖5607117

第 2章 遺跡の位置と歴史的環境

第 1節 遺跡 の位置 と地理的環境

遺跡の位置と周辺環境

上中丸遺跡は、富士吉田市小明見に所在する。同市は山梨県の南東端に位置し、富士山から流下 した溶岩

や土石流によって形成された火山扇状地帯にあたる。市域には梨ヶ原といわれる裾野原野を含み、北は甲府

盆地との境をなす御坂山地の主峰のひとつである三ッ峠山 (標高 1,785m)の 尾根、東は道志山地西端の杓

子山 (1,597.6m)に 続 く尾根で限られ、南は富士山頂直下より東の籠坂峠に至るライン、西は富士山頂より

剣丸尾溶岩を辿 りながら三ッ峠山頂へ向かうラインを境としている。市街地の地形については、北東に狭ま

る漏斗状を呈 した傾斜面であり、標高約652～850mに展開している。市街地の東側には、檜丸尾とよばれ

る溶岩台地があり、山中湖と忍野村の湧水を水源とする桂川が北東の西桂町・都留市方面へ流れている。

本遺跡が所在する小明見は市域の北東にあた り、調査地点の標高は約 722m、 富士山頂からの距離は約

17.6kmを測る。調査区の西側は約1500年前に流出したとされる檜丸尾第 1溶岩流による段丘面となっており、

東側は市域を南流 してきた小佐野川と丹沢山地から西流 してきた大沢川の合流地点にあたる。なお、調査前

より地形・地質の変化に富んだ地域であることは予想 していたが、調査開始後に槍丸尾第一熔岩流による焼

土層を確認することができ、富士山の火山活動を知る希少な環境であることが判明したことから、火山灰分

析・炭化物年代淑j定等をあわせて実施 した。

第 2節 歴史 的環境

周辺の遺跡について

第 5図では上中九遺跡周辺に分布する主な遺跡を示 した。富士吉田市史では縄文時代早期から中 。近世ま

で52遺跡があげられている。これまでに詳細な報告がなされた発掘調査については池之元遺跡・古屋敷遺跡。

上暮地新屋敷遺跡とまだ少ない。遺跡の分布からは、御坂 。道志両山地の山裾部の緩斜面や河川に沿う狭小

な台地上に点在 し、平坦地となっている市内中心部が土石流や溶岩で厚 く覆われているため、遺跡の実態は
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まだ十分に明らかにされていない状況といえる。なお、池之元遺跡や古屋敷遺跡といった山裾部の斜面に形

成された遺跡では、ほt餅嘔文時代早期～中世までの長い期間継続する傾向がみられ、同地域の中心的な集落

を担ってきたことが窺える。

本遺跡周辺では、剣丸尾第 1溶岩流および檜九尾第 1溶岩流から外れた位置において遺跡が確認されてい

る。さらに北側の西桂町・都留市では、猿橋溶岩及び桂溶岩により形成された溶岩台地上に縄文時代から中

近世までの多数の遺跡が確認されている。なお、本遺跡では今回の調査で富士山の火山活動による直接的な

影響を受けた地域においても、縄文時代中期末～中近世までの期間に富士火山の活動によって断続的に土地

利用されてきた状況を確認した。以下、周辺における遺跡について、各時代ごとにまとめておく。

縄文時代

富士吉田市内においては縄文時代早期 。前期の遺構 。遺物が確認されている。早期では池之元遺跡や上暮

地新屋敷遺跡をはじめ、市内 11遺跡 (5。 9。 10。 13・ 24・ 25。 27・ 28。 39以下同)において遺構・遺物

の報告がされている。富士北麓は、県内においても縄文早期の遺跡が多数確認される地域であり、なかでも

上暮地新屋敷遺跡では打越式のまとまった資料が検出された希少な事例として知られている。前期では古屋

敷 A遺跡、御輿休場遺跡 (5)で小竪穴、土坑などが検出されているが、竪穴住居跡は確認されていない。

今回の調査で確認 した縄文時代中期後半以降では、御輿休場遺跡、奥薄久保遺跡 (9)、 古屋敷 A遺跡、

長日向遺跡 (13)、 池之元遺跡、千草場遺跡 (27)、 西沢遺跡 (28)、 大佐須遺跡 (37)、 上暮地新屋敷遺跡と、

遺物の出土事例は多いが、前期と同様に竪穴住居跡は確認されておらず、集落分布の検討も課題のひとつと

なっている。なお、後期では池之元遺跡で堀之内 2式の敷石住居跡など集落跡が確認される他、千車場口遺

跡 (26)、 西沢遺跡、道祐遺跡 (30)、 古屋敷 A遺跡などで遺物が出土 している。

弥生時代

本遺跡では、「苅谷原・柳坪式」に比定する弥生時代前期後葉の遺構・遺物を検出した。県内における同

時期の調査事例としては、北壮市長坂町柳坪遺跡、韮崎市宮ノ前遺跡があり、郡内においては富士河口湖町

宝司塚遺跡、同島原遺跡などが知られている。近年では都留市天正寺遺跡、同玉川金山遺跡があげられるが、

遺構・遺物ともに未だ希少で、同段階における住居形態についての検討など、課題が多いといえる。なお、

詳細な時期は明確ではないが、古屋敷 A遺跡、山神戸遺跡 (12)、 池之元遺跡、西沢遺跡、上暮地新屋敷遺

跡で遺物が出上している。

古墳時代

調査区西側にある檜丸尾第 1熔岩流が流出した時期にあたり、本遺跡では人為的な痕跡を確認することは

できなかった。周辺では、天矢場遺跡 (8)、 池之元遺跡で遺物が出上 している他、古屋敷 A遺跡において

も古墳時代前期の S字奏が収集されている。

平安時代

主に 10世紀の遺構 。遺物を検出した。奈良・平安時代には、甲斐国府から東海道へ続 く官道が通された

地域にあたり、富士北麓地域には平安時代の遺跡が多数確認されている。市域西部の山裾地帯では、墨書土

器や鉄製の錠などが出土 した池之元遺跡をはじめ、西沢遺跡、入 り遺跡 (29)、 西山道遺跡 (33)な どの遺

跡があり、剣丸尾熔岩流上にも御姫坂遺跡 (16)、 西丸尾遺跡 (17)出 口遺跡 (23)な どが展開する。おそ

らくは官道設置に伴って展開した集落様相を示 していると考えられる。また、本遺跡を含む市域東部から北

の地域でも、檜九尾第 1熔岩流の流出以降再び生活の痕跡がみられ、上暮地新屋敷遺跡、上ノ山遺跡 (2)、

前田遺跡 (38)、 長日向遺跡のほか、古屋敷 B遺跡においては鍛冶を示す鉄津が検出されている。

中世 。近世

中近世では、寺院・富士山信仰に関わる宿・城館跡などの遺跡がある。西方寺の旧跡である長老尾遺跡

(3)・ 山寺遺跡のほか、小原遺跡 (6)、 小原屋敷 (7)、 友屋地屋敷 (14)、 新田遺跡 (15)、 下吉田新屋敷 (18)、

松山館 (19)、 吉田 。上吉田 (20)、 古吉田遺跡 (21)な どがある。なお、鎌倉街道に沿って富士河口湖町と

の境にある信玄築石 (22)イよ、富士河口湖町側では赤坂塁跡と呼称されている。

-12-



-81-

lrTII

一一 ，一一一
一

メ
・工
彬
」

夕i

潔

|ヽテ

今ぐ＼



表 3 周辺遺跡一覧

番号 市町村名 追跡名 時代 種別 旧村名 所在地 その他

富士吉田市史掲載b1 富士吉田市 上中丸遺跡 縄文(中 ～後)/弥生/平安/中世 散布地 富士吉田市 小明見字上中丸

2 富士吉日市 上 ノ山遺跡 平安 散布地 富士吉田市 小明見字上ノ山 富士吉田市史掲載27

3 富士吉田市 長老尾遺跡 中世 散布地 富士吉田市 小明見字炭焼沢 富士吉田市史掲載29

4 富士吉田市 山寺遺跡 饂文(早 )/平安/中世 散布地 富士吉田市 小明見字山寺 富士吉田市史掲載28

5 富士吉田市 御輿体場遺跡 縄文(早 ～中) 散布地 富士吉田市 小明見字御輿休場 富士吉田市史掲載30

6 富士吉田市 小原遺跡 中世/近世 散布地 富士吉田市 明ヽ見字小原 富士吉田市史掲載32

7 富士吉田市 小原屋敷 中世/近世 散布地 富士吉田市 小明見字小原 富士吉田市史掲載33

8 富士吉田市 天矢場遺跡 古墳 散布地 富士吉田市 ガヽ明見字天矢場 富士吉田市史掲載25

9 富士吉田市 奥薄久保遺跡 縄文(早 ～前) 散布地 富士吉田市 小明見字奥薄久保 富士吉田市史掲載31

官士吉田市 古屋敷A遺跡 縄文(早 ～後)/殊生/平安/中世/近世 城館跡 富士吉田市 大明見字古屋敷的木氏所有地)

富士吉田市史掲載34

「古屋敷遺跡』1990

Iユ 富士吉田市 古屋敷B遺跡 縄文/平安/中世 集落跡 富士吉田市 大明見字古屋敷
富士吉田市史掲載35

古屋敷遺跡む1990

営 +苦 田 市 妻 篤 kス 宝

富士吉田市 山神戸遺跡 縄文(後 )/弥生/平安 集落跡 富士吉田市 大明見字山神戸 富士吉田市史掲載36

富士吉田市 長 日向遺跡 縄文(前 ～後)/平安 散布地 富士吉田市 大明見字長 日向 富士吉田市史掲載37

富士吉田市 友屋地屋敷 1世/近世 散布地 富士吉田市 下吉田字友屋敷 富士吉田市史掲載』

富士吉田市 o巽子p析田勘 平安/中世/近世 集落跡 富士吉田市 下吉田字新田 富士吉田市史掲載40

富士吉田市 御姫坂遺跡 平安 散布地 富士吉岡市 下吉田字御姫坂 富士吉田市史掲載11

17 富士吉田市 西丸尾遺跡 平安 散布地 富士吉田市 竜ヶ丘 富士吉田市史掲載23

富士吉田市 下吉田新屋敷 中世 散布地 富士吉田市 下吉田字新屋敷前 富士吉田市史掲載と2

富士吉田市 松 山館 中世 城館跡 富士吉田市 松山字芝原 富士吉田市史掲載沼

富士吉田市 吉田・上吉田 中世/近世 宿 富士吉田市 上吉日 富士吉田市史掲義45

富士吉田市 古吉田遺跡 中世 宿 富士吉田市 上吉田字古吉田 富士吉田市史掲載出

富士吉田市 信玄築石 中世 城館跡 富士吉田市 松 山
富士吉田市史掲載46

富士吉田市 出口遺跡 平安 散布地 富士吉田市 新倉字出口 富士吉田市史掲載24

富士吉田市 馬越口遺跡 饂文 (早 ) 散布地 富士吉田市 新倉宇馬越ロ 富士吉田市史掲載22

富士吉田市 池之元遺跡 蠅文(早 ～後〕/弥生/古墳/平安/中世 集落跡 富士吉田市 新倉宇池之元
富士吉田市史掲載21

「池之元遺跡J1997

富士吉田市 干車場口遺跡 饉文(早 ～中) 散布地 富士吉田市 新倉宇干車場 富士吉田市史掲載18

富士吉岡市 千車場遺跡 蠅文(早 )/中世 散布地 富士吉田市 新倉字千車場 富士吉田市史掲載19

富士吉田市 西沢遺跡 饂文(早 ～後1/弥生/古墳/平安 集落跡 富士吉田市 新倉字西沢 富士吉田市史掲載12

富士吉田市 入り遺跡 平安 散布地 富士吉田市 新倉字入 り 富士吉田市史掲載13

富士吉田市 道祐遺跡 蠅文(後 ) 散布地 富士吉田市 新倉字道祐 富士吉田市史掲載14

富士吉田市 深久保遺跡 健文/中世 散布地 富士吉田市 新倉字深久保 富士吉田市史掲載15

富士吉田市 裏丸尾遺跡 縄文 散布地 富士吉田市 新倉宇裏丸尾 富士吉田市史掲載20

富士吉田市 西山道遺跡 平安 散布地 富士吉田市 新倉字西山道 富士吉田市史掲載17

富士吉田市 堂面口遺跡 憾文 散布地 富士吉田市 新倉字堂面日 富士吉田市史掲載16

富士吉田市 尾垂大石久保遺跡 蠅文 散布地 富士吉田市 下吉田字尾垂大石久保 富士吉田市史掲載10

富士吉田市 尾垂石屋ヶ沢追跡 平安 散布地 富士吉田市 下吉田字尾垂石屋ヶ沢 富士吉田市史掲載9

富士吉田市 大佐須遺跡 健文(中〉 富士吉岡市 上暮地字大佐須 富士吉田市史掲載7

38 富士吉田市 前田遺跡 平安 散布地 富士吉田市 上暮地字前田 富士吉田市史掲載6

富士吉田市 上暮地新屋敷遺跡 隠文(早～中)/弥生/平安 散布地 富士吉田市 上暮地字寺ノ入
富士吉田市史掲載5

「上暮地新屋敷遺跡』2011

富士河口湖町 赤坂塁跡 中世 城館跡 河口湖町 船津 富士吉田市『信玄築石Jと 同

西准町 米倉遺跡 散布地 西桂町 小沼字米倉

西桂 町 姫居地遺跡 散布地 西桂町 小沼字姫居地
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第 3章 調査成果

今回の調査で発見した遺構 。遺物は、縄文時代中期末竪穴住居跡 1軒、土坑 6基、弥生時代の住居跡と思

われる遺構 2軒、平安時代の竪穴住居跡 2軒 を検出した。出土 した遺物については、縄文土器・弥生土器・

土師器・石器・古銭などが出土 し、プラスチックコンテナ (59× 38× 30cm)約 8箱分、総重量は約43kgを 量っ

た (表 9)。

以下、時代ごとに各遺構について述べるが、 なお、各遺構に関する図版 ,写真については、遺構名のあ

とに 〔遺構図 /遺物図/写真】、出土遺物については 〔 〕を付して示した。その他、遺構 。遺物に関する

一覧を表4～ 9に掲載した。

第 1節 各調査区の遺構確認面 と時期について

今回の調査は、富士山の火山活動と遺跡の密接な関連が窺える事例のひとつとなった。既に層序の時期に

ついては第 1章第4節で表したが、ここでは改めて調査区ごとの調査経過とあわせ、遺構確認面の層位と時

期について触れておきたい。

A区 【第6図 /第 29図 /図版 3・ 4】

A区では3段階の面的確認を行った。重機による 1回 目の掘削は、上層部は旧河道の厚い堆積上であり、

基 8層上部まで掘り下げた。河川の最終的な埋没時期ははっきりしないが、土層断面の観察では平安～縄文

時代晩期の層まで削平されており、遺物もほとんど出上しなかった。状況から旧河道により削平されたもの

と思われる。次段階は火砕サージ推定層 ((8a))お よび H19年度の調査区底面を目安に、出土遺物に注視

しながら掘り下げたが、同面においても遺構・遺物は確認できなかった。しかし、この段階で東壁面で上層

から落ち込む状況が確認でき、さらに下層を確認するためにサブトレを設定して掘り下げを実施した。

重機による3回 目の掘削では、硬いサージ推定層を除去し、C区で遺物が確認された基10層で平面確認を

行った。これにより調査区南端ではピットと平安時代の遺物が混在する掘り込み状の砂礫堆積、調査区中央

よりやや北で縄文土器が混在する砂礫堆積を確認した。これらが人為的な掘り込みであるのか、または水流

による自然堆積であったのか明確にすることはできなかったが、同区においても基11層段階に遺物が混在し

ていることがわかった。なお、BoC区の調査が進展してさらに下層で縄文時代中期後葉の遺構の存在が明

らかとなったが、これ以上の掘削は崩落の危険があると判断し、同面で調査を終了した。なお、調査区北側

で検出した Pit86・ 87に ついては、性格については明確ではないものの、同区西側に隣接する平成19年度調

査南区における遺構分布の傾向に沿っており、旧流路付近に沿った樹木等の根痕であった可能性が窺えた。

出土遺物はすべて小片であるが、縄文時代の上器 〔1～ 11〕 、平安時代の上師器片 〔12～ 15〕 が出土し、

上層からは陶器の情鉢 〔16〕 、古銭 〔350〕 などが混在した。

B区 【第 7・ 8図 /第30図/図版 4～ 6】

B区では、表土剥ぎの段階で調査区の大半が旧河道面であることが判明した。A区と類似して旧流路に削

平されて弥生時代以降の遺構確認面がなかったことから、東西区画では主に埋没時期と河床面を確認するこ

とを目的に調査を進めた。

南北区画ではC区 とほぼ同様に掘り下げ、基 3層 の面において流路左岸の範囲を確認した。その後、北端

部では基11層 まで掘り下げを行った。遺構は確認できなかったものの、基10層 で SXlの加曽利 E4式上器と

同個体の上器片が出土した。

東西区画においては、旧河道の堆積状況を確認した。詳細については後述するが、出土遺物と土層観察か

ら、調査区内において少なくとも縄文、弥生、平安末～中世の、3回の流路変移があつたと推定した。A区

同様に崩落の危険のため、掘削については、2層 目の火砕サージ推定層にあたる基12層下まで一部深堀を行
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い、基13～ 16層 と推定する層まで確認 した。

C区 〔第 9・ 10図 /― /図版 7～ 15】

C区では平安時代、弥生時代、縄文時代中期後葉 (2面)の 4段階の遺構確認を行い、最終面までの深さ

は、約 3m50cmに至った。南北に長い C区では、槍丸尾第 1溶岩流などの富士火山による堆積物や大沢川

の影響で、複雑な堆積状況がみられた。表上の除去後、人力による精査によって、平安時代にあたる基 2

層、と弥生時代にあたる基 8層 で遺構精査を行った。中央より北側の水田となっていた範囲では、表層から

約 20cmほ どでスコリア面となり、弥生時代の遺構確認面も耕作によって掘削されていた。

C区第 1面 とした平安時代の遺構確認面である基 -2層 は、今回の調査区においてはC区の南端から約

10mの範囲のみで確認でき、その北狽1は檜丸尾第 1熔岩流の影響から、同層は堆積 しなかったもしくは流路

変移によって削平されていたと推定した。同面では竪穴建物跡であるS11を 検出した。同じ平安時代の遺構

とした S14は 、弥生時代の層まで削平されていた水田跡部分で検出した。この遺構の検出については、掘 り

方が深 く下部だけが残った、もしくは平安時代には既に何らかの理由で同面近 くまで削平されていたことな

どが考えられる。なお、水田と宅地の境にあたる調査区中央の溝では、建物取 り壊 しの際に埋まった瓦礫の

他、溶岩を用いた石積みが確認でき、溝の南側 (宅地側)か らは寛永通宝などが出上 していることから、同

敷地の地割 りは近世段階まで遡る可能性 も窺える。

第 2面 とした基 8層では、弥生時代の遺構確認を行った。明確な掘 り込みは確認できなかったが、遺物が

集中的に分布かする2箇所で焼上の堆積がみられたことから、住居跡と推定してそれぞれを S12、 S13と した。

但 し、共に上面からの撹乱が著 しく、また複数のピットを検出したが柱穴と断定できるものがなかったこと

など、住居跡と断定できる要素としては十分 とはいえず、今後も検討が必要である。

次段階の確認面までは、調査成果から約 80cmほ どあることが推定されていたため、大型の重機を用いて

1層 目の火砕サージ推定層 (基 8a層 )を 目安に掘 り下げを行い、基10層 で遺構確認を行った。基 9層 につ

いては、縄文時代後期～中期末頃の包含層である可能性があったことから、人力によって掘 り下げを試みた

が、遺構 。遺物は確認できなかった。第 3面 とした基 10層 の段階では、ピット以外に明確な遺構は確認で

きず、縄文時代中期後葉 (加曽利 E4式)の土器が出上した sxl以外、出土遺物 もわずかであった。調査区

中央より北側で複数のピットを検出したが、多 くは不整形であり木根跡と思われる。なお、遺物や遺構プラ

ンが確認できず重機で掘削 してしまったが、調査区東面で縄文時代晩期頃にあたる基 4層から掘 り込まれた

土坑状の断面 (写真図版 1512)が確認できた。その他、調査区内からの出土量はわずかであったが、縄文

時代後期の遺物が出土 してお り、同時期段階の遺構 も存在 していたことが考えられる。

第 4面は SX3の検出面であり、複数のビットが検出された調査区北側の掘 り下げを行った。調査区東壁

面の層序観察から基 11層 の砂礫堆積層の境 目を確認 し、サブ トレを設定 して掘 り下げたところ、曽利V式
段階を主とする遺物が出土した。竪穴住居跡等の可能性を考慮 しつつ調査を進めたが、人為的な掘削は認め

られず、性格不明遺構 (SX3)と した。同遺構は土層観察から、 2層 目の火砕サージ推定層 (基12層 )が途

切れた基15層 の上に堆積 しており、粒子の細かい砂質土中に遺物が包含 していた。また、流水の痕跡があっ

たことから、水場等であった可能性 も考えられる。

第 5面は基 16層 上面にあたり、今回の調査における最終の遺構確認面とした。同面では縄文時代中期後葉

の曽利正式段階の上坑 (SK2)、 曽利Ⅳ式段階と推定する竪穴住居跡 (S15)等 を検出し、また上層面では確

認できなかった、曽利V式段階の上坑 (SKl・ 4・ 6)も 確認できた。

なお、今回の調査地点では、基15層 までは安定 した平坦な堆積状況であり、基11層の段階において河川流

路や火山堆積の影響によって起伏が生 じた痕跡が確認できた。この時期が同地域の土地様相が変化する画期

であつた可能性も考えられよう。
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1

4m 2
3

10YRン4暗褐 しまり弱。径lcm台 の礫少混。
10YRン4暗褐 しまりやや弱。径5mn大の礫少混。
10YRン3暗褐 しまりやや強。径5mn大の礫多混。
75YR2/2黒褐 しまり強。黄褐色土粒混。褐色土粒 (焼土?)含。

砂礫層 粒子細かい。J:径5mn大の礫混。
75YR2/1黒  径5mm～ lcm大 の礫混。褐色粒子 (焼土め含。しまり強。

10YR3/3暗 褐 しまりやや弱。炭化粒少含。粒子やや粗。
・10YR2/2黒 褐+10YR3/3暗褐“ 混土。しまりやや強。焼土粒少含。粒子粗。

10YR2/2黒 褐 しまり強。褐色粒子 (焼土?)含。上層の6層よりも粒子細かい。

75YR2/2黒褐 しまり強。径lcm台 の礫混。砂礫層。

4

5

6

7

8

9

10

第2確認面

9         (11100)       写m

9     (1160)    字m

10YR3/3暗 褐 粘質。炭化粒少含。径lcm大 の礫混。
10YR3/3暗 褐 粘質。径1～3cm大の礫少混。砂粒多含。
25Y3/2黒褐 砂利層。径2c n大の礫混。径0 5cm大のスコリア混。
10YR/3黒褐 炭化粒少含。径2～3cm大の礫含。やや粘質。
10YR/3黒褐 炭化粒多含。径05～3cm大の礫多混。砂粒多含。
10YRン3暗褐 やや粘質。径20cm大の礫含。砂粒少含。サビ少含。
10YR3//3暗褐 径2～3cm大の礫混。サビ多含。炭化粒少含。
砂礫層 径5～8cn大の礫混。
10YRン3暗褐 径2～ 5cm大の礫多混。下部に径05～ 2cm大のスコリア混。水流による互層堆積。
10YR/2黒褐 鉄分多含。硬化。砂粒のみで礫含まず。下層との間にともに硬化する黒色層あり。

第3確認面

4     2   6   9    1   Ψ

l 10YR3/4暗 褐 しまり弱。径lcm台の礫少rFLo河 道上部堆積土。
2 10YRン4暗褐 しまりやや弱。径5mm大 の礫少混。21多 含。埋 1隻直前河床面か。
3 砂礫層 粒子細かい。J:径 5mm大 の礫混。
4 10YR3/3暗 褐 しまりやや強。径5mm大 の礫多混。

5 75YR"2黒 褐 しまり強。黄褐色土粒混。褐色土粒(焼土?)含。(8〉

6 10YR3/3暗褐 火砕サージ推定層上面の石を含まない層。砂粒多含。6:火砕サージ推定層堆積(8〉

7 10YR3/3暗褐 径2～ 5cm大 の礫多混。下部に径05～2cln大 のスコリアrl■。互層堆積。(1lP〉

8 砂礫層 径10～ 20cm大の礫主体。径50cm大 の礫混。(11?〉

9 10YR2/3黒 褐 互層。砂粒多含。(11?)
10砂利層 互層。径05～0 8cm大 のスコリア混。(11?〉

11 10YR3/3暗褐 砂層。互層。(11)
12砂礫層 鉄分多含。硬化。径05～ lcm大のスコリア混。(11〉

第 6図 A区全体図

(11100)
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B区 旧河道

表4 B区旧河道 出土遺物表

流路変遷推定図

平安末～弥生 t

I

|

ⅢЧ
I

11

/夢

縄 文 弥 生 土師器 須恵器 絢器 石器類 その他 計

総出上量 (α) 32197 6680 368

B区 出士 昌

`宜

ヽ 636 266 2 209〔

B区取上点数 3 3 3 2

B区 内 遺物取上点数比率

_ 2＼ 。423

∞?糠
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1・ 2面 (平安・弥生時代遺構確認面 )
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第10図  C区全体図②
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第 2節 発見 した遺構 と遺物

(1)平安時代の遺構 。遺物

平安時代の遺構としては、s11、 s14を検出し、

S11と 同面において溝 1条 (SDl)を 確認したが、

B区旧河道からも同時代の遺物が出土 している。その他、

工事に伴って取 り壊 した建物基礎の痕跡と断定 した。

S11〔第11図 /第31図 /図版 9。 181

C区南端で検出した。方形を呈すと推定したが、遺構の東半分は撹乱で壊され、検出範囲で南北 3.57m、

東西 ■25mを 測った。覆土は掲色土粒 (サ ビ)を多く含み、黄色味が強い。検出範囲ではカマ ド等の施設

は確認できず、サブトレにより上部を削平してしまったが、ピット1基 (Pitl)を 検出した。

出土遺物は少なく、土師器奏片 〔58～ 60〕 と灰釉陶器の浄瓶 〔61〕 が出土した。浄瓶は頚部のみで、環台

部分 (鍔状の突帯部)は打ち欠きされており、破片は検出できなかった。遺構年代については明確ではない

が、伴出した土師器片の年代から、10世紀頃と推定しておく。

S14〔第12図 /第34図 /図版 11。 20】

C区中央よりやや北側の東端で、方形と推定する竪穴建物跡の西側半分を検出した。西壁の中央よりやや

南側にカマ ドが造られていた。上部は水田耕作により削平されてしまって煙道等は確認できなかったが、袖

部の一部と多量に焼上の堆積があった。また、遺構確認時には焼土とともに黄褐色上の撹乱が重複している

状況が確認でき、撹乱底面から加曽利 E式の土器片 〔135〕 が出上した。カマ ドの左側 (南側)の袖脇にあ

たる部分では、ピット1基 (Pit47)を 確認した。遺構からの出土遺物はわずかで、この Pit47の上面から出

土した土師器小型壼 〔137〕 と、遺構内の北側から出土した須恵器片 〔136〕 のほか、先述した縄文土器 〔135〕

の3点のみであった。

その他、住居跡の掘 り方や壁面等は明確ではなく、火山灰土壌の性質によるものなのか、または壁面を整

えた痕跡なのかはっきりしなかったが、遺構周辺に沿って土色の違いがあ り、図中ではその範囲を破線で示

S11

S1l Pitl

SIIPitl

l 10YR3/3暗褐 粘質。黄掲色土粒多含。しまりやや強。

ψ
鰯
５８

明
垂

爪
団

６‐廻

ｍ

ビ
一７２

第11図
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S11/C区サブトレ

1 10YR/3黒褐
2 10YR3/3暗 褐
3 10YR3/4暗 褐
4 10YR3/3暗 褐
5 10YR3れ 暗褐
6 10YR3/3暗 褐
7 10YR3/3暗 褐
8 10YR2/3黒 褐

S11

(1:20)

サビ炭化粒含。しまり極強。
サビ炭化粒多合。粘質。しまり強。ピット覆土か。

粘質。サビ多含。径2mr大 の砂粒混。しまり強。S11覆土。

粘質。粒子細かい。しまり強。
4層に類似するが、やや明るい。粒子細かい。

粘質。粒子細かい。サビ含。径5rm大の礫微混。

粘質。粒子細かい。サビ炭化粒少含。しまり強。

粒子粗い。火山灰混。しまり強。(地山)

呈す__す_型(型L____写 m



S14

刀
林

市

５
≪
力
ヽ
お

〔
協
ラ
琳
説
　
華
令
昨

５
Ｈ
力
≪
∞
和
蕊
　
細
甜
い
卜
Θ
卜
面
ｏ
辮
り
蝶
ゆ
ｏ
洋
合
欝
け
ｏ

Ｓ
Ｒ
脚
ぐ
∞
吊
蕊
　
瀞
辟
蒔
′
滸
芦
醇
ゆ
ｏ
に
丼
ｓ
騨
ｏ

３
【
力
ぐ
∞
轟
蕊
　
蒔
中
酋
ｏ
洋
合
蒔
′学
馬
ゆ
ｏ

芽

S14竃

1 10YR3/3暗 褐 焼土、炭化粒含。しまり弱。
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3 10YR3/3暗 褐 炭化粒含。サビ含。しまり強。

PM7
1 10YR2/3黒 褐 サビ少含。炭化粒含。しまり強。

2 10YR3/8暗 褐 粘質。戊化粒含。しまり強。
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した。なお、本遺構は調査前は水田があった場所に位置 してお り、耕作によって遺構平安時代にあたる基

-2面が削平されていた状態で、遺構底面近 くのみが残存 していた状況であつた。S11付近の堆積状況から比

較すると、基 -2層 からS12を確認 した基 4層 までの深さは40cmほ どの差であったが、やや掘 り込みの深い

竪穴住居跡であつた、もしくは熔岩流による土地様相の変化によって構築された時期には既にある程度のレ

ベルまで削平されていたなどの可能性 も考えられる。

平安時代の出土遺物について

古代の出土遺物量については、出土遺物全体の重量比では約 20/Oで 、各時代につ くられる一個体の重量差

はあるものの、取上げ点数の割合でもおよそ 60/0と 少なかった (表 14)。 調査区内で流路が確認されている

ことから、主たる居住域からは離れた、集落の端部に位置していた可能性が窺えた。

今回検出したこの段階の遺物は、いずれも小片であったが、年代が判別できる資料のなかでは、B区旧河

道から出上した土師器杯 〔50〕 が最も古く、山梨県史資料編 2掲載の奈良・平安時代編年のⅣ～V期段階に

あたり、 9世紀頃に比定した。流路堆積土内からの出土のため、表面は摩耗していたものの、線刻がある底

部及び側面にはヘラ削りや磨きの痕跡が確認でき、内面は見込み部及び体部には暗文が施されている。その

他の上師器杯類では、主に10世紀代の甲斐型土器および甲斐型終末段階の遺物 〔14・ 51～ 53・ 341〕 ,があり、

底部は回転糸切痕をそのまま残し、ヘラ削りを用いない成形のもの 〔14〕 や 11・ 12世紀頃に比定される底

部が厚いもの 〔56〕 や高台杯 〔57〕 などが出上した。甕類では口縁部 〔15。 47・ 48・ 58〕 、羽金 〔13〕 など

が出上している。いずれも小片であったが、甕や羽釜といった煮炊具が混在している状況から、本遺跡南

側に集落が存在した可能性が窺える。また、灰釉陶器片も混在しており、四耳壼などの壼や小甕片 〔39～

41〕 、郭 。椀 〔42・ 43〕 、浄瓶 〔61〕 の出土がみられた。

(2)弥生時代の遺構・遺物

山梨県においては、弥生時代の遺跡が発見された事例は少なく、第2章第2節で述べたとおり、とくに前

期後葉の遺構・遺物の出土事例は希少である。今回の調査では遺物が集中したC区の2箇所において、そ

の範囲の中央付近に焼上の堆積が確認できた。これを炉と推定し、住居跡として S12・ 3の調査を実施した。

竪穴住居跡

S12【第13～ 15図 /第31～33図/図版10・ 18・ 19】

C区中央やや南で検出した。直径約 35mの範囲で遺物が集中的に出土し、その中心近くで焼上の堆積が

確認できたことから、住居跡として調査を進めた。C区中央の排水溝となっていた溝に接しており、さらに

調査前にあった建物基礎等の影響で上層からの撹乱が著しく、遺存状況が悪かった。また、床面や掘り方も

明確ではなく、いくつかのピットは検出できたものの、遺構範囲の推定はできなかった。

出土遺物は 〔62～ 128〕 が出上した。出上位置については、撹乱によリレベルが変わってしまった部分も

多くみられ、近世の古銭 〔349〕 なども混在した。

焼土堆積については上部と下部で位置が異なる状況が確認でき、遺構の重複もしくは造り替え等、2段階

の時期差が示される可能性が窺えた。また、遺構規模の推定は困難であったが、焼土内およびその周辺では、

炭化したオニグルミなどの種子類が検出されている。焼土は上層、下層ともに採取し、乾燥させた後に計量

してフローテーションを実施した。検出した炭化物については種実同定を行い、焼土中から栽培種のアワ、

ヒエ ?、 キビなどが確認された。この分析調査の成果については第4章に掲載した。

S13【第16図 /第34図/図版10。 20】

C区南側の西壁際で検出した。S12と 同様、遺物が集中的に出土する範囲の中央付近で焼土地積を検出し、

周囲にピットが確認できたことから住居跡として調査を進めた。
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B' 722.3m

S12

1 10YR3/3暗 褐 サピ、炭化粒多含。遺物包含。責色味強。しまり強。
2 10YR3/3暗 褐 炭化粒多含。サビ贅含。しまりやや強◇焼土粒少含。
3 10YR3/3暗 褐 1層類桃 しまり弱。
4 10YR3/3暗 褐 2層類似。しまり弱o

5 10YR4/4褐  粘賓。炭化粒、サビ含。しまり強。
6 10YR3/2黒 褐 掘り方か。
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1 5YR4/8赤 褐 焼土堆積。炭化粒含。しまり強。
2 10YR3/3暗 褐 しまり強。焼上微粒多含。炭化粒含。
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S12

Pit3・ 4

ｐ仲け導げ　Ｐｉｔ‐０

年

ｍ

げ一　　　　げ一２

PIt5

1 10YR3/3暗 褐
サビ・炭化粒`焼土少含。しまり強。やや粘質。

ガ
憔
市

ｍ

ざ一　　　　　　ざ一２
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7221m

Pit1 0

∬
憔
市

二

7220m

Pld0
1 10YR3/3暗 褐 しまり弱。サビ少含。

2 10YR3/2黒 褐 しまり強。サビ少含。炭化粒含。

第15図 S12③
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ガ刀剖「ギ下‐　　ご・拘
1 10YRy3暗褐 サビ炭化粒 焼土少含。しまり強。
2 10YR3/3暗 褐 1層類似。やや粘質。

Pit9

d

P■9

1 10YR3/2黒 褐 しまり強。粒子細かい。サビ含。
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亀!

ヒ__…__里Fp生十一――写
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nt8
1 ltlYR3/3暗掲 サビ含。炭化泣少含。粘 質。

2 10YR2/3黒 褐 サピ、炭化粒含。しまり強。

黄褐色土力慧だら1こ混。

Htll
l 10YR3/3暗 褐 炭化泣少含。粘質。しまり強。
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S12同様に上層からの撹乱が入 り、 しかも遺構の中央付近にかかっていたためか、出土遺物量はS12の半

分ほどであった。平面観察では明確な遺構の範囲や掘 り方を判断することが出来ず、検出したピットもほと

んどが不整形で浅 く、柱穴と断定できるものはなかった。遺構範囲については、約 6mと 推定し、図中にお

いて破線で示 した。これについては調査区西壁の観察において土層に僅かな変化が確認でき、これを覆土と

して検出したピットの位置から推定している。出土遺物は、条痕文による器面調整土器片 〔129～ 134〕 、黒

曜石製の石鏃 〔343。 344〕 が出土した。遺構年代については、S12よ り後出するものと考えられる。

弥生時代の出土遺物について

発見した遺物は山梨県内では希少な弥生時代前期後葉の資料であり、そのほとんどが器面調整の条痕に貝

殻ではなく、粗いハケ状またはクシ状の工具が使用される中部型条痕文土器に位置づけられるものであった。

同時代の上器編年については、中山誠二氏により、縄文晩期の終末と考えられてきた氷 I式の段階を弥生

0期、東日本に定型化した前方後方墳 。前方後円墳が登場する直前の段階を6期 としてその変遷を扱い、さ

らに他地域の対比を明確にするため小期の細分をされている (中 山 1993)。 今回の資料については、中山氏

編年のおよそ弥生 o期から2期の段階に位置づけられるものと比定した。また前述した通り、同時代の遺

物は遺構外からの出土はほとんどなく、遺構単位でまとまって出土する傾向があり、年代順には S12、 S13、

そして流路の覆土中からの出土であったが B区旧河道の順に位置付けることができた。以下、調整痕の特

徴と比定する時期について触れておきたい。

S12・ 3出上の遺物については、弥生 0-(3)期～ 1期あたりに比定され、氷 正式から継続する要素として

あげられる深鉢口縁端部につけられる山形小突起、甕口縁下の幅広の平行沈線文などがみられる。浅鉢また

は奏の口縁端部に日外帯もしくは日外帯風の長円形の刻みを施したもの 〔62。 63,77'79・ 80〕 、口縁下に

平行沈線文があるもの 〔64～ 67・ 69・ 70〕 を弥生o― (3)期段階、甕の口縁端部に山形小突起をもつもの 〔72〕

や広口壺 〔89〕 、S13出上の甕 〔129～ 134〕 などが弥生 l期段階としてあげられる。B区旧流路出上の遺物

については、竹管背面による横走矢羽根状沈線文があるもの 〔29〕 や、装飾的につけられた縦方向と横方向

の条痕文がある丸子式に比定する 〔30〕 など、弥生 2期段階に比定する遺物が出土した。

日外帯をもつ土器では、単斜方向の条痕文が施されているもの 〔79〕 や外面がナデ調整されて無文となっ

ているもの 〔80〕 などがみられた他、日外帯に代わって細かい刻みを施したもの 〔81〕 なども出上している。

コブ状突起をもつ 〔62〕 や日外帯風の長円形の刻みがある 〔63〕 などは、前段階にみられた口縁下に網状浮

線文が形骸化して幅広の沈線となったものとして捉えられる。なお、弥生0-(3)期段階とした遺物はほとん

どが小片であったが、器面をミガキ調整した鉢もしくは奏類であることや、口縁がやや外反しながら開く形

状のものが多いことが特徴としてあげられる。内湾する形状のものについては、外面を条痕文によって調整

した浅鎌 〔82・ 83〕 があり、口縁下部に無文帯は氷 I式の要素を繋いだものと思われる。同じく弥生 1期段

階に比定したS13出上の甕 〔129〕 についても、口縁部は刻みが施されているが口縁下から肩部あたりまで

をナデ調整して無文帯としている。また、弥生 1期に比定する遺物のなかで特徴的な資料としては、広口壷

で指頭押圧した断面三角形の突帯を2条めぐらしたもの 〔89～ 92〕 がある。設楽博己氏が注目した「在地形

突文壼」にあたる遺物であり、弥生o― (3)期 より散見され、中部高地 。東海東部 。武蔵 。相模 。西部関東

地方、北陸地方までの広い分布が指摘されている。今回出上した遺物については、口縁部が外反する器形か

ら弥生1-(1)期 と比定したが、器面の条痕文は横方向または斜方向に不均―な調整が施されている。

条痕文による器面調整については、鉢類は横～斜方向、甕類は単斜方向にかきあげたものが多くみられた。

なお、B区河道出土の甕 〔27〕 のような、弥生1-(2)期 以降に顕著となる装飾的な要素の強い条痕文を施し

たものは、S12・ S13と もに出土しなかった。

その他、詳細な時期の比定は難しいが、小甕もしくは小壼の肩部片でカキロ状にひかれた4条の沈線の間

に刺突文を施したもの 〔73〕 、ミニチュアサイズで口縁部の刻み日と口縁下部に無文帯があり、横方向の条

痕文があるもの 〔28〕 、波状口縁で外面をミガキ調整したもの 〔75〕 などが出土している。

-28-



川
憔
■

く
~＼

こ:W
ヽ

S13

1 10YR3/4暗 褐

2 10YR3/3暗 褐

3 10YR2//8黒 褐

4 10YR2/3黒 褐

5 10YR2/3黒 褐

Kl ЮYR3/4暗褐

K210YR3/4暗褐

K375YR2/2黒 褐

K410YR2/2黒褐

K510YR3/3暗褐

1 10YR3/3暗 褐

1 10YR2/2黒 褐

Ⅲ ЮYR3/3暗褐

Ⅳ 10YR3/3暗 褐
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Pit7

1 10YR3/3暗 褐 サビ、炭化粒含。砂粒含。しまり強。
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1 10YR3//3暗褐

炭化粒多含。焼土少含。しまりやや弱。
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1 10YRン4暗褐 サビ、炭化粒少含。粘質。

2 10YR3/2黒 褐 砂粒多含。
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サビ、炭化粒多含。遺構覆土。遺物包含。しまり強。

炭化粒多含。しまり強。

炭化粒、サビ含。

3層より黒色味強。サピ含まない。遺構覆土。

サビ、炭化粒少含。しまり強。

しまりやや弱。サビ少含。

Klより砂粒多含。炭化粒、サビ少含。

褐色粒 (焼土?)多含。スコリア混。しまり強。
スコリア層。上下層の混層か。しまり強。
スコリア層。しまりやや弱。上層より黄色味強。

しまり強。サビ、炭化粒含。平安期層。

赤褐色プロック、サウ ロック含。しまり極強。■1下層との混層。

径2～ 3cm大 の礫混。I層がプロック状に混。

災化粒少含。弥生期層。
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(3)縄 文時代の遺構・遺物

平成19年度調査時に確認した縄文時代中期末の包含層の他、今回の調査では同時期に比定する竪穴住居跡、

曽利 H式の土坑を検出し、同遺跡および同市における初事例 となった。検出した遺構は、上層からSXl、

SX2・ 3、 SKl・ 4・ 6、 S15、 SK2の他、時期は不明であるが SK3・ 5、 SX4、 ピットなどを発見 した。

竪穴住居跡

S15【第17図 /第34図/図版 11・ 20】

C区南端の西壁際、地表面からの深さ約 3.5mの面で検出した。遺構の西側半分は調査区外に広がってお り、

北側は不整形の土坑状の掘 り込みと重複 していた。平面形状は円形を呈すものと推定し、検出範囲では、南

北約 4.27m、 東西約 2.12m、 確認面からの深さは 90cmを 測つた。調査区内では炉を確認することはできなかっ

たが、遺構中央付近の基16層 にあたる埋没土中で焼上の堆積が確認された。また、覆土中からは住居の構築

材 と考えられる戊化物を採取 し、年代測定を実施 している (第 4章 )。 はっきりした貼 り床などは確認でき

なかったものの、床面は非常に硬 く締まった土層となっていた。なお、検出したピット6基のうち3基は深

さ50cm前後と他に比べて深 く、柱穴の可能性が窺えた。また、土圧による影響なのか、床面だけでなく柱穴

内の覆土も極めて固く締まっていた。床面直上近 くでは、住居構築材 と推定する炭化材 (ク リ)を検出した。

遺構の断面観察 (調査区西壁面)では、基13～15層 までのスコリアのレンズ状堆積がみられた。基15層 と

したスコリア層直下からは、曽利Ⅳ式古段階の遺物 〔138～ 144〕 が出上した。前述のとおり、基16層では焼

上の堆積が確認でき、さらに小片であったが土器片の出土も確認された。その他、曽利正式段階の遺物 〔145〕

も1点のみ出土したが、掘 り方または北側の撹乱等による混ざり込みと考えられる。

竪穴住居跡の年代については、床面や柱穴内などからの出土遺物がなく明確ではない。堆積状況を考慮す

ると、同遺構は曽利Ⅳ式段階までには廃絶 し、埋没過程での 2次的利用がされた後、火山灰の降下によって

埋没 したと推定できる。なお、富士火山との関連については、少なくとも多量に降り注いだ火山灰は竪穴の

埋没段階に降下したものであり、住居廃絶の直接的な要因ではなかったことが窺える。また、焼土堆積につ

いては、住施設の廃絶後 しばらく時間が経過してから、この場所が何 らかの目的で利用された痕跡とみられ、

おそらくは曽利Ⅳ式段階頃にあたるものと推定される。

土坑

SKl【第18図 /第35図/図版12・ 20】

C区中央より南で検出した。地山層がはっきりせず、掘りすぎてしまった部分もあった。規模は長径 2.18

m、 短径 2m、 深さは断面観察による計測で35cmを測つた。確認面ではS15と 同じく、遺構プラン周辺に

スコリアがみられたが、堆積量的に遺構内にレンズ状堆積したというよりは、遺構掘削時に上層の基 15層

より崩れ込んだスコリアと推定された。

出土遺物は曽利V式段階にあたり、曽利V式に比定する深鉢 〔146～ 154・ 156〕、加曽利E式の小甕 〔155〕

などのほか、SK2周辺で出土した遺物と接合する曽利Ⅱ式段階に比定する深鉢 〔163〕 などが出上している。

SK2【第18図 /第36・ 37図 /図版12・ 13・ 21】

西壁際で検出した。調査区外へ続くため形状は明確ではないが、検出範囲では約■3cm、 確認面からの深

さ67cmを 測り、円形を呈すものと推定する。土層観察ではS15。 SKlと 異なり、遺構上面は基15層で覆われ、

時期差は明確であった。なお、SKl同様に地山層がはっきりせず、遺構確認面である基16層部分が段状に

掘り込まれるかたちとなったが、断面観察からは遺構を掘削した影響で土壌の色調が変化しただけで、掘り

方等ではなかった可能性も考えられた。

性格については、焼礫と焼土・炭化物が多量に出上しており、屋タト炉の可能性も窺えた。遺物は曽利H

式段階とする土器 〔164～ 180〕 が、礫の間や遺構側面に張りつくようなかたちで出土した。
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S15

S15覆土
① 10YR2/2黒 褐+10YR3/3暗掲 床直上。炭化粒多含。①士上層との混土。
② 10YR3/3暗 褐 床面か。しまり強。炭化粒少含。
③ 10YR3を 黒褐 粘質。しまり極強。
(12)10YR3/31音掲 火砕サージ推定層。焼土 炭化粒含。スコリア丸粒混。

(13)10YR3/3暗 褐 1～ 2 5cm大 のスコリア混。大粒。炭化物多含。

(14〉 10YR2/1黒  径0 5cm大のスコリア混。粘質土少含。炭化粒含。住居内堆積上。

(15)10YR2/1黒 +lllYR3/3暗褐 径05～0 8on大 の黒色スコリア、径01～ 0 3cm大の黄褐色
スコリア混。住居内堆積上。

(16〉 10YR3/1黒 褐 炭化粒多含。住居内堆積土。(ld)■ OYR4/6褐 埋没後利用の火床か。

遺物出土。

(17〉 10YR3/3暗 褐 粒子細かい。径0 5cm大のスコリア微含。

S15完掘

S15北端境乱及びサブトレ
1 10YR2/2黒 褐 径4cm大の礫含。径05～ lcm大のスコリア混。炭化粒含。粘質。土坑状堆積土。
2 10YR2/1黒  基本層14類似。スコリア層に粘質上が多混。土坑状堆積土。
3 10YR2/2黒 褐黄褐色土粒、炭化粒含。1昂雪祈誓羽謬警言猾持蒼琵姥物多含。4 10Y毘/2黒褐+10YR3/3暗褐 8層と基本′

1 10YR2/2黒 褐 径4cm大の礫含。径05～ lcm大のスコリア混。う
2 10YR2/1黒  基本層14類似。スコリア層に粘質上が多混。土功
3 10YR2/2黒 褐 黄褐色土粒、炭化粒含。1層より黄色味強。土ウ
4 10Y毘/2黒褐+10YR3/3暗褐 8層と基本層17層の混層。lo
5 10YR2/1黒  炭化粒少含。径05～ 0 8cm大のスコリア含。
6 10YR2/3黒 褐 径lcm大 のスコリア含。炭化減少含。
7 10YR2/3黒 褐 6層類似。やや黄色味強。
8 10YR2/1黒  粘質。
9 10YR2/3黒 褐 7(6)層 類似。黄色味強。
10 10YR2/2黒 褐 径05～ 0 8cm大のスコリアがプロック状に堆積。

罷 子:¥彰ち曇福疫花軽多客とゃゃ砂質。
P3 75Y貶 /2黒褐 粒子細かく、粘性有り。炭化粒小含。

髭ぉ褥冬ミジB量掲駆避拶名簿強。
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SKl

A

SK2
A
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|1執
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i■ 111ユ

10YR2/3黒 褐
10YR2/3黒 褐
10YR3/3暗 褐
10YR2/2黒 褐
10YR3/3暗 褐
10YR2/1黒
10YR3/1黒 褐

4Fs6

A'

7201m

御 8-lcm大 のスコリア多混。粘質。
粘質。径05～ lcm大の礫多混。下層との間より遺物出土。
粘質。径05～08cm大 の礫多混。0 5cm大 の炭化粒含。
径05-08cm大 のスコリア層。
径0 5cm大のスコリア少混。やや粘質。

チ

A'

引分

A'

}焼土範囲

B'

7200m

〆Υ
177

了
７３

　

　

８。

チ

A'A
10YR2/2黒 褐 径0 5cm大のスコリア少混。炭化粒含。粘質。
10YR2/2黒 褐 径0 5cm大のスコリア多混。炭化粒多含。粘質。
10YR2/2黒 褐 径0 5cm大のスコリア少混。炭化粒少含。
10YR4/4褐  径0 5cm大 のスコリア多混。炭化粒少含。

10YR3/2黒 褐 やや黄色味有。砂粒少含。

予

―

―

ヽ

＼

A'

7200m

第18図 SKl。 2
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SK3【第19図 /― /図版13】

長径 77cm、 短径 68cmの 円形を呈し、確認面からの深さ67cmを 測った。底面はほぼ平で、柱痕や抜痕等は

確認できなかった。SK5、 SX4と 直線上に並んでいるが、性格は不明である。出土遺物はなかった。

SK4【第19図 /第37図 /図版13・ 21】

調査区東壁際で検出した。遺構の東側は調査区外へ広がっており、検出した範囲では、径 132cm、 確認面

からの深さは 70cmを 測った。断面観察から、SKlと 同様に上層から掘 り込まれた遺構であると断定した。

またSK2と 同様に、確認面の基 16層部分が段状に掘 り込まれるかたちになったが、基 16層上面が遺構を

掘削した影響で周辺の上壌の色調が変化した可能性が考えられる。

最も特徴的であったのは、埋め立てた土坑の上面に、深鉢を回径で 1/4程度の大きさにした土器片 〔181〕

を伏せて置き、その脇に礫を並べ、獣骨の混った黄褐色の粘上で覆った状況を確認した。断面観察では、粘

土層はマウンド状に盛られた状況ではなく、覆上のうちの 1層 とみられた。なお、上層と下層で別遺構が重

複している可能性も検討したが、下層からも同時期の上器片が出上し、骨片も検出されていることから、同

一の遺構と判断した。出土遺物については曽利V式の上器 〔182～ 194〕 が出上した。

SK5〔第19図 /― /図版131

長径 66cm、 短径 63cmの 円形を呈し、確認面からの深さ59cmを 測った。SK3と ほぼ同規模であり、掘立柱

建物等の可能性も検討したが、調査区内では検出できなかった。出土遺物はなく、詳細な時期は不明である。

SK6【第19図 /第 37図/図版13・ 22】

調査区東壁際で検出した。確認できた範囲では径 75,9cm、 確認面からの深さ 18.2cmを測り、円形を呈すも

のと推定した。SKlと 同様に、東壁面の観察から上層の基15層上面からの掘 り込みであることが確認でき、

さらに基12層の火砕サージ推定層の堆積もみられた。出土遺物はいずれも小片であったが、曽利V式古段階

の土器 〔195～ 201〕 が出土した。

表5 検出遺構一覧 (竪穴住居跡。土坑)

名 平 面 時期 遺物 !長径 (m) 短径 (m) 深 さ (m)

S11 C区 方形か 平安 ○ 357
C区 円形か 弥生 ○ 017
C区 円形か 弥生 ① (580) 020
C区 方形か 平 安 ①

C区 円 形 か 縄 文 ① [427] [212] 090
SKl C区 不整形 縄 文 ○ 200 035
SK2 C区 円形か 縄 文 ○ [067]

SK3 C区 楕円形 縄文 077 067
SK4 C区 円形か 縄文 ○ L078J

SK5 C区 不整円形 縄文

SK6 C区 円形か 縄 文 ① 0759 「0511

ピット 【第20～22図 /― /-1

今回の調査ではS15以外に柱穴と断定できるものはなかったが、それ以外では計106基 を検出した (表 6)。

特徴として覆土はほぼ 1層であり、底面の整ったものは少なく、平面形状も不整形なものが多くみられた。

周辺調査の事例では、本遺跡 よりも北に立地する上暮地新屋敷遺跡において検出された217基

の土坑のうち、降灰や火砕流によって燃えた木根の痕跡 を焼木痕 として報告されている。同報告

では掘り込み面がスコリア直下であること、覆土上層に炭化物を多量に含むこと、遺物を伴わないこと、形

状が不定形で底面に凹凸があり、分布に規則性がないことを共通点としてあげている。今回の調査で検出し

たピットは、焼木痕に比べて規模は小さく、覆土中に炭化物が明確に混在するものはなかった。しかしこれ

らの相違点は、当時の環境や植生、また降灰もしくは土石流などの埋没状況などの違いによるものとも考え

ることができ、土地様相の違いを考える上で重要な検討材料として捉えられよう。
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SK3・ 5

A

A

SK3

1 10YR2/3黒 褐 径05?0 8cm大 のスコリア多混。粘質。
2 10YR2/3黒 褐 径0 5cm大 のスコリア多混。やや粘質。
3 10YR3/3暗 褐 径0 5cm大 のスコリア少混。砂質土。
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御 8～ lcm大のスコリア混。砂質土。

径05～ 0 8cm大のスコリア多混。

2層類似。2層と』唇の混層。

砂層。スコリア含まず。

黄褐色粘土か。炭化粒、骨片含。

砂質上。炭化粒少含。径lcm大のスコリア混。

徹 8～ lcm大 のスコリア多混。

災化粒含。粘質。

粘質。スコリア含。
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第19図  SK3～ 6、

Pit96

SK4
1 10YR″3黒褐
2 10YR2/2黒褐
3 10YR2/2黒褐
4 10YR2/2黒褐
5 10YR4/4褐
6 10YR2/1黒
7 10YR2/2黒褐
8 10YR2/2黒褐
9 スコリア層
10 10YR2/1黒

一ギ
一中

， Ｈ
ピ・叩嗚

ギ
イ

径05～ lcm大のスコリア含。炭化粒多含。

径lcm大の石含。サビ費色土含。

Pit95。 96

SK4
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表 6 検出遺構一覧 (ピ ッ ト)

還構名 位置 平面形状 時期 離
ｍ

短径
rttmⅢ

深 さ

(cm)

Pit〕 CttS11 円形 平安

Pit2 C区 不整形 平安か

Pit3 C区 楕円形 328

Pit4 C区 不整円形 184 220

Pit5 C区 円形

Pit6 C区 円形 弥生か

Pit7 C区 楕円形 弥生か

Pit8 C区 不整/rH‐ 円形 491 250

Pit9 C区 不整円形 270 100

C区 不整円形 281 160

C区 不整楕円形 368 120

C区 精円形 228

C区 不整楕円形

Pi C区 楕円形

Pi C区 不整楕円形 222 127

Pit16 C区 楕円形

Pit17 C区 円形か [198]

Pit18 C区 円形

Pit19 C区 楕円形 533

Pit20 C区 298

Pit21 C区 不整円形 169

Pit22 C区 不整楕円形

Pit23 C区 不整円形

C区 円形

Pit25 C区 円形 248

Pit26 C区 楕円形 237 392

Pit27 C区 楕円形

Pit28 C区 不整円形 235

Pit29 C区 不整楕円形 528 392

P■30 C区 不整形

Pit31 C区 不整楕円形

Plt32 C区 楕円形

Pit33 C区 楕円形

Pit34 C区 不整円形

Pit35 C区 円形 186

Pit36 C区 不整円形 167

Pit37 C区 不整形 224

Pit38 C区 不整形 430 215

Pit39 C区 円形

Pit40 C区 円形 弥生か 253 235

Pit41 C区 楕円形

Pit42 C区 不整楕円形

Pit43 C区 円形 弥生 281 265

Pit44 C区 楕円形 弥生

Piユ 5 C区 楕円形 弥生

Pit46 C区 不整形 弥生

Pit47 CttS14 楕円形 平安 420

Pit48 C区 不整楕円形 縄文

Pit49 C区 楕円形 縄文 167

C区 不整円形 縄文 272 136

Pit51 C区 楕円形 縄文 359

Pit52 C区 不整楕円形 縄 文 272

C区 円形 縄文 255

遺構名 位 置 平面形状 時期 離
師

雛
鰤

癬
ｔｃｍｊ

Pit54 C区 不整楕円形 縄 文 230

Pit55 C区 不整楕円形 縄文

Pit56 C区 不整楕円形 縄 文 382 313 120

C区 不整形 縄文

C区 不整円形 縄 文 189

Pit59 C区 不整円形 縄 文

Pit60 C区 円形 縄文

Pit61 C区 不整円形 縄 文

Pit62 C区 不整楕円形 縄文 272 187

Pit63 C区 不整楕円形 縄文 244

Pit64 C区 不整糖円形 縄 文

Pit65 C区 不整楕円形 縄 文 346

Pit66 C区 不整楕円形 縄文 440

Pit67 C区 楕円形 縄 文

Pit68 C区 円形 縄 文

Pit69 C区 円形 縄文 269

Pit70 C区 円形 縄 文 445

Pit71 C区 円形 縄文 173

Pit72 C区 楕円形 縄文 221

Pit73 C区 円形 縄 文 305

Pit74 C区 円形 縄 文

Pit75 C区 円形 縄文 272 253

Pit76 C区 円形 縄文 187

Pit77 C区 不整楕円形 縄文 5■9

Pit78 C区 不整楕円形 縄 文 668 148

Pit79 C区 楕円形 縄文 399

Pit80 C区 円形 縄 文 257

Pit8ユ C区 縄 文 284

Pit82 C区 円形か? 縄文

Pit83 C区 円形 縄文 242 239

Pit84 C区 楕円形 縄 文 431 239

Pit85 C区 円形 縄文 580

Pit86 C区 円形 縄 文 492

Pit87 C区 円形 縄文 400

Pit88 C区 縄文 697

Pit89 C区 不整楕円形 縄文 625

Pit90 C区 不整楕円形 縄 文 1027 252

Pit91 C区 楕円形 縄 文 449 442

Pit92 C区 円形か? 縄文

Pit93 C区 楕円形 縄 文 460 162

Pit94 C区 円形 縄文 275 269

Pit95 C区 不整形 縄文 369

Pit96 C区 楕円形 縄文 445 306

Pit97 C区 円形 縄文

Pit98 C区 円形 縄 文

Pi09 C区 楕円形 縄文

Pit100 C区 楕円形 縄 文 230

Pit101 C区 楕円形 縄文

Pit102 C区 楕円形 縄文 236

Pit C区 円形 縄文 281 275

Pit C区 楕円形か? 縄 文 [389]

C区 楕円形か? 縄 文 637 [456]

C区 円形 縄 文 285
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Pit48

A

Plt2

1 10YR3/8暗 褐 しまり強。黄褐色土粒多含。

Pit51

A

A

PIt51

1 10YR2/3黒 褐 径05cm大 のスコリア含。

砂質土。

Pit55

205m

PIt55

1 10YR3/3暗 褐 御 96cm大のスコリア含。やや粘質。
2 10YR3/4暗 褐 礫含まず。やや粘質。

A'

7221m
A'

7213m

Pit48(A区 )

1 10YR3/3暗 褐 しまり強。2層より黒色味強。径1～ 2cl大礫少混。

2 10YR3/3暗 褐 褐色土プロック多含。径2～3cln大の礫混。

7205m

V
PIt49

1 10YR2/3黒 褐 径05～ lcm大のスコリア含。
やや粘質。

PIt50

1 10YR2/3黒 褐 径05～ lcm大 のスコリア含。
やや粘質。

PIt52

1 10YR3/3暗 褐 砂質土。礫含まず。
Pit53

1 10YR3/3暗 褐 径05～2cm大のスコリア含。
砂質土。

Pit54

キ
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◎
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止

Ｐ

ノ
ガ

】
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1 10YR2/2黒 褐 径05～2cm大のスコリア含。

砂質土。

Pit62

PIt56

1 10YR3/3暗 褐 砂質上。しまり強。

Ｙ阻
１．０
　
　
強。強。
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し
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混軽
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暗
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Ｙ
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A                        A' 7206m

Pit59

1 10YR3/3暗 褐 径航u大の礫混。しまり強。
Plt60

1 10Y昭 /3暗褐 径54m大の礫混。しまり強。

Pit61

幸止
◎

止
A          A' 7205m

才

PIt61

1 10YR3/3暗 褐 やや砂質。礫含まず。

第20図  ビッ ト①
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Pit63・ 64

A'7206m

PIt63・ 64
1 10YR3/3暗 褐 径5mm大の礫混。しまり強。PIt63覆土。

2 10YR3/3暗 褐 径5mal大 の礫混。しまり強。PIt64覆土。

3 地山。

Pit65・ 66

Pit69

1 10YR2/3黒 褐 やや粘質。

径5alll大 の礫、径3cm大 の港岩混。

PIt72

1 10YR2/3黒 褐 砂質上。しまりやや弱。

径05～ lcH大の礫少含。

Pit75

1 10YR3/3暗 褐 砂質土。

径05～3cm大の礫少含。

第21図  ピット②
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映/
A'

A' 7206m

Pit67

1 10YR3/3暗 褐 径5ml大 の礫混。しまり強。

ｍ灯一獅

PIt65 66

1 10YR3/3暗 褐 径5H n大の礫混。しまり強。Pit65覆上。

2 10YR3/3暗 褐 径51dm大の礫混。しまり強。PIt66覆土。

3 地山。

膊一　　　Ａ一　
　
　
Ａ一

Ｐ

PIt68

1 10YR3/3暗 褐 砂質上。サビ含。径5m l大の礫少混。

Pit71

A

A

PIt71

1 10YR3/4暗 褐 径05～3cm大の礫混。しまり強。

A           A' 7205m

▼

PIt74

1 10YR2/2黒褐

Pit70。 32
Pit70            Pit8互

A A'

7206m

PIt70・ 82
1 10YR3/4暗褐 径05～3cm大の礫混。砂粒多含。しまり強。PIt70覆上。

2 10YR3/8暗褐 砂質土。粒子細かい。しまり強。PltB2覆上。
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PIt73

1 10YR3/8暗 褐 御 5～ lcm大の礫多混。しまり強。

Pit76

P■ 76

1 10YR3/3暗 褐 砂質土。径0 5cm大の礫少含。

2 10Y貯 3暗褐 砂層。しまり強。
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Pit77・ 78

PIt77 78

1 10Y貯 3嗜褐 砂質土。御Э5cm大め礫多混。PIV7覆土。
2 10YR2/3黒 褐 炭化粒多含。径05～3cn大の礫混。PItη 覆上。
3 10YR3/3暗 褐 砂質土。径05～2cm大の礫少混。しまり強。炭化粒含。PI,78覆土。
4 10Y虚 73黒褐 砂質土。径0 5cm大の礫少混。地山。

Pit80

B B' 720 6m    C

P■ 79

1 10YR2/2黒 褐 やや粘質。径05～2cn大の礫混。
PIt80

1 10YR3/3暗 褐 やや粘質。径0 5cm大 の礫少混。

Pit84・ 85

Ｌ
く
¶
ヽ
σ．

Pit79・ 80・ 81

1 10YR2/2黒 褐 径08cm大 の礫含。やや粘質。P■ 80覆土。
2 ЮYR3/4暗褐 砂質土。しまりやや弱。径0 5cm大の礫混。PIt81覆 土。

Pit83

A' 7205m
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C' 7206m

上 上坪

贈９A A'

望生 7208m

1 10YR3/3暗 褐 PIt84覆土。
2 10YR3/4暗 褐 砂礫層。径4cn大の礫少含。砂粒粗。しまり強。P■ 85覆土。
3 地山。
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PIt86

1 10YR3/4暗 褐 径0 5cm大 の礫混。砂粒粗。

Pit87

A                A'
7240m

PIt87

1 10YR3/4暗 褐 径0 5cm大 の礫混。砂粒粗。

Pit85

卜③

0       (1120)      lm



不明遺構

SXl【第23図 /第38図/図版13・ 22】

C区南側、基10層で確認した。加曽利 E4式の上器 〔202〕 とその周辺に同団体と推定する細かい土器片

が散在していた。性格については不明であるが、調査時の観察で剥離した破片が周囲に散在していたことか

ら、河川による流れ込みとは異なり、その場所で何らかの目的で使われたものである可能性が窺えた。

出土した土器は口縁から胴部までの破片であり、口径では1/4ほ どの大きさであった。内側を上向きにし

て置かれ、戊化物等は目立たないものの、土器自体も被熱により剥離した痕跡がみられた。

調査範囲内では同型式の上器は相対的に少なく、同一個体と推定するB区〔205〕 、遺構外〔325〕 以外に目立っ

た出土はなく、すべて加曽利 E4式に比定するものであつた。

SX2【第23図 /第38図/図版14・ 22】

C区北側において、ほぼ完形に近い土器が埋もれていた土坑状の掘り込みをSX3内で検出した。

この上器については、加曽利 E式系の有溝小把手土器に類するもので、複節縄文を施文したU字状の縄

文帯と、渦巻状のモチーフがみられる。平成19年度の調査では、土器内に磨製石斧と黒曜石を入れて埋納し

たデポ遺構が検出されており、検出した段階にこれに類似する遺構の可能性を考慮して、SX2と した。

土器上面は基11層の砂粒に覆われており、非常に硬く締まった土層の下で確認した。土器周辺は長径 64cm、

短径48cmほ どの不整形の窪地となっていた。しかし流水の影響を受けており、人為的に掘られたものである

か、はっきりしなかった。また土器周辺では流水による南側から北側への砂粒の動きがみられ、土器内部か

らの出土物もなく、砂粒が充填していたのみであつた (図版14-2・ 6)。

これらの状況から、土器がこの場所で使用されたものなのかは明確ではないが、最終的には自然埋没した

ものと推定した。なお、土器内の堆積土 (砂)は取上げて計量し、フローテーシヨンを試みたが特に内容物

は確認できなかった。その他、周辺からは土製円盤 〔207〕 (SX3)が出上している。

SX3【第24。 25図 /第38～42図/図版14・ 15・ 22～ 26】

C区北側で確認した。旧流路による堆積の一部と思われ、砂層部分より遺物が多量に出土した。住居跡・

水場・土器捨て場なとを想定し、人為的な痕跡の有無について注視しながら調査した。

上層観察では、SX3と した覆土は基15層の上に堆積した砂質上で、主に曽利 V式期を包含する層であつた。

上杉氏のご教示により、基12層が SX3部分では途切れ、部分的な堆積となっている状況を確認した。また

同層が途切れている部分から遺物が多数出土する傾向があり、SX2も この一部にあたることから、水流に

よる影響を受けた堆積であると推定した。

その他、上層の基11層の砂質土や礫層が入り込んでいる状況から、雪代などの上石流が覆い被っているこ

とが推定された。同層については、遺物を含む砂質土に切り込まれている状況もみられ、不安定な土壌であつ

たと考えられる。また、B区旧河道等の河川堆積と異なり、一定のレベルから遺物がまとまって出土してお

り、土器の断面が比較的摩耗していない遺物が出土している。但し、微量ではあったが、検出された礫は富

士山系の石質だけではなく、大沢川によって運ばれた丹沢山地系の緑色凝灰岩～頁岩と推定する石も含まれ

ていた。その他、周辺地域にはないチャート (図版157)な ども検出した。遺物の分布では層序的なまとま

りはみられたが、平面的には不明瞭で人為的な痕跡がみられなかったことから、水場や土器捨て場に近い性

格と推定した。但し、遺物の接合関係はあまりなく、大半は小片なものが多くみられた。出土遺物は、曽利

V式期を中心とする土器片 〔207～305〕 などが多数出土した。

SX4【第23図 /― /―】

C区南端で確認した。炭化物を含み、不整形で縦 70cm、 横 53cm深 さ8 cmを 測った。人為的な痕跡はみられず、

窪地に上面のスコリア層が堆積しており、木根跡等の可能性が窺えた。
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SXl

SX2

A

69  υ

◇ ⑤

A

砂質上。径05～lcm大のスコリア混。
砂質土。互層。スコリアほとスッど含まず。

砂質土。互層。スコリア少混。

径lcln大 のスコリア多混。

砂粒多含。7層との混層。
スコリア微含。砂質土。

径03～0 5cm大 のスコリア多混。

径05～0 8cm大 のスコリア混。砂質上。

砂層。粒子細かい。上器内堆積砂。

A'

第23図  SXl・ 2・ 4

A

SX4
1 10YR4/6褐  径0 5cnl大 のスコリア混。炭化物含。
2 10YR2/1黒  径lcm大のスコリア混。

9       (1:20)      lm
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SX2
1 10YК /4暗褐
2 10Y詑/3黒褐
3 10YR2/3黒 褐
4 名5YR3/3暗褐
5 10YR3/4暗 褐
6 10YR3/3暗 褐
7 10YR3/3暗 褐

8 10YR2/3黒 褐
9 10YR2/2黒 褐
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∞
|

SX4
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SX3

245、、ど

輔

× 錦
×

''1)51々

子

7215m

匠三三コ 砂礫・スコリア層

7200m

近代瀞

C区東壁
(4a〉 10YR3/1黒 褐 径1～4mn大のスコリア混。縄文晩期層。
(4b〉 10YR3/1黒 褐 大室スコリアの上部堆積層。
(5)10YR2/1黒  粘質。下部の大室スコリア混。
(6〉 10YR3ん 暗褐 忍野スコリア層。角張つた大粒で、径05～ lcn大。
(7)10YR2/2黒褐 径05～0 8cm大 のスコリア混。丸粒多。
(8)10YR3浴 暗褐 火砕サーラ准定層。炭化粒合。粒子細かい。しまり極強。

(8〉 砂層 しまり強。径2～3cm大のスコリア混。九粒多。
10YR3/2黒 褐 径lcm大 のスコリア混。スコリアは上層に少混、下層に多混。

10YR3/4暗 褐 径05～03cm大 のスコリア混。スコリア粒やや丸。炭化粒含。

10YR3/3暗 褐 火砕サージ推定層。焼土 炭化粒含。スコリア九粒混。

10YR3/3暗 褐 1～2 5cm大のスコリア混。大粒。炭化物多含。

10YR2/1黒 +10YR3/3暗褐 径05～08cm大 の黒色スコリア、径01～ 0 3cm大 の黄褐色スコリア混。

(18)■ OYR2/1黒 御Э5cm大のスコリア混。粘質土少含。炭化粒含。 (15")やや黒色味強。

砂粒と径0 2cm大 のスコリアが互層堆積。
径02～0 8cm大 のスコリア多混。部分的に砂粒砂層と互層堆積。

7200m

SX3対応層

1 10YR3/2黒 褐

2 101どR3/2黒褐

③
①
⑫
①
ω m

第24図  SX3①
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(16)10Y踏 /1黒褐 炭化粒多含。



B'7206m

―-7200m

B'7206m

一-7200m

B'7206m

一-7200m

B'7206m

―-7200m

Ctt E E'

黄褐色砂礫層 径0 5cm大 の礫混。(11)
黄褐色砂層 径0 5cr大 のスコリア混。(11〉

砂礫層 径2～ 3m大のスコリア多混。(11〉

砂礫層 互層。砂粒粗い。径05～ lcm大のスコリア多含。(11)
10YR3/3暗 褐 径5～8cm大 の礫混。(11)
10YR3/2黒 褐 砂礫層。径0 5cm大 の礫混。(11)
10YR3/3暗 褐 砂層。スコリア少混。(11〉

10YR3/3暗 褐 粒子細かい。スコリア微混。SX3堆積土。
10YRン3暗褐 粒子細かい。(12)
10YR2/3黒 褐 径05～ 0 8cm大 のスコリア多混。やや粘質のある土含。(15〉

暗褐色スコリア層 スコリア粗い。(15〉

10YR3/3暗 褐 スコリア多含。(15)
10YR3/4暗 褐 3層類似。やや黄色味強。(15)
10YR3/3暗 褐 やや粘質。スコリア多混。(15〉

Ctt BB'C― C'

1 10YR4/3にぶい黄褐 砂粒 スコリア層。基本層序15層。

イ スコリア粒含。

SX3

I"スコリア粒微含。黄色粒少含。

I"'スコリア、5～8cm大 の礫混。砂礫層。

1 10YR3/4暗 褐 砂質土。サビ含。粒子細かい。スコリア粒少含。

r スコリア粒多含。炭化粒少含。

2 10YR3洛 暗褐 砂質土。スコリアほとんど含まず。サビ微含。SX3堆積土。

2' 炭化粒少含。SX3堆積土。

3 10YR3/3暗 褐 2層類似。やや黄色味強。SX3堆積土。g:1との混土。よ 2と の混土。

4 10YR2/3黒 褐 径2～ 3cm大の礫混。

5 10YR2/2黒 褐 砂層互層。赤色スコリア(径05～2cm大)少混。(15)

6 10YRン 3黒褐 砂礫層。径0 5cm大 の礫混。(15〉

専麟飴纏顧露祭慾ず
か
■|!ミ

Iケ Il子ミ影:罐娼a悪摺手灌‰ 混。ψれl層混。    |｀
13砂層 径5cm大の礫混。粒子やや粗。

14砂層 互層。砂粒細かい。径1～ 2山大のスコリア混。         217
1510Y彪 /3黒褐 砂質土。5mm大スコリア多含。(15〉

16 10YR3/3暗 褐 砂質土。5mm大スコリア多含。遺物包含。

17砂礫層 径5mm大 のスコリア多含。若干互層になっている部分がみられた。

18 10YR3/3暗 褐 砂粒少含。砂質土。(10層 下層 )

257 251 256
279

2'「
(

C'7206m Ｅ
一

C'7206m

Ctt D―D
10YR4/4褐  5～8cm大の礫混。砂礫層。(11)
砂礫層 互層。グ■層との混層。(11〉

砂礫層 互層。径5の大の礫混。溶岩砂利層。J:径0 5cm大 のスコリア多含。互層。
砂礫層 径05～3cm大のスコリア多含。
砂礫層 径5cIT大の礫混。
砂礫層 径05～ lcrj大 のスコリア含。スコリアがやや玉状(角がとれている)。

10YRン3暗褐 10類似。スコリア含。(11〉

75YR3/3暗褐 径lcm大のスコリア多混。(11〉

10YR3//3暗褐 褐色粒子、サビ、スコリア含。げ:砂 粒 炭化粒少含。SX3堆積土。

10 10YR3/3暗 褐 褐色粒子、サビ含。径05～ lcm大のスコリア多含。(11)

11 10YR3/4暗 褐 砂質土。スコリア微混。(11〉

13砂礫層 径4cm大の礫混。(11〉

14 10YR3//4暗 褐 砂質土。スコリア含まず。(11〉
15 10YR3/8暗 褐 径05cr大 のスコリア混。褐色粒少混。(11)
16 10YR3/3暗 褐 径0 5cn大 のスコリア多混。褐色粒多混。(11〉 。

7206m17 10YR3/8暗 褐 砂質土。スコリア含まず。(ll〉
18 10YR2/2黒 褐 砂質土。互層。スコリア少混。(11〉

】I髭信色灸こ写層正冨?釣
層との間に黄褐色スコ,ア層QD。   ∵|

7200m21スコリア層 (15〉。
22 10YR2/2黒 褐 径0 5cm大 のスコリア多混。(15)。

23 10YR3/3暗 褐 スコリア含。(15〉 。

19砂礫層 径0 5cm大 のスコリア多含。やや粘質。径15～ 20cm大の礫混。1げ:互層。
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縄文時代の出土遺物について

今回の調査で出上 した同時代の遺物は、一個体の重さの違いはあるものの、出上 した遺物の重量比では全

体の7980/O、 取上点数でも61.60/Oと 最 も多かった。主に縄文時代中期後半にあたる曽利工～V期段階までの

遺物が出土 し、僅かであったが縄文時代後期の遺物 〔327～ 329〕 が出土 している。

曽利式上器の時期については、今福利恵氏の編年 (今福 2011)を 参照して分類を試みた。なお、今福氏は、

甲府盆地及びその周辺を中心として隆帯による施文技法の変化から編年を再検討し (第 50図 )、 曽利Ⅱ式・

Ⅳ式についてはそれぞれ古段階と新段階、曽利V式については古段階 。中段階 。新段階と細分されている。

今回出上した遺物の大半が破片資料であったことや、筆者の浅学のため詳細な位置づけが不十分なところも

あり、この点についてはご叱正を頂戴し、今後の検討のなかで修正していくことにしたい。また、第 26図

で示したように、本調査区では厚 く堆積した火山灰により、時期ごとに遺物の出土レベルが異なる状況が認

めらた。縄文時代についても、火山灰層によって、土器型式を一定の時間枠のなかで位置づけられる可能性

がある。詳細は総括で述べることにし、ここでは編年ごとに文様等の特徴に触れておくことにする。

曽利Ⅱ式段階

曽利正式の遺物としては、基15層下で検出したSK2出上の遺物の他、掘削時の混入と思われるS15の 〔145〕

や SKlの 〔163〕 、遺構外からはC区北側のサブトレで検出した 〔314〕 などがある。主な文様としては、半

裁竹管による条線を地文とし、粘土組の貼付による頸部文様帯および胴部懸垂文としての隆線や波状隆線、

胴部に3本の隆線からなる隆帯で施文した」字状もしくは渦巻状のモチーフなどがみられた。なお、SK2出

上の 〔166・ 167〕 イよ、口縁部は無文で頸部に 〔167〕 イよ2段、〔166〕 は 1段の波状隆線があり、後者には隆

線による渦巻文と、2本の隆線による波状懸垂文を施している。また、 2本単位もしくは縁取り状に施文し

た隆線が 〔163・ 168〕 などにみられる。同時期には蕨手状に廷びるモチーフなどが知られるが、〔163〕 では

胴部の最大径となる高さの位置に懸垂文から横方向に延び、上方向へ鋭角に曲げられている。また、〔163〕

は口縁部に斜行条線が施され、頸部にある 1段の隆線と胴部の2本の懸垂文には半裁竹管による刻みがある。

〔145'314〕 についても懸垂文上に半裁竹管による押引を施しており、曽利 I期段階の要素がみられること

から、他よりも古手の様相にあたるものと比定した。

曽利Ⅳ式段階

調査区全体の出土量からは少ないが、S15内 に堆積した基15層直下から 〔138～ 144〕 、SX3か ら綾杉状の

条線と蛇行沈線がみられる 〔208～ 211、 214～224〕 が出上した。S15の 遺物は胴部破片のみで、地文の縦位

条線上に沈線による2本単位の懸垂文と波状沈線文を施しており曽利Ⅳ式古段階に比定した。SX3出 上の

特徴的なものでは、日縁部内側が受け口状を呈しているもの 〔209〕 、時期は明確ではないが、長くやや深め

に施文した櫛描条線があるもの 〔216。 217〕 などが出上した。

曽利V式段階

SX3出土資料をはじめ、縄文時代の出土遺物の大半がこの段階に位置付けられたが、小片が多 く時期の

比定が難しいところもあった。しかし前述のとおり、同一層からの出土であるため、一定の時間枠のなかに

位置づけられる点では良好な資料といえる。なお、比較的器形が判別できる資料もあり、バラエテイに富ん

だ文様構成をみることができた。

出土資料の特徴としては、隆帯による区画の有無で文様の施文に違いをもつ点などがあげられる。まず、

この段階の特徴的な遺物として、隆帯によるつなぎ弧文に2本単位で縦位区画する 〔225〕 、口縁部文様帯を

省略して縦位の低隆帯を施す 〔226〕 があげられる。これらは隆帯とともに、隆帯脇を幅広の沈線が沿って

縦コ字状の区画を持つ。区画内には櫛描条線を充填するが、〔225〕 については回縁部の文様から前段階の要

素が残り、〔212・ 213〕 についても若干肥厚帯口縁部のモチーフを残 しているものと思われる。

隆帯の有無からみると、隆帯をもつものでは 1本 もしくは2本の隆帯によって渦巻文 〔146〕 や窓枠区画

〔241〕 、縦位、H字状・U字状の隆帯 〔228～230。 247・ 256～269。 271・ 272〕 がある。いずれも隆帯脇を指
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ナデによる幅広の沈線が沿っている。SK4出上の遺物 〔181〕 については、口縁部は無文で肩部の把手を繁

ぐ窓枠状の隆帯、およびその脇に沿う幅広の沈線により横位の楕円形 もしくは方形の区画がめぐっており、

把手の下から延びる2本の隆帯によって縦位の区画をなしている。区画内は櫛歯刺突、櫛描条線、ハの字文

などを充填 している。なお、曽利Ⅳ・V式段階ともに口縁部の隆帯が省略されて横位沈線および沈線区画と

なるもの 〔147・ 148。 208～211・ 231・ 235～ 238・ 247。 249〕 が出土 した。

その他、特徴的な遺物としては、台付土器 〔190。 201〕 、波状口縁で沈線による渦巻文・区画文・ハの字

文を施すもの 〔242・ 243〕 、地文は無文で2本の沈線による弧線文がめぐるもの 〔253・ 254〕 などが出土し

ている。

加曽利 E式

出土量的は少ないが、曽利V式段階の遺物とともに出上している。SXl、 SX2と した土器出土地点では、

ともに加曽利式土器が出土した。SXlの 〔202～ 205〕 はキヤリパー形の深鉢で加曽利 E4式 に比定する。今

回の出土遺物のなかでも法量が最も大きい土器であり、また確認した縄文時代中期末の層位では最も高い位

置から出土した。縄文地文で口縁下に横位で 1本、胴部に逆 U字状に2本の山形の低隆帯を施し、その間

を磨り消しを施している。SX2の 〔206〕 については、加曽利 E式系の有溝小把手土器に類するもので、複

節縄文を施文したU字状の縄文帯と、渦巻状のモチーフを施している。

このほか、地文に縄文を用いた遺物は、〔274～ 284・ 324・ 325〕 などがある。なお加曽利式の特徴以外に、

縄文を施しているが、2本の隆線や波状隆線のある 〔324〕 や、櫛歯刺突とともに隆帯状に縄文を施す 〔326〕

など、曽利式などの影響がみられる遺物が出土している。

縄文時代後期

ごくわずかだが、磨り消し縄文が施された称名寺式の土器片 〔327～ 329〕 が出上している。基 8層 内の砂

礫層からの出上で、土石流等により混入したものと思われる。

(4)その他の遺構

旧河道 【第 7・ 8図 /第30図 /図版 4～ 6】

今回の調査区では、各調査区において流路の痕跡を確認した。今日では小佐野川と大沢川の合流′点は護岸

工事によって固定されているが、檜丸尾第 1溶岩流の流出をはじめ、降灰や洪水の影響を受けて時代によっ

て流路が移り変わってきたことが堆積状況から窺えた。前述のとおり、堆積状況の観察から調査区内におい

ては少なくとも3段階の流路変遷が窺え、平安時代の河床面を確認することができた。流路の方向や範囲に

ついては明確ではなかったが、堆積状況の観察から流路の変遷推定図を第 7図中に示した。

遺物の出土状況については、既に各時代ごとに述べたが、旧河道では弥生時代、平安時代の遺物が多数混

在 した。中でも平安期の遺物は、B区内取上点数の約 600/Oを 占め、主に10世紀段階の遺物の混在が多く認

められた。また、中世陶器片の 〔46〕 等の出土から、流路が最終的に埋没した年代は12世紀以降と推定され

る。なお、弥生期の河床面は平安期の流れで削平されて不明瞭であったが、縄文期にはさらに西側を北～北

西方向に流れていたものと推定した。

C区近代溝 【第28図 /― /図版 8】

C区北側に均等間隔で掘削された複数条の溝を検出した。 1本の幅は約30cm程度で、確認面からの深さは

約20cmを 測つた。溝内からはいくつか土器片が出上したが、いずれも耕作土中の混在と判断した。おそらく

は機械を用いて直線的にほぼ一定の深さで掘られたもので、かつての耕作面からは30cm程の深さあつたと推

定される。稲作では、排水や土中の有毒ガスの除去を促す目的で行う溝切り (溝堀 り)と いった作業がある

が、検出した溝ほど深い掘削は行わないという。同地点は以前より水田利用されてきた場所のため該当しな

いが、富士北麓の高冷な気候は稲作に向かず、水掛麦や水掛菜といった富士山の伏流水を利用する独自の栽

培が行われた地域である。この遺構の性格は不明であるが、火山灰土で非常に水はけの良い土地のため、水

田耕作に伴って何らかの土地改良をした痕跡と考えておく。
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表7 出土遺物観察表 (土器・陶磁器類)

怪́ J
29A区 |

291 A区 |

引

司

縄文

縄文

縄文

深鉢

深鉢

浜鉢

課諄‖
―

一―一引
曽利Ⅳ段 階  |

口縁
 |

壁J
BFl l

ナデ/ナ ニ沈繰/一

ナデ/ナ デ/―

ナデ/隆帯条線ノー

暗褐/黒 褐

にがい赤 栂/褐 灰 ～

1旨 赤褐

密 FH 務 黒色粒子 角
石

密 自 IB 黒色粒子 角
石

奮 白 黒色粒子

一
良

良

貫

16
Ｐ
一‐２，町―

剰
|

A区 縄 文 深鉢 曽利Ⅳ段R 開 ナデ/一 本低隆荷/― にぶい黄 やや粗 白 黒色粒子 ミ

A区 艇 文 曽利 V段階 明 ナデ/枷 歯条線/一 にぶい赤褐 密 白 黒色粒子 雲母 度

A区 6 組 文 深 鉢 曽利 V段階
ナデノ沈線によ

黄褐/黒褐 密 雲母 褐 黒 白色粒子 ミ 外面スス

291 A区 縄 文 深 鉢 曽利 V段階 ナデ/ハ の字文 隆村 沈繰/― にぶい責褐 密 単 自色粒子 罠 16317

291 A区 8 縄 文 深 鉢 曽不JV段階 臓 ナデ/ハ の字 文/― ぶい貫椅/黒褐 密 黒 白 褐色粒子 ミ 6

A区 縄 文 深 鉢 曽琴lV段階 隔 ナデ/ナ デ無支/― 黒 褐 やや粗 白 黒色粒子 度 9

A区 縄 文 深鉢か 曽琴

'V段
階 旧 ナデ/ナ デ/ 必 黒 由色雅子

A区 縄 文 尊刑 V段階 旧 ナデ/縄文沈練ナデ/
凋黄褐 /褐灰 ～にお

密 黒 白色粒子 罠

A区 土師 発 平安 コ縁 ナデ/ナ デケズリ/
=が

い赤褐 筆 白 黒色粒子 笠子分析試料

A区 13 上師 羽 釜 平安 鍔 ケズリ/ナ デ/― にぶい赤褐 密 白 黒 褐色粒子 良

A区 郭 平安 回転ナデ/― /回 転糸切 り
橙 ～にぶ い黄慢 /に

がい黄褐
密 褐色粒子 盛

A区 平安 莞 平安 口縁 黒 褐 密 白 黒色粒子 良 上中 A区 砂礫

A区 近 世 標 鉢 近世 近代 商目回転ナデ/回転ナデ/― 赤褐/に がい赤褐 良 上中 AttS D l

B区
旧河迪

縄文か 深 鉢 曽琴!jV段階 口縁 ナデ/隆廿 ナデ/― こぶい褐～灰褐 やや祖 白 黒色粒子 農 彗耗 している

B区
旧河適

饂文カ 深 鉢 曽利 V段階 回縁 三ぶい赤褐 修,自  黒 赤色粒子 度

B区
IRttIF

19 組 文 深鉢 曽碁JV段階 ナデ/ハ の字文 沈線/― 肇 自 黒色粒子 度

鉤

一
∽

B区
縄 文 深鉢 曽不IV段階 ナデ/ハ の字文 沈線/一

が

褐
貰橙～黒褐
にぶい縛

密 白 黒色粒子 ミ B区

阿 遭
|

縄 文 深 鉢 営利 V段階 ナア/組文沈線/― 鳥/黒褐～褐 密 自色粒子

B区
旧,HT道

弥 生 斑壺 ナデ/条戻文/ 引赤褐/tiが い赤褐 やや祖 白 灰色粒子雲母 良

B区
十日河遭

弥 生 ylI生 ナデ/条 痰文/ におい褐/褐 密 白 黒色粒子 良

B区
旧河道

殊 生 涎豆 弥生 ナデ/粂」t文/ 旨褐/黒褐 密 自 黒色粒子 ミ

"
B区

旧,可道
蛛 生 露 弥 生 ナア/条痕文/

こぶい赤褐/に ぶセ
密 白・黒色粒子 度

B区
旧河道

弥 生 琵壷 弥生 腕 ナデ/条痕文/ 阜褐/に ホい赤褐 密 白 黒 褐色粒子 良 311

B区
旧河道

弥 生 1泳生 Fll ナデ/縦方向の羽状条痕/ 景/灰費褐～黒縛 を自色粒子雲母 度

B区
旧河道

28 弥 生
発 ミニチェア

頚 ナデ/刻 み条夷文/― 具褐 密 白・ 黒色粒子 度 口縁 三方向からの刻み

B区
I日 ,可置 弥 生 旅生 胴

ナ デ/竹雷 髯 向 に よる懐 走 羽状 泥 線 文′
四赤褐 密 黒 由色粒子

B区
30 弥 4 ナテ/機粂爽文縦条痕文 丸子式/― 彗褐 黒 赤色粒子 丸子式

曜醜
弥生 箆壼 弥生

こぶ い赤褐/暗 褐 ^
密 白 単色粒子 良 B区 カ ワ 卜面 ス ス付着 種子痕 あ り

宣子分析試料KNM∞
B区

旧河道
弥生 弥 生 ナデ/ナ デ横方向調整/― 目 密 白 黒色粒子 真

all
B区

旧河遭
弥 生 深鉢 弥 生 ナデ/条痕文/―

疋黄褐/に ぶい黄紀
密 白 黒色粒子 鹿 摩耗 しているこ茨被熟か

B区
旧,可道

34 弥 生 深鉢 弥 生 ナデ/条 痕文/― 婁褐/黄灰 密 白 累色粒子 良 26 整耗している

B区
旧,可道

須 恵 翼 古 代 ナデ/爾描波状文 ナデ/― 質灰 密 自色粒子 rL

B区
36 須 恵 琵 古 代 胴 ナデ/タ タキ/ 黒褐 密 白色粒子 農 B区 カワ 37 可面摩耗 している

B区
須 恵 霊 古 代 胴 ナデ/ナ デ/― 貢灰/に がい責褐 密 白色粒子 チヤー ト 度

B区
旧I可道

38 須 蒸 イ 占代 口縁 回転ナデ/回 転ナデ/ 庶/昔灰 密 白色粒子 農

B区
旧lHT道

椰
器

人
殉 壺 平安 同 回転ナデ/回 転ナデ釉/―

賣灰 釉 :灰 オリ
ア 密 白 黒色粒子 ミ B区 カワ

311
B区

旧河道

釉
器

灰
胸 平安 回転ナデ/回 転ナア釉/― 庶 釉 :暗オリープ 密 自 黒色粒子 FL

B区
旧河道

釉
器

灰
陶 平安 同 回転ナア/回 転ナデ釉/― 釉 :灰 オリーブ 密 白 黒色粒子 良 B区 カワ

B区
旧,可増

釉
器

灰
陶

/1ヽ 壺 か 平安 回転ナデ釉/回 転ナデ釉/回 転糸切り 密 自色粒子 良 B区

B区
43

釉
製

灰
南 碗 平安 塘 回転ナデ釉/1nI転 ナデ釉/ 黄灰 釉 :灰白 密 白色粒子 良 B区

B区 刹
器

仄
陶 壷 平安 同 回転ナデ/回 転ナえ 回転ヘラケズリ/― 黄灰 腎 白色粒子 ミ

30
十日河道

細
器

仄
陶 壺 平安 回転ナデ/回 転ナデ鶏/― 貢灰/暗灰責 密 白 黒色粒子 良 B区

B区
十日河遺

向器 霊 平安 服コ震 にfキヤ窄摺二▼岳春
縁

密 白 黒色粒子 農

B区
旧河遭

土 師 安 睡 陸世管 密 白 黒色粒子 R 156

30
1日

48 土師 平安 口縁 回転ナア/回 転ナえ ハケメ/―
1掲

密 自 黒色粒子 雲録 良

∞

一
帥

一
３０

亜
爾

■師 (こか) 平安 口I転 ナデ/回 転ナア/―
1積

密 白 果色粒子 雲母 農

旧河道
roll 土師 平安 底 回転ナデ/ケ ズリ/線刻 1橙/明赤褐 奮 自 黒色粒子 R

旧河遭
土師 平安 1口縁

1橙
～灰掲 密 白 黒色粒子 良 表面剥離 被熟

B区
I日 ,可道

平安 口縁 回転ナデ/回 転ナデ/―
1明 赤褐 密 赤色粒子 H 燈火痕

B区
1日 河遭

■1師 平安
―
口縁 回転ナデ/回 転ナデ/― 1橙 密 赤色粒子 良 B区 カ ワ

,日 ,Ff道
土師 平安 胴コミ ナデ/手持ちヘラケズリ/― 密 赤色粒子 R

B区
旧河道

土師 平安 1底 回転ナデ/回 転ナア/回 転系切 り 密 赤 白色粒子 良

B区
日河遭

土師 平安 底 回転ナデ/回 転ナデ/回 転糸切り 密 赤 黒 白色粒子
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図 1地点 鰯
睫
一　Ｖ

種 舟」 器 種  I 時 期  1制 立

高台不    1平 安     1底

肉 面 /外 面 /底 部

ナデ/回 転ナデ/回転ナニ 回転糸切 り

色 調  内 /外 1   離  ■ 1 拶浙虎 注記

160

衰評1     備を
ro4 1黒 色土器

B区
旧河遭

黒4B/橙 密 白 黒 赤色粒子

土師 口緑 ケメ/ナ デハケメ/― にがい赤褐 密 白 黒粒子 雲母 良

土師 にぶい赤褐 密 自 畢 赤色粒子雲母 羽
~~

ω 平安 ケヽメ/ナ デハケメ 黒 褐 密 白 赤 黒色粒子雲母 良

陶器 安 密 自色粒子黒色粒子 口縁 (鍔部分)打ち欠きカ

霊 弘 生 鵡
えミガキ/類状突起をもつ日外帯泥線4

ミオキ/―
ぶい責橙

密 自 赤 黒色粒子小礫
雲母

“

弥 生 弥 生 縁能新浸轟全すラp棚帳
灰/減芸

やや密 白 黒色粒子雲母
Jヽ際

9 弥生 盤 泳生 口縁 デ/山 形小突起 ナえ浮線文/― ぶい責獲
やや粗  自 単 赤色粒子

ミ 84

弥生 甕 弥 生 口縁 ナ】ミガキ/ロ ケト待沈線文ミガキ/― 灰黄褐

の割一
黒色粒子小礫

お

弥 生 霊 弥 生 醍 ガ■/ミ ガキ横位沈線4条 /― がい赤禍 密 白色粒子 雲母 黒色粒子 良 88S12カ クラ 重子分析試料KNM01

孫生 浅鉢 ふ生 口縁 デ ミガキ/泥緑2条 ミガキ/― がい橙～灰掲 密 白 黒色粒子 雲母 良 お

弘生 憂 胴
謙 s舟 挙

状IFlこ よる練 文

引

にぶい赤 褐/灰 褐
望
¨

密 自 黒 赤色粒子雲母 良
9296

弥 生 甍 弥 生 デ/ナ デ沈線文/― にぶい橙～明褐
密
小礫

黒 赤色粒子雲母
良

弥生 霊,歳か 弥生
ナア/沈線文ナア形該化した平行浮線
支/―

灰 白 やや粗 白 黒色粒子 雲母 良 C区 中央

31 S12 弥生 菱 弥 生 「萌 ナテ ミガキ/ナ デヘラケズリか/― にがい掲/灰樹
やや粗 白 赤 黒色粒子

良

弥生 雫鉢か箋 赤 生 聴
ナア ミガキ/11形小突起 ナデ 条痕文′

にがい橙
藍 自色粒子多 単色狂子
卜礫 雲母

良

31 弥生 魅 肩 ナデ/ナ デ条痕文 刺突文/― 灰黄褐/に パい黄橙
璧 自 黒 赤色ry子 ,雲母

良

弥 生 ＼ラ状工具によるナデ/ナ デ/― 協
I. 白色粒子多 黒 赤色粒
子 雲母

弥 と 醒
ナデ ミガキ/山 形小突起 ナデ ミガキ′

疋黄褐～黒褐 密 自 黒色粒子雲母 良

弥 生 1日 ～底 ナデ ミガキ/ナ ニ ミガキ/ナ オ縦刻/― 二がい黄褐 密 白 黒 赤色I・
f子 雲] R 87 83

31 弥生 醍
デ/日外帝風の長円形の刻み 条痕文/ い

掲
ぶ
責

に
灰

／
褐

褐
果

密 白色粒子多黒
子雲母

赤色湘 R

密 弥生 轟 明 ヘラ状工具によるナデ/条痕文/一 にぶい褐
やや奮  白色粒子多 黒 坊
色粒子 雲母

ミ 57225233 ll面黒変

31 S12 弥生 発 弥生 口縁
ナデ 指頭痕/日外待風の長円形の刻み
粂痕文/

灰褐～黒褐 密 白色粒子蜜母 良 スス付着

S紅 2 80 弥生 発 弥生 EIn ナデ/日 外帯風 の長円形の刻み ナデ

(繊維束を利用 したI具か)/ 明黄褐/にぶい黄褐
やや粗  自色ri子多 黒 功
色粒子 雲母 小礫

rt スス付着

31 弥生 養 弥 ■ Ella
デ/竹 管状工具による刺突刻み 縦方

向の条痕文/

にぶい黄橙～にぶ ,

黄褐

径 自色粒子多 赤 黒色湘
子 雲母

度

82 弥生 浅鉢 弥 生 朧
デ ミガキ/ケ ズリか 艇文帯 条震

にがい黄褐
密 白 赤 黒色粒子 小礫
雲母

密 白 赤 黒色IV子 小礫
雲母

ミ '3 86

ylt生
i支鉢 株生 EM・

デ ミガキ/ケ ズ リか 無文帝 条痕文/ にぷい黄橙～にぶし

黄褐
農 12カ クラン 82と 同体か

殊 生 i支鉢 師 ナデ ミガキ/条痕文/
パい妄橙～にがい

褐
密 白 黒 赤色粒子 小環 R 91229 88 8283と 同体か

弥 生 琵 Jt生 ナデ/条 痕文/一 にがい褐 密 白 黒色粒子 肇母 罠 外面黒変

86 弥生 箋 弥生 口縁 ナデ ミガキ/条 jlt文 / 協/灰 黄褐 密 自 赤 黒色粒子 良 89 波状日縁か

S12 弥生 露 弥生 ナデ/条 痕文/一
にがい黄褐/に パい

黄掲～灰黄褐
やや粗  白色粒子多 赤 景
色粒子 雲母

良

88 派生 霊 弥 生 ナデ/条 慕文/― 密/皐 禍 密 白 赤 黒色粒子 雲母 良 90

SIワ 弥生 広口壺 弥 生
横方白の条rR文 /半裁竹管による断面
三角形の突希横方向の条痕文/―

にぶい橙 /に ぶい赤
観～黒褐

密 自 黒色粒子 雲母 良
,つ 475694 Xlと 同一か

弥生 広口壺か 弥 生 旧―底 ナデ/条 痕文 ナデ/網代痕
にがい質褐―にが 潔ヽツ

密 白 黒色粒子 筆母 ミ 1975200 ω
19と 同一か

弥生 広口壷 弥 生 日縁
ヘラ状工具によるナデ/半 哉竹管によ
る刻み 尖痣 貶/―

にぶい黄橙/
密 白 黒色粒子 良 董子分析試料

92 弥生 広口壺 弥 生
ナデ/条戻文,断面三角形の突符半裁竹
管による刻み/―

にパい頁橙/

にぶい黄橙
やや理 由 黒色粒子 良

弥生 広口壷 弥 生 ヘラ状工具によるナデ/条痕文ノー
にぷい貢橙/
にがい黄橙

やや組 白 黒 赤色粒子
雲母

度

F/11生 広口霊 弥 生 胴 ナ∴ 条痕文/横方向条痕文/―
貢褐/
にぶい黄褐～褐灰

密 白 黒色粒子雲母 ミ 銹

弥生 妻 弥生 ナア/ナ デ 条痕文/ にぶい黄 密 白色粒子多黒色粒子 ミ 102

弥生 広口蓋 弥生 隔 ナデ 条痕文/条痕文/― 橙/1こ ぶい責橙 密 白 黒色粒 子蟹母 度

弥生 広口霊 弥生 ヘラ状 I其によるナア/条痕文/― にがい黄～資褐 やや粗 白色粒子小礫 雲母 良 92

1翌
弥生 広口壺 弥生 胴 ヘラ】夫工具によるナア/条IR文 /― 黄褐/明 黄褐

やや租 白色粒子多黒 赤
色粒子雲母

度

!32 S12 弥生 養 孫 生 胴 ナ デ ミガキ除 痕文/― 明黄掲
やや組  白色粒子多 黒 赤
色粒子,雲母

ミ 109

100 弥生 整 1弥生 胴 ナデ/条痕文/―
I三ぶい掲/

にパい責橙
やや粗 自色粒子多異 赤
色粒子雲母

弥生 琵 赤生 ナデ/条痕文/― にぶい責橙 密`自  黒色粒子雲母小礫 ミ

弥生 琵 殊生 ナデ 条痕文/条痕文/― にぶい黄稜
密 白 黒色粒子多赤色rt

子雲母
ミ

32 103 弥生 発
1弥

生 ナア/条真文/― 灰資褐/に ぶい褐
やや粗 自色粒子多黒 赤
色粒子,雲母

ミ 9207

104 弥■ 翼
1弥

生 ヘラ状工具によるナデ/条 痕文/― 黒/に がい黄褐
葎 自 黒
雲母

良

32 F4・生 羹 1弥
生 ナデ/条戻文/― 灰黄褐/に ぶい黄橙

奮 白色粒子多.累 赤色粒
子雲母小礫

内外面スス付着

弥4 霊 1弥生 ナデ ミガキ/条戻文ノー 赤褐/tiぶ い費褐 奮 白 黒 赤色池子 雲母 R

弥生 琵
1弥生 ナデ/条 戻文/― にぶい黄褐/黒褐

やや粗 白色粒子多黒色粒
子雲母

ミ 16 131

派鉢 1弥■ ナデ ミガキ/条痕文/― 褐/に ぶい黄褐
やや粗  自色粒子多 黒 赤

良

弥生 深鉢
1弥

生 ナデ ミガキ/条痕 文/―
にぶい黄橙/
にがい責鶴～黒IB 赤色粒子イヽ礫雲母

良 Ⅲ面ス

弥生 箋 1株
生 ヘラ状工具によるナデ/条 痕文/― 灰芸

赤色粒子
蜜母

!良

弥生 密 欧生 ヘラ状工長によるナデ/条 llt文 /― 黄褐/にがい褐
留
子

子多 赤 黒色粒
良 08109

弧生 深鉢 吹■ ナデ ミガキ/縦方向の条痕文/―
褐灰～黒褐/

にがい黄橙～黄褐
やや粗  白 赤 黒色粒子
雲母

良

弥 生 斑 黄褐/に ぶい黄橙
やや粗 自 黒 赤色粒▼
小礫雲母 1 良
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図 期
醜
一　
‐‐４

種 別

泳■

_二廷 |どでと
藁     1弥 生

駈 内 箇 /外 薗 /底 部 胎 土  1焼 成 注記 1需里 鰭考

ヘラ状工具によるナア/条痕文/―
ぷい黄橙/

ぶい黄
密 白色粒子多 黒 赤色壮

良 34     112〕

弥生 弥 生 jIR  Iナ デ/条痕文/― がい黄橙
やや粗  白 赤 黒色粒子

良

弥 生 1弥生 ヘラ状工具によるナデ/条痕文/― にぶい黄褐
密 白色粒子多赤 黒色控
子小礫多雲母

良

弥 生 生 ラ状工具によるナア/条痕文/― ぷい黄/明 黄褐
やや粗 白色粒子多 小礫 雲
母

良

S12 弥 生 ヘ ラ状工具によるナデ/流線文/― 明赤樹
やや粗 白 黒色粒子 lm位
の礫多 要母 白色角粒

弥生 弥 生 ナデ/条痕文/― 澄/に パい赤褐
やや粗  黒色粒子多 白色粒
子 小礫多 雲母

S12 殊生 弥生 ナデ/ナ デ 条痕支/― 黄橙/淡黄
やや租 白 赤 黒色粒子
雲母

良

弥生 弥 生 胴 ナデ指頭痕/条痕文沈線文/― にがい黄橙
ヤや粗  白 赤 黒色粒子

ミ 104

弥 生 弥 生 胴 ナデ/条TR文/― におい費橙/減責橙
やや粗 白 赤 黒色ly子

良

弥生 J41生 掲/灰 黄褐～黒褐
密 白 黒 赤色粒子 雲母

良

弥 生 党鉢 ナデ ミガキ/ナ デ ミガキ/― こぶい責橙
衝  自 単 赤色粒子 簑母
小礫

良 128

S12 弥生 窯鉢 服～底 ナデ/縦方向の条痕文/細代痕 こがい黄褐/黒 密 白 黒色粒子 雲母
範面 スス  種 子分析 試準

S12 弥/4. 養 lE～底 |ナデ/ナ デ/木葉痕 ぷい責橙
やや組 自色粒子多 黒 赤
色粒子 小礫 雲母

勺面炭化物付着

弥生 露 称生 η臓～底 :ぷ い黄橙
やや71a 自色粒子多 赤 黒
色粒子 小礫 雲母

R 村面スス

弘生 死 臆生 B同～底 こぷい黄橙
やや粗 白色粒子多黒 赤
色粒子雲母小礫 慎

129 弥 生 発 弥生 回～男「 編爆辮瀧 を引
にがい赤褐～黒褐
掲～黒

密 白
粒子

黒色粒子 雲母 褐色
良

1341431夕 8
S13カ クランSDl

130 弥 生 露 弥生 阿 ナデ/条痕文/―
協/

にぶい音楊～黒褐 密 自 黒色粒子筆母 良 器

S13 弥生 妻 弥生 阿 ナデ/条痕文 黄褐～黒褐/黒編
やや報  自 黒色荘子 角豚
石

良

34 S13 弥生 琵 弥生 ナデ ミガキ/条痕文/―
こぶい黄褐～黒褐

密 白 鶴 黒色粒子 良
135136138
S13

34 弥生 妻 弥 生 ナデ/条痕文
ぶい貢褐～黒攪′
がい褐

密 自色粒子雲母畢色粒子

弥生 茎 弥 生 ナデ ミオ■/条痕文/―
子褐～黒/

三ぷい黄褐～黒褐
密 白 褐 黒色粒子 142S13 138

34 縄 文 曽利 V段階 ナデ/縄文/―
こぶい赤褐/
こがい褐

密 白 黒色粒子雲, 良

136 須 患 平安か 同 ナデ/ナ ス タタ■/― 暗灰 密 白 褐色粒子 ミ

土師 小壷 平安 同一/A
回転ナデ/回転ナデ指頭痕/回転糸切預
か

橙/橙～黒褐 密 自 黒 赤色粒子 長 業部摩耗

縄 文 曽利 V段 階 胴 ナデ/条線沈線/― がい黄褐～黒褐
やや粗  白色粒子 雲母 黒

痕 43768 148 豆面スス

縄 文 曽利 V段 階 胴 ナデ/条繰 沈線/―
協～黒褐/
にぶい黄褐～黒褐

やや粗 白色粒子雲母黒
褐色粒子

員 66767 Ⅲ面スス

組 文 深鉢 曽不lⅣ段階 胴 ナデ/条線 沈線/
がい褐～黒/

がい赤褐
やや粗 白色粒子雲母黒
褐色粒子

良 半面スス

縄 文 深鉢 曽不lⅣ段階 ナデ/条線 沈線/一 三ぷい褐～黒
やや粗  白色粒子 雲母 鼻

良 742 外面スス

縄 文 深鉢 曽利V段贈 ナデ/条線 沈線ノー
がい黄～黒褐/ やや粗 日色粒子 雲母 黒

褐色粒子
良 557744 153 二次被熟

34 縄 文 深鉢 曽利Ⅳ段酪 ナデ/条線沈線/一 ボい黄造
粗や

子
や
池

自色粒 子 雲 母 黒 色 )02C区

組 文 深鉢 曽利Ⅳ段路 ナデ/条線 洸線/―
ぷい褐～黒/

ぶい褐
密 白 黒色粒子 内面スス

34 S15 縄文 深鉢 曽利 V段路 ナデ/条線 産希 半蔵竹管による抑圧/
黒褐/

貨褐
やや粗  雲母 白 黒 IB色
粒子

良

縄 文 曽利 V段階 ナデ/14命 横方向のハの字文渦巻文/
にぶ い黄 褐 ～灰 責
褐/灰 褐～黒褐

密 白 黒 褐色粒子 雲母 良

縄 文 深鉢 曽利 V段酪 ナデ/ハ の字文沈練ナデ/― 暗赤褐/明 赤褐 級密 畢 白色粒子 良 710712 160

縄 文 深鉢 曽利 V段階 ナデ/ハ の字文 沈線/
煮褐～黒褐/
児赤褐～灰褐

密 白色粒子 雲母 黒色粒子 良

縄 文 深鉢 曽利 V段階 ナデ/ハ の字文沈線/ 褐/協 ～黒褐 密 自 卑 掲色粒子雲母 良 外面スス付着

縄文 深鉢 曽利 V段階 ナデ/沈線 ハの字文/― 月赤褐/黒 褐 密 白 黒色粒子

4.R文 深鉢 曽利 V段 階 ナデ/沈線 ハの字文 隆符 8類/ 鶴/赤 禍 密 白 赤 黒色粒子 雲母 良 165

縄 文 株鉢 曽利 V段 階 ナデ/ナ デ,沈線 ハの字文/― 景禍 密 白 黒色粒子 雲母 良 364
獲子分析訳程KNM02
内面スス付着

縄 文 曽利V段階
ナデ/側誘状弾」突文 (僚方向の獅歯状レ
穫砂 /―

密 白 褐 黒色粒子

縦 文 曽利V段階 ナデ/櫛歯状翡J突 文 隆帯/― 庶黄lBノ 黒褐 奮 要母 白 黒 禍色粒子 良

lIB文 曽利V段階 ナデ/沈線(区 画翻 ,す り消し縄文/―
こぶい赤鶴～皐褐

密 自 黒 需色粒子 雲母 良 164 内外スス

縄文 曽利 V段 隔 ナデ/沈線/― 重/灰 褐 密 白 果 鶴色粒子 婁母 良

縄文 曽利Ⅳ段階 ナテ/条線/―
樹灰～灰責禍/
こぶい褐

密 黒 白色粒子 良

組文 指利 V段酪 口縁 ナデ/ナデ/―
にぶい責褐～褐灰ノ

密 白 黒 褐色粒子 雲既 蔭耗 している

組 文 皆利 V段階 明赤褐～にぶい赤褐 密 自 黒色粒子 雲母 良

縄 文 曽利 V段階
|ナ

デ/ナ デ/網 代痕
ぷい責橙～黒褐/

密 白 黒色粒子 良 169 こ灰付着

組 文 1脅 利 V段階
|ナ

デ/ナ デ綾杉状条線か/ナ デ
ぷい赤褐～にがヽ

白 赤 黒色粒子雲母 負 こ灰付着

３５

一
　

　

３５

I SKl

げ

SKl

Ω

．　
　
６３

１１
一‐ｌ

ｈ

触
一　
　
緻 条線小壺

警利 V段階

昔利Ⅳ段階

突起部

顔～服

ナデ/ナデ/一           |

朝
にぶい黄褐～明赤褐

にがい褐～黒/
にパい赤褐

密 自 黒色粒 子雲母

密 白色粒 子

724 躍
一　
　
‐５６

―
¬

SK2 縄 文
14争

営利 口段踏 口縁 ナデ/ナ デ/― 赤褐～にぶいltJ
やや粗 自 赤 黒色粒子
小礫

罠

組 文 1麟 曽利 口段階 日縁
褐～にがい黄 やや密 自色粒子多 黒

色粒子 雲母 小礫
良 180

縄 文 1深鉢 曽オlⅡ 段餡 ナデ/条線 波状隆線/―
やや la 自色粒子多 黒
色粒子 小礫 雲母

良
681684770 ７５

‐７７

SK2 細 文 1深鉢 曽不JH段階
ナデ/ナ デ 無文 交差す る波状隆需
線/―

ぶい黄橙/橙
赤白

峨輸
割

黒色4i=

'80735
183

組 文 営利 Ⅱ段階  1胴 ナシ 条線 隆特 波状隆線/―    懲二に套I懲
自
韓

やや密 赤 黒色粒子
度 78676
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一緻
一
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妹
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図
　
一
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一

盟
一ＳＫ２

Ю

一
猾

緻
一触

朱鉢     1曽 利 Ⅱ段階

朱鉢    1曽 利 n段 階 デ/条 線 波状隆線 (摩耗ンー     |

一

協/に ぶい赤褐   | 絲 攣f孫砺1謝抗戸―
―

一
¶

36 純 文 渠鉢    十営利Ⅱ段階 デ/隆帯条練波状隆線/―
ぶい褐～褐/
がい赤褐 議数 雲母 

黒 赤色粒子
1 良

‐８８

一　

‐９２
縄 文 深鉢 ま利 n段皓 デ/隆帯 条繰/―

褐
褐

黄
赤

い

い

パ

パ 緊
白馳粒子〕ヽ礫良

SKワ 縄 文 渠鉢 章利 Π段階 胴 ナデ/隆 常 条線/―
にぶい網～明褐ノ
にがい赤褐

や粗 自 黒 赤色tv子
良

縄 文 無鉢 曽利 n段 階 テ/条 線/
がい褐～明掲/

ぶぃ赤褐
やや糧 白 黒 赤色粒子
小礫多雲母

R

S(2 縄 文 終鉢 曽利 H段階 ナデ/条 線/―
にぶい頁潤
にがい赤褐

白 黒色li子

蜜母
貨 36777 187

SK2 縄 文 曽利 a段階 胴 デ/条線/― にぶい黄橙/明黄褐
やや留  口 単色I● 子多 羽
色粒子 雲母,小礫

良 184

3i 組 文 深鉢 曽利 □段階 師 黒/Π暫褐
夢蟄

白 黒色粒∴ 小際
良 内面スス

37 縄 文 雫鉢 曽利 鳳段階
にがい責褐/

にがい赤褐
やや粗
多婁母

自 黒色粒子 小際

縄 文 祭鉢 営利 H段階か にがい赤褐/橙
ヤや粗 自 黒色粒子多 赤
生粒子 小礫 雲母

良

3i 縄 文 茎 曽利 V段階

ナデ/口縁無文把手間を窓枠状にし胴
部にも縦方向に2本 の隆線で区画。横
位の櫛歯刺突文で充填。横位櫛歯刺尖
文/―

赤～種
やや糧 白色粒子多黒 赤
色粒子雲母月ヽ礫

'47748750
195と F「 l一

37 SK4 182 縄 文 深鉢 曽不lV段階 デ/検 方向の機歯刺突文 隆帝/―
にぶい責橙 ～黒 褐 /

赤褐～にぶい橙
やや粗 自色粒子多 黒 所
色粒子 婁母 小礫

撰黙
舛面所々剥離 している

縄 文 深鉢 曽不JV段階 ナデ/櫛歯刺突文 隆帝/― にぷい黄橙～明責褐
密 自色粒子多 黒 赤色粒
子 峯母

良

37 SK4 縄 文 深鉢 曽利 V段階 ナデ/櫛歯刺突文隆帯/― 橙～明褐 密 白 畢色粒子 雲母小礫 良 多面踏耗

3i 縄 支 深 鉢 曽不JV段隋 ナデ/櫛歯状本J尖文/
一
ぶ

がい貢種
黄橙

密 自 黒 赤色粒子雲母 良

186 縄 文 深 鉢 当イJV段階 九ん前歯刺突文/一
こぶい褐～明褐 /

月赤褐

やや奮 自 黒色狂子 雲母
小礫

良 200 多面磨耗

37 SK4 縄 文 深鉢 当利 V段階 デ/横 方向の櫛歯刺突文/ 登/明赤褐 良 202

188 縄 文 深鉢 当利 V段階 ナデ/梼 歯刺突文隆帯櫛描条線 /
にぶい黄橙/
にぶい黄褐

やや密 白 黒色粒子小礫 208

"
SK4 I・ll文 深鉢 尊fl V段 階 ナデ/櫛 祐条線 又は櫛歯刺突文/―

こが い責橙 /に がい

旨橙～にぶい黄褐
密 白 黒 赤色粒子 雲母
小礫

37 縄 文 台付鉢か ヨオJV段階 底 デ/ナ デ櫛歯状刺突文/ナ デ え箕褐/明褐～褐灰
やや密 白 果 赤色粒子
雲母

良

縄 文 深鉢 曽利 V段階 胴 デ/ハ の字文 隆符ノ
ブ 褐 黄 灰 密 白色粒子多黒 赤色粒

良 196

縄 文 深鉢 曽不lV段階 デ/ハ の字文/一 黄褐/淡黄
やや粗 赤色粒子多 自色地
子 皇置 小礫

長 197

SK4 縄 文 祭鉢 曽利 V段階か EH4X 笹～明褐 密 白 単 赤色粒子 雲母 良

縄 文 案鉢 曽利 V段階か 口縁 ナデ/ナ デ/ 喝赤褐 密 白 畢色粒子 良

縄 文 寛鉢か 曽不lV段階 胴 ナデ/ハ の字文 隆帯/ 菅オリーブ褐/黒褐 密 雲母自 赤 黒色粒子

SK6 196 縄 文 案鉢 曽利 V段階 胴 ナデ/櫛描条線 ナデノ
え黄褐～褐灰/

こがい蓑褐～にパヤ耀
密 白 黒色粒子 良

縄 文 曽利 V段階 ナデ/櫛歯刺突文ノー
こが ぃ赤 褐

やや粗  白 黒 赤色粒子
雲母

不 良

縄 文 台付上器 曽利 V段階 がい黄褐 やや粗 白 黒色粒子 賞

SK6 縄 文 宋鉢 曽利V段階 ナデ/ナ デ 沈線ノー 黒褐/に パい黄橙 やや粗 白 黒色粒子 長

SK6 200 組 文 ヨ利V段階 1胴 ナデ/ナ デ/ え黄褐/に がい褐 を 自 黒色粒子 雲母 良

SK6 縄 文 台付土器 旨奉lV段階
にぶい黄褐～にぶヤ

赤褐
辱 白 黒 赤色粒子 雲母 良

752,753,757
759760

縄 文 深鉢 摯利 V段階 コ～胴 ナデ/微隆起線文鷹消縄文/― 堀黄褐 やや粗 白 黒色粒子 負 281282291 力H曽 和,E4式

38 縄 文 深鉢 雪利 V段階 靴 ナデ/ナ デ 磨消縄文/― 明黄褐 鬱 自 黒色粒子 良 B ttP 加曽利E4式

縄 文 簗鉢 当奉lV段階 隔 ナア/縄文 ナデ/― 明黄褐 密,白  黒色粒子 B ttP 加曽利E4式

縄 文 雫鉢 董利 V段階 同 ナデ/徹隆起線文縄文 ナメ/ 橙 密 白 黒色粒子 B ttP 加曽利E4式

SX2 206 縄 文 旨利V段階 コ～底 ナデ/縄支沈線 ナデ把手/― 褐 奮 白 黒 赤色粒子 雲母 226

縄 文 土製円盟 ま利V段階
ナデノ波状洗線 竹管背面による短波覇

褐/暗赤褐 密 白 黒色粒子
長51幅49厚 1 3em〉

磨減

2118 縄 文 無鉢 曽刑V～ V段階
ヘラ状工具によるナデ/た線,蛇 行沈線
糖円形区画半蔵竹管 1こ よる綾杉文/―

赤褐/に がい赤褐 密 白 黒 赤色粒子雲母 良

SX3 縄 文 宋鉢 曽利 V段階 口縁 ナデ/横位沈線沈線区画櫛描条線/一 にぶい賣褐～橙 密,自  黒色粒子 雲母 294 受口状の口縁

縄 文 曽利V段階 口縁
ヘラ状工具によるナデ/沈 線 櫛描条線
によるハの字文/

褐/黒褐 密 自 黒 赤色粒子 雲母

SX3 縄 文 案鉢 曽利V段階 口縁 ナデ/沈線櫛描条線によるハの字文/― 黒 禍 密 白 黒色粒子 雲母 278

SX3 縄 文 曽利 V段階 「Ha ナデ/縄文orln歯刺突/―

にぶい黄褐～明褐
にがい貰褐～にぶヤ
赤褐

密 自 黒色桂予 雲母 126423 ■3と 同一カ

縄 文 朱鉢 曽利 V段階 口縁 ナデ/横 位沈線.た線区画/―
褐灰 ～にぶ い黄褐
灰～にぶい黄褐

密 自 黒色粒子雲母 ■2と 同一か

SX3 縄 文 深鉢 曽利V段階
ナア/蛇行沈線洸線半裁竹管による穆
杉文/―

赤 褐 密 白 黒 赤色rv子 雲母 285

縄 文 曽利 V段階
ナデ/櫛描条線による綾杉文波状沈線/

黒 褐 奮 白 黒 赤色粒子 雲母 2つ 及び断面にスス付着

縄 文 深鉢 曽利 V段階 ナデ/櫛描条線/ ぷい褐/黒 黒 赤色粒子 雲母 287 同

SX3 縄 文 深鉢 曽若lV段階 ナデ/矢 羽状の櫛描条線/一
|に

ぶい黄褐/黒 密 自 黒 赤色粒子 雲母 と同一 外面早変

縄 文 曽利V段階 ナデ/櫛 描条線/ 1橙 静 白 黒 赤色粒子雲母 288

縄 文 深 鉢 1曽 利V段階 ナデ/沈線櫛描条線/― 愁 白 黒色粒子 雲母 スス付着

縄 支 深鉢 ナデ/沈線縦位沈線低隆希/―
1黒

褐/褐～畢褐 野 雲母 白 黒 禍色雅予 黒変

SX3 IIB文 深鉢 ナデ/縦位沈線/― 黒褐/灰黄褐 筆白 黒色粒子 3113 黒変

縄 文 深 鉢 ヨ蒼lV段階 隔
|ナ デ/沈線櫛描条線による綾杉文沈線

1区匹ri_             _
1暗赤掲/赤褐 鰺 自 黒色粒子

縄 文 深 鉢 !憎 利V段階 羮～】同 ナデ/洸線櫛描条線/網代表 1暗赤褐/橙
やや粗 自 畢 赤色粒子
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糊 雛 蠅 却 爺 蜂 樫 郵 熱 筆糊

紹鶏辟 想持鰯藉騨縞鞘 露
1区      1267

播r豊坐 壁攣 i

密 白 単色粒子

1密 自色粒子

密 白 黒色粒 子 L中

~¬
万臨スス235同 一か

絣鶏辟―鰐器          拙受三
浮震郵≡|  |

悟
嚇   「履拒戸

~弾
昴翫詐静諭麟蒲口繭揺縁計様竜滝汁情モテー

~寸
庶巖

~¬

≧信撞→鰐
盤翌

鬱≧採導葬基4盛≧茎H
工 匹呵茸型貿電留揮正軒亜亜=叩 :■―郷――一引

IЯ国  |~/ヘ ラ状工具によるハの字文 竹管背

ナデ/刻 み 竹管背面で調整さ

ナデ/沈線 /―

‖鶏朧弐絲織錢解鞘律≧盤垂白 黒色粒子     1 良  518521    1270

259 タト面スス
|

―

―

J

葦郵鞭三砕          降望二i雲母堆学生_枠
密 白 黒 赤色粒子   1 良 391      1263

白 黒色粒子 雲母   IA『  340      127'1内 外黒変

と生堅
工共による幅細のハの字文/一  1暗赤褐      1糧 白 黒色粒子  _J雌 堡_降生_____1望 壁

曽利V段階  1吊
縁～

|ナ デ/2本の沈線区画縦位沈線 /―    1黒 /に ぶい赤褐～黒 1密 白 黒色粒子.雲母   1 良  635      302 2ン と同一 内面スス付着

曽不JV段階

深鉢    1曽 利V段階

ナデ/や やみだれたハの字文/―

230
ハの字ややまぱら,タト面スス
付 着

269256と FWl一か

盤 文

V段階  1胴 ナデ/隆帝,沈線/―

ナア/ナ デ 則突文,隆帝上に縦方向の櫛

曽利 V段階
一

胴
一
胴 ナア/隆帝衡歯刺突文/―縄文

曽利V段階 ナデ/隆帯,縦方向の梅歯刑突文/―

ナデ/隆帯 縦方向の櫛歯束I突 文(櫛 こがい黄構/明赤IE

SX3 264 緻 隣 司 曽利峨膳 ナデ/隆帯 縦方向の衡歯刺突文/― 黒褐/明赤褐

やや密 白 黒色粒子

やや粗 白 黒 赤色粒子
雲母

r軍「写電子顧二1罹愛孝―型―t黙認紹ピ饗籍続鶏辞―――鞘■§:壁糧翌掟:糧:―――1窯
町 罠轟 2'0縄 文 深鉢  営利VPkF4 1胴  奏μ

櫛歯刺突によるハの引 膨 凋
1赤

褐    社 白 黒色池子安母
 1正 ず

蛹蘇 一
l�惹

『

軍議轟 腺 苫所:π 十万 艦 姦驀罷τをよ戸

'

μ静 群笙|で締 li
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[【轟1要キ憲計亀F三二詈将零I干¬子朗一

仙

辮
一帥
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一鵬
一

1青オlV

I削 V

ナア/隆帯 半載竹管によるハの字文 泥

埋 生 些 __BIE~生 ヒ ニ 坐
符 沈線/網 代痕_

1鴛喘4翌

411 SX3

密 白 単 赤色粒子 雲母

密 白 黒色粒子 雲母

密 白 黒 tB色粒子雲母

密.白  黒 赤色粒子雲母

やや密 白 黒 赤色粒子

白 黒色粒子 雲母

密 白 赤色粒子雲母

密 自 黒色粒子     1 良

76477,478
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一
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地点
|

SX3 1

熾
睫
一２７９

種 別

縄文

器 種  ! 時 期

深鉢    1曽 利V段階

部位 i  内 面 /外 箇 /底 部

胴  |ナ ア/単 節斜縄文 /―

色 調  内 /外 !   胎  士

浜摺せ整
褐ノ

   1密 白 黒色粒子 雲母

焼成

ミ

注 記 剤
臨
一３０６

備を

加曽利E式

縄 文 深 鉢 曽利V段階 ナデ/ナ デ単節斜組文/― 黒 褐
1密

緊 褐色粒子要母 加曽利E式

Flg文 曽利 V段購 ナデ/縄文/
籍 馬 箪 猥舗

～

陣
白 黒色粒子蜜母 良 縄 日細 単節 加曽利E式

SX3 縄 文 曽利 V段階 胴  1ナ デ/組文/
驀貿 網ヽ梯 褐 始

白 離 粒i雲母 Ы,9
縄 日入 単節 内面機維戻有
力1曽 琴JE式

142 iHH文 深 鉢 管利Ⅳ段階か |ナ デ/無節斜縄文R‖閉竹管背面による
1泥線/― 護望 褐ヽ岬 恢  静 山 群 雑 囃 子郵 3414094154つ 5 夕1面 黒変 力

"営

利E3弐

2841 縄 文 小形鉢 曽利 V段階
泥線 4dtt U字 逆U字状沈線区

彫
一

暗赤褐      1密 白色粒子 C ttP
内面炭化物何着  力,営利E
式折衷

SX3 縄 文 深鉢 髯刊 V段階か 略胴一
ナデ/ナ デ無文/ 橙/暗赤褐    i密 白色粒子婁母 471427 外面暴変

SX3 縄 文 深鉢 曽不lV段階か
縁
　
．

口

隔
中

ナデ/ナ デ苺文/ 明褐/暗 IB 密 白 黒 赤色粒子 雲母

SX3 287 報 文 深 鉢 曽奉IV段階か 酷
腑

ナデ/ナ デ 無文/ 暗赤褐 瞥 白 黒色粒子 良

SX3 組 文 深 鉢 曽利V段階か
口縁～

胴
にぶい黄橙/黒 やや粗 白 黒 赤色粒子 曽

良
239 夕1面黒変

42 SX3 289 組 文 曽刑 V段階か 雌
胴

にぶい褐/暗灰黄 1粗 自 黒色粒子 雲母 良 タト面まだらにスス

縄 文 指利V段階か
口縁～
胴

ナデ/ナ デ 無文沈線/― 髯赤褐 1密 白 赤 黒色粒子雲母 変

縄 文 深鉢か 曽利V段指か
口縁 ヘラ状工具によるナデツヘラ状正共

`よるナデ/―
曽オリープ褐/明褐 密 白 黒 赤色粒子 雲母 外単変 外面摩耗

SX3 縄 文 浜鉢か 曽利 V段階か 口縁 ナデ/ナ デ 無文沈線/― 筆褐 密 自 赤色粒子雲, 面洸練状のキズか 内外黒

SX3 293 縄 文 来鉢か 曽利 V段階か
口縁 ～

ナデ/ナ デ ミガキ/― 凋黄協 密 白 黒 赤色粒子

SX3 294 縫 文 卜形鉢 曽利 V段階か 口縁 こぷい黄橙 粗 自色粒子 不 良

SX3 295 縄 支 熙鉢 曽利 V段階か 醜 ナア/ナ テ 雫褐 やや粗 白色粒子

inl文 栗鉢 豊奉lV段階か
=が

い黄褐/明 赤褐 藤 自 単色粒子
や
良

や
不 558598

縄 文 宋鉢 当刊 V段階か
ラ状 王具によるナデ/ヘ ラ状工具 I

潜 自 黒 赤色粒子雲母 8閉 面スス

SX3 組 文 深鉢 1曽利 V段階か ア/ナ デ/網代表 R褐/赤得
―
密 白 黒 赤色粒子雲母 面軍変

縄 文 深 鉢 当利V段階か ナデ/ナ デ/ナデ 培赤鶴 密 白色粒子 内外黒変

縄 文 i尭鉢 摯利V段階か オリーク褐/

赤褐
やや粗 白 黒色粒子 管

良
内外面スス

301 縄 文 浅鉢 利V段階か ナア/沈線/― 鶴 やや粗 白 黒色粒子 雲母 区

４２

一

縄 文 小形鉢 型 陛 ナデ/沈繰了七ナデ/― 翻 奮 自 黒色粒子 雲母 良

縄 文 深 fI
1曽

利 V安路カ 把子 デ/隆帯 泥線/ こふい赤褐 やや組 白 黒色粒子 不 良

304 縄 支 台付土器か
1耳
利峨贈 ナデ/惰円区画沈線ナデ/― にぷい褐 密 自 黒色粒子 439

SX3 縄 文 深勢 1曽 利 V段階か !手 ナデ/縦方向ナデ(ケ ズリカ〕/― 黒褐/赤褐 筆 白 黒色粒 子隻母

306 弥 生 菱か 1弥生 ナア/条痕文/一 島/早 飴 自色粒子 区SDi ll面黒変

■ 師 イ 平安 回転ナデ/回転糸切痕/― 赤 褐 野 白色粒子 区 SD2 327

縄 文 深鉢 1弘生か ナア/ナ デ/―
赤褐～にぷい褐/

密 白 黒色粒子 雲母 328

弥生 発か 十弥生 ナデ横方向のハケメ/条旋文 ナア/ 協/暗褐～皐褐 密 白 黒色粒子 雲母 329

弥生 憂 か h生 ナデ/44f方 向の条痕文/― 凋禍/に がい気褐 密 白 黒色粒子 良

311 弥 生 発か 1弥生     | 醐 ナデ/条/R文/― 責褐/に ぶい黄褐 と 自 黒色粒子 良 261

遺構外 縄 文 深鉢 1曽 利段階か
口縁．
朋

一

ナデ/ナ デ/― tS
や゙粗 白 黒 赤色粒子

避構外 縄 文 深斜
1剖

段階か
|

口縁～

胴
ナア/ナ デノー にぶい黄褐調 やや粗 蜜ユ黒 白色粒子 度

遺構外 縄 文 深鉢 1常 利 口段階 朋
ナデ/半裁竹管による条線 隆帯上半料
竹管押引/―

黒褐/に ぶい赤褐
里
【

狙や
母

や
雲

赤色粒イ R 340 内面黒変

遺構外 縄 文 宋鉢 章利 n段階か 旧 ナア/隆線横位か櫛描条線/― 明 褐 やや粗 白 黒色粒子雲母 343

遺構外 縄 文 深鉢
1曽

利 V段階
ヨ縁～

同
ナア/横位泥線 (斜条線)渦 巻文(ワ ラビ
手文かンー 灰責褐 やや粗 黒 白色粒子 要母

遺構外 縄 文 深 鉢
1曽

利 V段階 阿 ナえ ミガキ/斜位櫛歯刺突文 隆帯ノ 黒褐/に ぷい赤褐
やや粗 白 黒 赤色粒子

良 内面黒変

遺機外 縄 文 1曽利 V段階 胴
ナテ/縦位沈練 ヘラ状工具による章J突
支か/―

黒褐/赤綺
やや粗 白 黒 赤色粒子
雲, 良 339 内面黒変 スス

遺韓外 縄 文 深 鉢 ナデ/ハ の字文/― にぶい黄褐 やや粗 白 黒色粒子 雲母 良 346

還穂外 縄 文 深 鉢
I曽

利 V段階 鰯 ナア/ハ の字文沈線/一 黒 やや粗 白 黒色粒子雲母 良 347 内面スス内外面黒変

倒 遺構外 縄 文 深 鉢 曽利 V段階 胴 ナデ/櫛 描条線によるハの字文/― やや粗 黒 白色粒子 雲母 良

遺構外 322 純 文 曽利V段階 犯子か ナデ/沈線 隆荷/ にぶい黄褐
やや粗 白 早 赤色粒子
雲母

良

選構外 縄 文 lJl
ナデ/竹管による円形刺突文 竹管背面
による沈線ノー 黄 掲 ややIII白  半色粒子雲母 良

遺構外 縄 文 管利 V段階 胴
ナデ/半 裁竹管によるナデ 調整 した隆
線文単節斜縄文RIL21波 状隆線/―

灰責褐/暗赤褐 やや粗 白 黒色Iri子 雲母 勺面黒変

43 遺指外 325 組 文 曽利V段階 ナデ/隆術 沈線 縄文地文/― 灰黄褐/責 掲 やや粗 白 黒色粒子雲母 良 338 勺面黒変

43 遺機外 組 文 曽利V段階
ナデ/隆荷上に縄文縦方向の櫛歯刺突
文/―

黒/1こ がい掲
やや粗 自 黒 赤色粒子
雲母

長 344

遺雄外 3?7 縄 文 曽琴lV段階か
回縁
胴

ナデ/竹管背面による沈線 I.B文 ナ
消ンー 褐

やや糧 黒 白 赤色粒子
雲母

R 334

遺格外 328 縄 文 称名寺式段階 デ/隆帯 沈線 縄文/ 協 やや粗 白 単色粒子 雲母 良 342 黒変

遺格外 329 縄 文 称名寺式段階 瞬 ナデ/ナ デ縄文 沈線/― 三がい赤褐
狂や

母
や
雲

黒 赤色粒子
良 表 採 契 1

□避構外 330 熙 文 浅鉢か ナデ/ナ デ/― 褐 やや粗 白 黒色粒子 雲母 良 区

陛|

置構外 弥 生 整 孫生 胴 ナデ/横方向の条案文/― とおい網/阪 責掲 やや狙 白 黒色粒子 雲母 良 面スス

四遺構外 弥 生 霊 弥生 胴 ナデ/粂 痕文/― パい黄褐/灰 箕褐 やや粗 白 黒色粒子 芸母 356

回選構外 333 弥 生 露 泳生 IR ナデ/条JR文/― にぶい黄褐 やや報 自 黒色粒子 雲母 良

四

Щ劉
判
削

弥生

孫生

葵

一
菱

Щ
ヨ

雅
一確
一

胴

一
胴

一
緒 刊

黄褐

にぶい責褐

やや社 套母 黒 白色粒子

やや粗 白 黒 赤色FJ子
雲母

良

良

観
一
腕

遺穂外 』 浅鉢 曽奉lV段階か 胴～底 ナデ/― /網代/R 赤褐/Π蒼灰黄
ややlt 白 黒 赤色Fv子

螢母
良 変被然
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静  上

やや粗 自 黒色粒子 雲母

賊
一貞

注 記 期
配
一嗣

備を

面スス

避任外 338 縄 文 i曳 鉢 管利V段階か 口～底 黒褐/に がい赤褐 やや粗 白 黒色粒子蜜母 良 ,区 底部黒変

盟経外 縄 文 曽利 V段階か 黒IB/褐 ■ 白 黒 赤色粒子 雲母 良

避掛外 840 組 文 深 鉢 曽利 V段階か 底 にがい黄協 生 白 梨 赤色粒子 雲母 良 350

遺構外 上師 イ 平安 〕縁 橙 密 白 黒 赤色粒子 良

i製品 人形か 近世 ナデ/洸繰/ 橙 密 白 黒色粒子雲母 南 IIl

図 地点   I No 種別 静儀 壼 さ (g) 色調 材 質 実測No 注記 備考

石鏃 石器 黒 黒曜石

S13 344 石鏃 石器 黒透 黒曜石

B区旧河道  1345 石鉄 石器 025 黒透 黒曜石

“C匡避構外 346 磨 石 石器 61 59222 黒 砂 岩 363 733

砥石か 石器 灰

B区旧河道 348 砥石か 石器 暗灰黄 砂 岩 磁石面は4

S12撹乱 349 古鍛 鉄製品 銅

A区表土 蜘 古畿 鉄製品 2 銅 A区 カタラン土

表 8 出土遺物観察表 (石器・石製品・古銭)

表 9 出土遺物計量表
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第 4章 上中丸遺跡出土炭化物自然科学分析報告

パ リノ・ サ ー ヴ ェイ株 式 会社

はじめに

上中丸遺跡 (山梨県富士吉田市小明見地内)は、吉村・平川 (1982)に よれば富士火山北麓に形成された

山麓扇状地と丹沢山地より流下する河川が形成 したと考えられる谷底平野に面 した地点に位置する。なお、

火山土地条件図 (国土地理院 ,2003)に は、この扇状地 と山地とが面する部分は檜丸尾第 1溶岩流の分布範

囲として示されており、本遺跡はこの分布範囲に含まれる。上中丸遺跡では、発掘調査の結果、槍丸尾第 1

溶岩流より下位の堆積層より縄文時代中期、弥生時代前期、平安時代の各時期の遺構や遺物が確認されてい

る。

本報告では、槍丸尾第 1溶岩流および縄文時代の住居跡や土坑の年代、さらに縄文時代中期および弥生時

代前期における植物利用の検討を目的として、自然科学分析調査を実施 した。

I.放射性戊素年代測定
1.試料

測定に供 した試料は、発掘調査時に採取された炭化材 を含む炭化物および水洗選別により回収 された炭

化材など3点である。内訳は、俗丸尾第 1溶岩直下 炭サンプル②が最大 511m角程度の炭化物片、S15血 769

が高さ約10mm× 幅約1011m× 厚さ約 5 mmの 炭化材片、SK2炭が約 511m角 程度の炭化材片からなる。これらの

3試料については、同一試料 より分割した炭化材 (S15)お よび一括で採取された炭化物・戊化材 (槍丸尾

第 1溶岩直下、SK2)を対象として、試料の履歴 (由来)に関わる情報を得るため、合わせて樹種同定を実

施 した。

2.分析方法

試料に土壌や根などの目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをピンセッ ト、超音波

洗浄などにより物理的に除去する。その後 HClに よる炭酸塩等酸可溶成分の除去、NaO■ による腐植酸等

アルカリ可溶成分の除去、HClに よリアルカリ処理時に生成 した戊酸塩等酸可溶成分を除去する (酸 。アル

カリ 。酸処理)。 試料をバイコール管に入れ、 lgの酸化銅 (Ⅱ )と 銀箔 (硫化物を除去するため)を加え

て、管内を真空にして封 じきり、500℃ (30分)850℃ (2時間)で加熱する。液体窒素と液体窒素 +エ タノー

ルの温度差を利用 し、真空ラインにて C02を精製する。真空ラインにてバイコール管に精製した C02と 鉄・

水素を投入 し封 じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを 650℃ で 10時間以上加熱 し、グラフアイ トを生

成する。化学処理後のグラフアイト・鉄粉混合試料を内径 l mmの孔にプレスして、タンデム加速器のイオン

源に装着し、測定する。

測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとした 14C―AMS専用装置 (NEC Pelletron 9SDH-2)を

使用する。AMS測 定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)か ら提供されるシュウ酸 (HOX― Ⅱ)

とバックグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に
13c/ワcの測定も行うため、この値 を用いてδ

略Cを算出する。

放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5,568年 を使用する。また、測定年代は1950年 を基点とした年代 (BP)

であり、誤差は標準偏差 (One Sigma68%)に 相当する年代である。なお、暦年較正は、R△DIOCARBON

CALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.0.0(Copyright 1986-2010 M Sttliver and P」 Reilner)を 用い、

誤差 として標準偏差 (One Sigma)を 用いる。

暦年較正 とは、大気中の“C濃度が一定で半減期が 5568年 として算出された年代値に対 し、過去の宇宙

線強度や地球磁場の変動による大気中の
HC濃

度の変動、及び半減期の違い (HCの 半減期 5,730± 40年)を

較正することである。暦年較正に関しては、本来10年単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較正プロ

グラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、 1年単位で表している。暦年
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表10 放射性炭素年代測定および暦年較正結果

試料
測定年代

(yrBP)

３Ｃ

　

ｏ
＞

１

　

％

δ

　

く

補正年代
(暦年較正用)

(yrBP)

暦年較正結果 相対比
測定機関

CodeNo

檜丸尾第1溶岩直下

炭サンプル②
1450■ 30 -2703± 057 1452■ 26

σ cal AD  595 - c』 AD  641 IAAA―

113354cal AD   565  -  cal AI)   648

S15 No769

炭化材 (ク リ)

4070± 30 -2856」ヒ049 4074■ 29

σ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

江

ａｌ

江

江

ctt BC 2,819

cal BC 2,650

cal BC 2,571

cal BC 2,503 IAAA―

113355５３

４５

９６

３４

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

江

江

ａｌ

ａｌ

cal BC 2,812

cal BC 2,726

cal BC 2,563

cal BC 2,493

‐４

骸

７‐

１２

SK2炭

炭化材 (ク リ)

4170± 30 -2494± 047 4174と 28

σ

８７

８．

２

Ｃ

　
Ｃ

　
Ｃ

Ｂ

　

Ｂ
　
Ｂ

ａｌ
　

Л

　

ａｌ

ctt BC 2,856

cal BC 2,747

cal BC 2,698

0184

0584

0232 【AAA―

113356

2σ

８８

８．

６４

Ｃ
　

Ｃ
　

Ｃ

Ｂ

　
Ｂ

　

Ｂ

Л

　
Л
　

Л

cal BC 2,835

cal BC 2,665

cal BC 2,638

・３

　
巧

　
・２

較正は、測定誤差σ、2σ (σ は統計的に真の値が 68%、 2σ は真の値が 95%の確率で存在する範囲)双方

の値を示す。また、表中の相姑比とは、σ、2σ の範囲をそれぞれ 1と した場合、その範囲内で真の値が存

在する確率を相対的に示したものである。

3.結果および考察

炭化材を含む炭化物試料の同位体効果による補正を行った測定結果 (補正年代)は、檜丸尾第 1溶岩直下

炭サンプル② 災化物が 1,450± 30yrBP、 S15h769炭化材が 4,070± 30yrBP、 SK2炭が 4,170± 30yrBPを 示す。

また、これらの試料の較正暦年代 (測 定誤差σ)は、檜丸尾第 1溶岩直下 炭サンプル② 炭化物が calAD

595-calAD 641、 S15硫 769炭化材が calBC 2,833-calBC 2,503、 SK2炭が calBC 2,877-calBC 2,698で ある (表

10)。

檜丸尾第 1溶岩については、上杉ほか (1987)に より、溶岩下位の焼けた黒色腐植上の放射性炭素年代測

定から 1,730± 120yrBPと いう年代が得 られているが、その後、高田ほか (2011)に より、溶岩基底の炭化

材の放射性炭素年代測定から 1,510± 40yrBP(cЛ AD 530-c』 AD 619 σ、calAD 440-calAD 6402 σ)と い

う年代 も示されている。調査事例が少なく詳細な比較には至らないが、今回の結果は高田ほか (20■ )と概

ね同様の年代 と言える。また、曽利式の上器が出上 した住居跡 (S15)お よび土坑 (SK2)の 炭化材の較正

暦年代は、小林 (2008)の東日本の縄文土器の年代を参考とすると、ほぼ縄文時代中期後半頃に相当する。

なお、測定に供した試料の樹種同定の結果、S15配 769と SK2炭が落葉高木のクリ (&漸
"θ

α c/9ηαJry

Sieb.et Zucc)、 檜丸尾第 1溶岩直下 炭サンプル② 炭化物は道管が認められたことから広葉樹と判断され

たが、道管配列が観察できなかったため種類の特定には至らなかった。

Ⅱ。炭化種実同定
1.試料

試料は、弥生時代前期の遺物が出土 した住居跡 (C tt S12)と 、曽利式期の土器を主体とする土器溜まり

(C tt SX3)か ら出上 した炭化物である (表 11)。 炭化物試料は、焼土やピットなどの埋積物の水洗選別によっ

て回収された炭化物を含む微細遺物および発掘調査時に取上げられた炭化物からなる。本分析では、上記 し

た目的を踏まえ、炭化種実の抽出と同定を主体とし、試料観察の際に確認された未炭化の種実遺体や炭化材、

昆虫類などについては、その有無を結果に併記した。

2.分析方法

試料を双限実体顕微鏡下で観察 し、ピンセットを用いて炭化種実を拾い出す。炭化種実の同定は、現生標
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本および石川 (1994)、 中山ほか (2000)な どとの対照から実施 し、結果を一覧表に示す。分析後は、種実

遺体を容器に入れて保管する。

3.結果

結果を表11に 示す。全試料を通じて裸子植物 1分類群 (針葉樹のツガ)の針葉 1個 と、被子植物 5分類群 (広

葉樹のオニグルミ、草本のアワ、ヒエ ?、 キビ、イネ科)の種実67個 の、計68個 が抽出・同定された。栽培

種は、C tt S12焼土からアワの胚乳 6個、ヒエ ?の胚乳 2個、キビの胚乳 3個の、計11個が確認された。こ

の他に、落葉高木のオニグルミの核の破片が C tt S12炭化物から43個、SX3か ら12イ固、S12焼土から常緑高

木のツガの針葉が 1個、草本のイネ科の胚乳が 1個確認された。以下に、確認された炭化 した大型植物遺体

の形態的特徴などを記す。

・ツガ は磁望 s'あοttJ Carriere)マ ツ科ツガ属

針葉は炭化しており黒色、完形ならば長さ08～ 2cm、 最大幅は先端部近くで 1.5～ 2.5mm程 度の偏平な線

形で、先端部は鈍頭またはわずかに凹頭。基部は楔形に細まり、長さ1～ 1.5mmの柄が葉に直角に曲がる。

葉表面には中肋に沿って凹む溝があり、裏面の溝の両側に灰白色の気孔帯が配列する。破片は基部が確認さ

れ、残存長 1.8mm、 幅 lmm。

・オニグルミ (J9Jゴα々s ttα み々カクr,∽ Maxim.var.sαじ力,′肋θηdね (Miyabe et Kudo)Kitamura)ク ルミ科クルミ属

核は炭化しており黒色。完形ならば、長さ3～ 4 cm、 径 25～ 3 cm程度の広卵体。頂部が尖り、1本の明

瞭な縦の縫合線がある。破片の大きさは、最大 2cm程度。核は硬く緻密で、表面には縦方向の浅い彫紋が走り、

ごつごつしている。内部には子葉が入る2つの大きな窪みと隔壁がある。

・ア ワ (膨勉万加 勉′,εα(L)P,Beauv)イ ネ科 エ ノ コ ロ グサ 属

胚乳は炭化 してお り黒色。長さ 1.2～ 1 5mm、 幅 1.1～ 1,3mm、 厚さ l mm程 度の半偏球体で、腹面は平ら、背

面は丸みがある。基部正中線上は、背面に長さ 0 8mm、 幅 0.4mmの 馬蹄形、腹面に径 0 3mmの 広倒卵形の胚の

凹みがある。胚乳表面は粗面。

・ヒエ (鹿力肋οc力ん,"ガねOhwi et Yabuno)? イネ科ヒエ属

胚乳は炭化 しており黒色。長さ 1,3mm、 幅 1.2nlm、 厚さ0,9mmの 半偏球体。背面は九みがあり腹面はやや平ら。

基都正中線上は、背面に長さ■Omm、 幅 0,7mmの 馬蹄形、腹面に径 0.3mm程 度の半円形の胚の凹みがある。胚

乳表面は粗面で微細な網目模様が縦列する。

。キビ 曾"た
ク陶肪′力じθクηL.)イ ネ科キビ属

胚乳は炭化 しており黒色。径 1.8mm、 厚さ 1 3mmのやや偏平な広卵体。背面は九みがあり、腹面は平ら。基

部正中線上は、背面に長さ 0 5mm、 幅 0,8mm、 腹面に径 0 4mmの 半楕円形の胚の凹みがある。胚乳表面は粗面。

なお、長さ 1.5mm、 幅 0.8mmの細身で長さ l mm程度の胚の凹みがある胚乳をイネ科 (Gramineae)と している。

野生種に由来する可能性 と、生育状態が不良なアワ、ヒエ、キビなどの栽培種に由来する可能性がある。

4.考察

上中丸遺跡の住居跡や土器1留 まりからは、アワ、ヒエ ?、 キビなどの栽培種のほか、木本のツガ、オニグ

ルミおよび草本のイネ科などの炭化種実・葉が確認された。このうち、縄文時代中期後半の土器溜まり(SX3)

と弥生時代前期とされる住居跡 (S12)よ り検出されたオニグルミは、川沿いなどの湿潤な肥沃地に生育す

る落葉高木である。また、オニグルミは、核内部の種子が生食可能であり、古 くより植物質食料として利用

されてきた有用植物である。本遺跡周辺では、上暮地新屋敷遺跡の縄文時代中期前葉の焼土跡や中期後葉の

林地を構成 した樹木痕と想定される土坑出土炭化材などにもオニグルミの核や炭化材が確認されており (パ

リノ・サーヴェイ株式会社 ,2011)、 周辺域にオニグルミが生育 していたことや、当該期における植物質食料

としての利用が推定される。

S12焼土跡より検出された栽培種のアワ、ヒエ ?、 キビは、いずれも可食部である胚乳が確認された。こ

れらは、出土地点や確認された部位などから、食糧として利用された雑穀類 と推定される。上述 した上暮地

新屋敷遺跡における栽培種の出土状況についてみると、平安時代の住居埋積物の水洗選別により回収された
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表11 炭化種実同定結果

試料 仮Noホ 分類群 部位 】犬態 個 数 備考  (炭化種実以外 )

CttS12

焼土 上 1 ア ワ 胚 乳 完 形 3
炭化材

キ ビ 胚 乳 完 形 1

2 ツ ガ 乗 破片 (基部 1 アカザ科種子(完形2,破 片2)

エノキグサ種子(完形2.破 片1)イネ科 胚 乳 完形 1

焼上 下 1 ア ワ 胚乳 完形 3
ケヤキ葉(1)炭化材巻貝類 (1)

キ ビ 月盃▼し 完形 2

2 ヒエ ? 胚▼し 完形 2 戊化材巻貝類 (1)昆 虫類

No206 種実確認されず炭化材

炭化物一括 クルミ ? オニグルミ 核 破 片 計21団体以上炭化材

CttSX3
No344 オニグル ミ 核 破 片 4 炭化材

炭化物 実 オニ グル ミ ? 核 破 片 8 炭化材

*同一名称の試料を区別するため、試料確認の際に付した番号

診
―
¨

lcm

ー (24)

1ツガ葉 (CttSIz焼土 上)        4オ ニグルミ核 (CttSI盈 炭化物一括 クルミ?)

2オニグルミ核 (CttSIz炭化物一括 クルミ?)  5アワ胚乳 (CttSIZ焼土 上)

3オニグルミ核 (CttSIZ炭化物一括 クルミ?)  6ヒエ?胚乳 (CttSIZ焼土 下)

第45図  大型植物遺体

ｒ
Ｏ
一

２ｂ

2mm 2mm

7キビ胚乳 (CttSIZ焼土 下)

8イネ科 胚乳 (CttSIZ焼土 上)

炭化物より、アワ (近似種)を主体として、イネ、ムギ類、キビ、マメ類が伴うという結果 (パ リノ・サー

ヴェイ株式会社 ,2011)が得られており、試料の時期や数量が異なるものの雑穀類が多いという点は共通する。

今回の結果は、本地域における弥生時代の植物質食糧の利用を示す事例と言え、さらに試料の年代の検討や

同様の調査事例の蓄積による評価・検討が期待される。また、この他に検出された針葉樹のツガは、丘陵～

山地の尾根や痩せ地に生育する常緑高木であり、イネ科は明るく開けた場所に生育する人里植物であること

から、周辺域の森林や調査区近辺に生育 していた個体に由来すると考えられる。

引用文献

石川茂雄 ,1994,原 色日本植物種子写真図鑑 石川茂雄図鑑刊行委員会 ,328p

小林謙― ,2008,縄 文土器の年代 (東 日本)小林達雄先生古希記念企画 総覧 縄文土器 株式会社アム・プロモーション,896-903

国土地理院 ,2003,火 山土地条件図 富士山 150000

中山至大・井之口希秀・南谷忠志 ,2000,日 本植物種子図鑑 東北大学出版会 ,642p

パリノ・サーヴェイ株式会社 ,2011,種 実遺体とえ化材の同定 上暮地新屋敷遺跡―農業集落道建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―
,

富士吉田市文化財調査報告書第 8集 ,141-153

高田 亮・石塚吉浩・中野 俊。山元孝広・小林 淳・鈴木雄介,2011,噴火割れ目が語る富士火山の特徴と進化 荒牧重雄・藤井敏嗣・中田節也・

宮地直道編 富士火山 (改訂版),日 本火山学会 ,183-202

上杉 陽・堀内 真・宮地直道・古原隆夫 ,1987,新 富士火山最新期のテフラ‐その細分と年代i第四紀研究 ,26,59-68

吉村 稔・平川一臣,1982,I地 形分類図 土地分類基本調査 山中湖・秦野 ,山梨県企画管理局土地水対策課 ,13-20
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第 5章 山梨県上中丸遺跡の植物圧痕の同定

山梨県立博物館 中 山 誠  二

1 分析資料

今回分析を行った資料は、山梨県富士吉田市上中丸遺跡から出土した土器で、KNM01・ 03～ 05が S12、

KNM02が SKl、 KNM06が B区旧河道で出上している (第46図 )。

KNM01は、幅広の平行沈線を4条めぐらす口縁部片で、氷 I式にみられる多条浮線文が沈線文化し、型

式変化したものと考えられる。KNM02・ 06は無紋の深鉢土器胴部片である。KNM03・ 04は条痕文を施す

深鉢胴下半部から底部にかけての破片で、KNM03の底部には網代痕が認められる。KNM05は、指頭で刻

みを入れた2条の突帯を口縁部にめぐらす広口壷で、胴部は条痕文を施している。これらの特徴から、弥生

時代前期後葉の柳坪式に比定される条痕文土器と判断される。

2 分析手法

本調査では、縄文土器の表面に残された圧痕の凹部にシリコーン樹脂を流し込んで型取りし、そのレプリ

カを走査電子顕微鏡 (SEM)で観察する「レプリカ法」と呼ばれる手法を用いる (丑野 。田川 1991)。

作業は、①圧痕をもつ土器試料の選定、②土器の洗浄、③資料化のため写真撮影、④圧痕部分の実体顕微

鏡での観察、⑤圧痕部分に離型剤を塗布し、シリコーン樹脂の初期充填、⑥走査電子顕微鏡用の試料台に増

粘剤を加えたシリコーンを載せ、初期充填を行った圧痕部分にかぶせ転写、⑦これを乾燥させ、圧痕レプリ

カを上器から離脱、③走査電子顕微鏡 (ニ コン製 Quanta600)を 用いて転写したレプリカ試料の表面観察、

③現生試料との比較による植物の同定という手順で実施した。

なお、離型剤にはアクリル樹脂 (パ ラロイドB-72)を アセ トンで薄めた50/O溶液を用い、印象斉1に は

JMシ リコンを使用した。

KNM02

〔KNM01,03,04,05 i S12,KNM06t B区 1日 河道 ,KNM021 SKl〕

第46図 上中丸遺跡の圧痕土器

守籍1,0
KNM06        31

ヾ
ヽ

、

熱 :

KNM05
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土器写真 :1,5,13

圧痕実態顕微鏡写真 :2,6,10,14

圧痕 SEM画像 :3,4,7‐ 9,11,12,15‐ 20

第47図 上中丸遺跡土器圧痕
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表12 上中丸遺跡圧痕一覧

番号 試料名 遺構名 時期 型式名 種子圧演の有無 植物局定

1 KNM01 S12 深鉢口縁部 弥生時代前期後葉 柳坪式 ○ 不明種

2 KNM02 SKl 深鉢胴部 弥生時代前期後葉 ? ×

3 KNM03 S12 深鉢胴下半部・底部 弥生時代前期後棄 柳坪式 ×

4 KNM04 S12 深鉢胴下半部・底部 弥生時代前期後葉 柳坪式 ×

5 KNM05-1 S12 広口壺口縁部 弥生時代前期後葉 柳坪式 ○ キビ (肋たク翔胸,′ねθ?,v″ )

6 KNM05-2 S12 広口壺口縁部 弥生時代前期後葉 柳坪式 ○ アワ (膨 rrrrヵ 滋ザ,c,)

7 KNM06 B区十日

'可

道 深鉢胴部 弥生時代前期後葉 ? ○ イネ 化ィ々 ,s,rrv・α)

3 分析結果 (表 12・ 第47図 )

KNM01 (第47図 1～ 4)

種子圧痕は、土器の口縁部直下から検出された。圧痕の長さ■9mm、 幅 ■7mm、 厚さ■2mmで、曲線的な六

角形を呈する。先端部は九みをもつが、基部はやや尖 り気味に突き出る。基部に胚とみられる精円形の窪み

が認められる。表面は平滑である。大きさ、形態的特徴はキビに類似するが、同定のカギとなる部位が認め

られないことから不明種とする。

KNM05‐ 1 (第 47図 5～ 9)

土器の内外面から圧痕が 2点検出された。

種子圧痕は、長さ 2 2mm、 幅 2.lmm、 厚さ■9mmで 、曲線的な六角形を呈する。先端部は丸みをもつが、基

部はやや尖 り気味に突き出る。表面は平滑で、上部の内頴部分を覆う外頴部との段差がわずかに観察される。

大きさ、形態的特徴からキビ (P"カクη脇ガ′力ειク脇L)の有ふ果と判断される。

KNM05‐2 (第47図 5。 10～ 12)

種子圧痕は、長さ■5mm、 幅 1.5mm、 厚さ■4mmで、全体に丸みを持ち、胚 とみられる楕円形の窪みが中央

部に認められる。大きさ、形態的特徴から脱稀 した状態のアワ (膨勉r力 滅力∽ Beauv.)の果実と判断した。

KNM06 (第47図 13～20)

無紋の深鉢胴部片の内面に圧痕が認められた。

種子圧痕は、長さ 5,3mm、 幅 1.2mmで、表皮に顆粒状突起列が明瞭に認められる。形状および表皮の特徴か

らイネ籾 (0ヮη∫α′デ盟 L。)の内頴部分と判断される。

4 小結

今回、上中丸遺跡の圧痕分析を行った土器は、甲斐地域では柳坪式と呼ばれる条痕文土器で弥生時代前期

後葉に比定される。

分析の結果、キビ有ふ果 1点、イネ籾 1点およびアワ果実 1点、不明種 1点が検出された。上中九遺跡が

所在する山梨県内の東部地域では、ほぼ同時期の天正寺遺跡からイネ、アワ、キビの圧痕が確認されており

(中 山・網倉 2010)、 当該地域において水稲農耕と雑穀の畠作農耕が混在 していた可能性を示す資料と捉え

ることができる。

引用文献

丑野 毅・田川裕美 1991「 レプリカ法による土器圧痕の観察」『考古学と自然科学』24 pp13‐ 35 日本文化財科学会

中山誠二・網倉邦■ 2010「弥生時代初期のイネ・アワ。キビの圧痕―山梨県天正寺遺跡の事例」『山梨県立博物館研究紀要』第4集

pp l 14 山梨県立博物館
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第 6章 総括

今回の調査では、平安時代の竪穴住居跡 2軒、弥生時代の竪穴住居跡 2軒、縄文時代の竪穴住居跡 l軒、

土坑 6基と出土遺物約43kgを 検出した。遺構検出数・遺物出土量とも多 くはなかったが、これらは富士火山

灰堆積層に覆われていた希少な事例であり、他地域よりも一定の時間幅のなかで捉えられる可能性をもった

資料といえる。また、富士吉田市域でこれまで確認されていなかった縄文時代中期後半、弥生時代の遺構を

発見 したことで、同地域の遺跡分布について再度検討が必要であることを示唆する結果となった。

総括では今後の調査研究に備え、検出した遺構 と遺物、周辺環境などについて、できる限りまとめておく

ことにしたい。

第 1節 遺構 の変遷 と土器編年 について

検出した遺構の層序については第 1章第 4節で記 したが、ここでは堆積状況の観察から得た知見とともに、

層序の堆積順に遺構の変遷について述べておく。縄文時代中期後半段階については曽利Ⅱ～V式期までの遺

構・遺物が検出されたことから、第48図 で縦軸を層序、横軸を上器編年として主な遺物と各遺構の検出状況

を示 した。また図中の隅九方形の区画は遺構を示 し、層序がはっきりしない部分は破線 とした。なお、土器

編年の位置づけについては、先述のとお り今福 2011を 元に筆者が比定 したものである。以下、編年順に遺

構の埋没状況と出土遺物の関係についてを述べておく。

〔縄文時代〕

基16層 :曽利Ⅱ式段階

本調査で検出した最も古い段階である曽利Ⅱ式段階の土坑 (SK2)を 基16層下部から検出した。SK2で は

地文に条線を施し、 2本の波状隆線 と半裁竹管内面で分害↓整形 した 3本の隆線からなる隆帯が見られた。土

器資料では、SKlと SK2の近 くから出上 した破片が接合 した 〔163〕 が最も古 く、頸部隆帯と2本の隆帯に

よる懸垂文など古段階に比定する要素がみられた。出土遺物から曽利 Ⅱ式新段階と位置づけ、SK2で検出

した炭化物の年代測定では、補正年代で 4,170± 30yrBP、較正暦年代 (測定誤差 σ)は calBC 2,877-c』 BC 2,698

といつた測定値が得られた (詳細は第 4章掲載。以下同)。

基16層 :曽利Ⅳ式古段階

竪穴住居跡 (S15)を検出した。竪穴住居跡の年代を示す遺物がなく、SK2と ほぼ同面での確認であったが、

覆土に基 13～ 15層 のスコリア層の堆積がみられたことから、この段階に比定した。

同遺構では住居廃棄後の埋没過程においても、何らかの目的で利用 した痕跡と推定する焼土堆積が確認で

きた。覆土 (基 16層)中にみられたもので、用途は不明であるが土器片の出土も確認 している。また、この

覆土上面において、曽利Ⅳ式の上器を検出している。住居床面直上の堆積土 (基 16層内)か らは住居の構築

材 と推定する炭化材 (ク リ)を検出し、補正年代で 4,070± 30yrBP、 較正暦年代 (測定誤差 σ)は calBC

2,833-calBC 2,503で あった。なお、基15層 に覆われていた状況から、次段階の遺構 とは明確に時間差がある

ことが認められ、テフラ分析においては、4300～4500年前頃と推定されていることから、年代についての相

違はみられない。また、基16層 以下は C区全面で比較的平坦な堆積状況であることが確認できた。この段

階までは安定した土壌が広がっており、周辺に集落遺構が分布 している可能性は十分に考えられる。

基15層上層 :曽利V式古段階

基15層 のスコリアの上層から掘 り込まれていた土坑 (SKl・ 4・ 6)を検出した。編年では曽利V式古段階

に比定する遺物が出上 している。基15層 上面に堆積 した基12層 は、火砕サージ噴出物起源である可能性が指

摘されていることから、周辺の様相に大きな変化を与えたことが推測される。但 し、調査区内では基 12層

の堆積状況は疎 らであり、同層に覆われていた状況が明確だったのは SK6の みであった。なお、同段階の

他の遺構については 11層 中からの掘 り込みと判断した。基H層については場所により堆積の厚さが異なり、

砂層や砂礫層が互層となるなどの状況から、雪代等の土石流堆積 と推察した。状況からは基 15層上面に降
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灰 したスコリア層の堆積が明確でないことも含め、この段階に土地様相の大きな変化があったと考えられる。

なお、この境部分にあたっていたのが、次段階とするC区北側の SX3と 考えられる。

基11層 :曽利V式段階 (曽利Ⅳ式新段階～曽利V式中段階)

基11層堆積の一部で、水の影響を受けていた部分 と推定 したSX3で、小佐野川や大沢川などの流れが流

入 していた状況が窺えた。編年では主に曽利 V式段階の遺物を包含 してお り、SX2な どの加曽利 E式の影

響がみられる遺物も検出している。なお、小片で出土量 も少なかったが、曽利Ⅳ式の特徴 とされる蛇行沈線

文や綾杉状の条線が施された遺物が混在 した。出土状況については特段変化はみられず (第48図 下)、 別遺

構から混入 した可能性の他、曽利V式段階に残った前段階の文様要素とも考えられる。また、曽利V式古段

階が主体であるが、 2本単位の沈線による口縁部の弧線文と胴部の懸垂文のみでハの字文等が充填されない

〔253・ 254〕 なども出土 しており、編年では曽利V式中段階までと比定している。

基10層 :加 曽利 E4式段階

SX3、 基11層 を埋める基10層から、加曽利 E4式の上器が出土した (SXl)。 文様は曽利V式古段階に位置

付けられる可能性もあるが、層序からSX3よ りも後出する段階と比定しておく。なお、今回の調査では縄

文時代中期末の痕跡は、基10層 より上層では確認されなかった。

基8層 :縄文時代後期

基11層 と同じく、場所によって堆積の厚さが異なり、砂層や砂礫層が互層となっていた。遺物はほとんど

なく、称名寺式の上器片が出上した。第3図②～④で示したように、調査区内で最も土地の起伏が大きく変

化している層であり、緩やかに北斜する自然地形のなか③付近で起伏のピークがみられた。土層観察では均

―な堆積ではないことは明らかで、流路等に沿って流入してきた土石流等の地積と考えられる。なお、同層

下部には火砕サージの可能性が高いとする堆積が確認されており、下層の基12層 と同様でサージ堆積後の上

層は堆積が乱れるというパターンが窺えた。その他、C区南側の同層堆積が薄い部分では、人頭大の礫や火

山弾などが確認された。

基 4層 :縄文時代晩期

詳細な時期は明確ではないが、C区東壁の上層観察において、縄文時代晩期頃と推定する土坑状の掘り込

みを確認した。覆土は黒褐色のスコリア層で、基 4層面においては遺構プランの判別はできなかった。調査

は試掘や H19年度の調査成果を元に進めたが、縄文時代中期段階の確認面までの掘り下げの際にも、遺物

の出土は確認できなかった。同時期の遺構の性格を把握するためには、土色の変わる基 5層 または基 6層段

階において精査する必要があったといえ、今後の調査に期待したい。なお、平安時代の竪穴住居跡 (SIつ も

同層で確認しているが、上層からの掘削もしくは平安期には既に同面近くまで削平されていたと推定した。

〔弥生時代〕

基 3層 :弥生時代前期後葉

明確な掘り込みは確認できなかったが、弥生時代の遺物が集中した2か所を住居跡と推定した (S12・ 3)。

同層はC区北側においては水田もしくは流路の影響で削平されていたと推定する。

〔古墳時代〕

基0～ 1層 :古墳時代

檜丸尾第 1溶岩流の流出により影響を受けた基 1層 、および溶岩流下部にあたる細かく砕けた溶岩の堆積

を確認した。基 1層 中から採取した炭化物の年代測定では、補正年代 1,450± 30yrBP、 較正暦年代 (測定誤

差σ)calAD 595-calAD 641で あった。

〔平安時代〕

基-2層 :平安時代

遺物は少なかったが、lo世紀頃に比定した竪穴住居跡 (S11。 S14)を 検出した。土地の起伏が大きく、C

区北側では掘削もしくは流路等により堆積しなかった可能性も窺えた。

-82-



第 2節 検 出 した遺構 。遺物 の特徴 について

(1)遺物の出土傾向

遺構・遺物に関しては第 3章で触れてきたが、各遺構別の出土重量と遺物取 り上げ点数をまとめ、各計測

値、比率をそれぞれグラフで表した (表 13。 14)。 調査時の遺物の取 り上げ目安としては、土器類はおよそ

500円硬貨大以上のものとし、「遺構 くん」によって種別ごとに取 り上げ、総点数は800点であった。

遺物の種別に関しては、整理作業の段階において、洗浄後の遺物をすべて観察し、種別 。年代等の確認を

実施した上で、各時期、種別ごとの総重量と比率をまとめた。

種別によリー個体の重量は異なるが、今回の調査では取上点数においても縄文時代の遺物が最 も多 く出

土 しており、さらに総出土遺物重量の約半分が SX3か ら出上 したものであった。弥生土器に関しては、撹

乱等の影響で遺構外出土 (C区一括)も 多 くなったが、調査時の初見ではほぼ S12・ S13の 2箇所に分布が

集中していた。また、表 4で も示 したが、B区ではほぼ旧河道からの出上で、土師器の出土量は全体の約

600/Oを 占めた。縄文時代から幾度かの流路変遷があったと推定したが、今回の調査で確認 した範囲では、遺

物の分布状況からも、檜丸尾第 1溶岩流の流出以後に堆積 した部分が大半であったことが窺えた。

今回の調査では石器の出上が際立って少なく、チャー トなどの石材やサンプルとして取上げた自然石等

をあわせても、取上点数の比率で、わずか 4.80/Oで あつた。平成19年度調査でも同じ傾向であったことから、

同遺跡の特徴のひとつといえよう。石器の石材 としては、黒曜石、砂岩、玄武岩などが使用されていた (表 8)。

その他、富士山周辺地域の特徴を示す資料 として、基 8層上面から玄武岩の火山弾が出上 している。 (巻

頭図版 2)。 その形状から独鈷石等の石器と考えたが、人為的な加工痕はなく、紡錘状火山弾の特徴である

細長いアーモンド状で縦長の溝がみられ、 (図版28)上石流等により逼ばれてきたものと判断した。

表13 各調査区・遺構別出土遺物重量一覧
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-83-



(2)浄瓶の出土について

S11か らは仏教関連の遺物 とされる灰釉陶器製の浄瓶が出土 した。頸部のみの出土であったが、出土遺物

は金属器を模写 したもので、ラッパ状に開く環台に円錐状の尖台部を載せて繋げたものである。県内では希

少で、発掘調査事例では南アルプス市百々遺跡、笛吹市大原遺跡などが知られるが、いずれも小片である。

出土 した浄瓶は、鍔状の環台部分がすべて欠損 しており、打ち欠き行為の痕跡と思われる。なんらかの祭祀

行為に使用されたもので、立地的には富士火山に対するものと考えられるが、想像の域をでない。但 し、調

査区周辺には小明見富士浅間神社が鎮座 し (第 1図参照)、 春祭 りに行う御輿渡御は平安時代の面影を残す

ものとして伝承されている。立地的にもlte丸尾第 1溶岩流と集落との境あたりに位置してお り、古 くから富

士に関する地鎮祭祀などが行われていた可能性は十分考えらよう。今回の浄瓶の出土についても、このよう

な土地柄に関連 した資料と位置付けておきたい。

(3)曽利V式期の文様について

今回最 も多 く出上 した資料となった曽利V式の上器については、甲府盆地よりむしろ富士北麓方面にかけ

て比較的多 くの資料がみられると指摘されており (今福 2011)、 なかでも特徴的であったのが櫛歯刺突・櫛

歯条線を施文 したものであった。これに関しては、静岡県富士宮市に所在する千居遺跡の報告で千居式土器

と名付けた分類がされている。本調査では、今福氏編年を元に比定したため、千居式についての詳細には触

れない。しかしハの字文も含め、富士山周辺地域で特徴的にみられる土器群とする視点は注 目でき、同地域

における土器様相を示すものと考えた。今回の資料は小片が多 く、時期や形態が不明瞭な点もあったため、

ここでは隆帯の観察と施文具・施文方法について若千の考察を行っておく。

まず、櫛歯刺突 。櫛歯条線 (第49図 1～ 6)についてであるが、今回の報告では下図 1、 3の ように充填

する文様については刺突文として報告 したが、細部の観察では半散竹管状の工具を2～ 3本ほど横に連ねて

短い条線状に施文したものであった。竹管状工具の本数は異なるが、ハの字状に施文された 5・ 6について

第49図 施文技法 ・条線、ハの字文)



も同様で、条線の長短の違いによるものといえる。また、隆帯上にも刺突を

施した 〔260〕 については、条線状に引かず、刺突面も平らなスタンプ状の

施文がみられた (第49図 7・ 8)。

隆帯施文技法については、1本隆帯の脇を指ナデした6類 と、隆帯が断面

台形状を呈し器面までナデが及ばない7類の両方がみられ、やや 7類が少な

い傾向はあったが、観察した調整痕との関連性は特に見出せなかった。但し、

〔260〕 と同じように、隆帯については隆帯上をヘラ等で平坦に調整し、 6類

同様に器面まで指ナデを施したものが観察できた (第 49図 9～ 12)。 これら

については充填するハの字文をヘラ状工具で施文するものが多く出土してい

る。また、隆帯が省略され、半裁竹管背面による沈線による区画を施文した

もの (13・ 14)は、当然ながら充填するハの字文も同じ工具によって施文し

ており、曽利Ⅳ式に比定した 〔316〕 についても同様であった。
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その他、SX3で は半裁竹管による2本沈線で浅く施文するハの字文 (第49

図15～ 16)や、曽利V中段階にみられる細くまばらなハの字文 〔249～ 252〕 、  8頬 /ヽ

また曽利Ⅳ式に位置付けたが深く長い櫛歯条線を施したもの 〔215～ 218〕 な  第50図 施文技法の分類

ども出上した。
(今福2011よ り転載)

以上、火山灰によリー定の時間幅のなかに収められた資料について述べた。但 し、周辺遺跡との比較や地

域性についての検討、特に加曽利 E式についての検討が足 りず、出土 した資料の様相を十分に示すことが

できなかった。この点についても今後の課題とし、文様の構成や傾向について考察を重ねていくことにした

ヤヽ。

第 3節 上中丸遺跡周辺 にお ける遺跡 の変遷 につ いて

最後に、本調査の成果と周辺に分布する遺跡に関して、年代や遺構の分布、遺跡の変遷等について触れて

おくことにしたい。富士北麓地域における遺跡分布については、新津健氏により詳細にまとめられている(新

津 2012)。 このデータを元に、第51図 では本遺跡周辺における遺跡の変遷を示した。富士吉田市域の遺跡分

布に関しては、末木健氏により1985年 に市史編さん事業の一環として実施 した調査の報告がなされており、

踏査で得た知見を詳細にまとめられている (末木 1985)。

末木氏の報告においては、縄文時代について前期から中期にかけて遺物は出土するものの、遺構は発見さ

れていないとし、弥生時代についても調査による特別な成果はなかったと報告されている。但 し、市域の北

においては、西桂町・都留市周辺で縄文時代・弥生時代の遺跡が桂川流域の山裾などに分布 し、遺構 。遺物

が確認されてお り、同地域においても集落遺構の存在は推定されていたと思われる。今回の調査では、地表

面から約 3.5mほ ど下層から中期末の遺構を検出した。検出した竪穴住居跡については、西桂町宮の前遺跡

で検出した第 3号住居址に堆積状況が類似 している。なお、宮の前遺跡の報告書では出土した土器は曽利Ⅲ

式とされているが、曽利Ⅳ式古段階に比定できるものと思われ、同時期に、同じような状態で埋没 した遺構

といえる。なお、富士吉田市史では溶岩流や河川によつて削平されて流出した可能性 も指摘 しているが、遺

構を検出した土層については比較的安定した土壊であったことが窺え、周辺地域でも同様に遺跡が遺存 して

いる可能性は高 くなったといえる。

弥生時代についても、桂川流域で多 く分布がみられていたが、今回の調査では前期後葉の遺物を伴う遺構

を発見 し、この地においても同時代に生活が営まれていたことが明らかとなった。但 し、B区旧河道からの

遺物の出土状況が示すように、土層観察からみた所見では、遺構を確認 した弥生時代の層は (正確にはその

下層であるが)、 縄文時代中期末の層よりも起伏が大 きく、河川や檜丸尾第 1溶岩流の影響を直接的に受け

ていることが推定されるため、流出してしまっている可能性 も高い。

さらに末木氏は奈良・平安時代について、古屋敷遺跡・池之元遺跡の平安住居が鍛冶工房である可能性を

指摘 し、この時期に活発化する山林原野の開発に伴って各地域ごとにおかれたと推定されている。本調査で

は溶岩流以外、古墳時代から9世紀までは明確な痕跡はなかったが、10世紀代に再び居住 し、浄瓶等の特徴
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縄文時代 弥生時代 古墳時代

桂川流域の追跡分布                   奈良・平安時代                       中世

〔西桂町〕1柳溝遺跡 2上町遺跡 3中 野遺跡 4滝入遺跡 5上の海戸遺跡 6柿回遺跡 7宮の下遺跡 8四 ッ入遺跡 9宮 の前遺跡 10開途遺跡
11灰塚遺跡 12柿 国溝上遺跡 13東海戸道下遺跡 14正縄ノ木遺跡 15内屋敷遺跡 16殿田遺跡 17四 方内遺跡 18郷土遺跡 19尾尻遺跡 20矢花遺
跡 21宮作遺跡 22大竹遺跡 23柿野遺跡 24休場遺跡 25城屋敷遺跡 26寺野遺跡 27論所遺跡
〔富士吉田市〕28干車場口遺跡 29干車場遺跡 30西沢遺跡 31入 り遺跡 32道祐遺跡 33深久保遺跡 34裏丸尾遺跡 35西 山造遺跡 36堂面口遺跡
37尾垂大石久保遺跡 38尾垂石屋ヶ沢遺跡 39大佐須遺跡 40前 田遺跡 41上暮地新屋敷遺跡 42日 影遺跡 43日 影東遺跡 44寺ノ入遺跡 45殿ノ入遺
跡 46天矢場遺跡 47奥薄久保遺跡 48上ノ山遺跡 49長老尾遺跡 50山寺遺跡 51小原遺跡 52小原屋敷 53新田遺跡 54御姫坂遺跡 55西丸尾遺跡

第51図 桂川流域遺跡分布図

的な遺物の出土 もみ られた。平安期の富士山周辺では、剣九尾第 1溶岩流、檜丸尾第 2溶岩流などの下に埋

もれた遺跡が推定 される一方で、小明見富士浅間神社の存在 も含め、溶岩流や河川の影響 を考えた土地利用

や祭祀行為が行われていた集落の存在 も重要 と考える。溶岩流に沿った土地で遺構が検出される上中丸遺跡

の性格、位置付けなどについては、今後の課題 として検討を重ねてい くことに したい。

おわりに

本書では今後の調査研究に繁げるため、調査時および整理報告作業で得た知見 をで きる限 りまとめるよう

に努めた。但 し、考古学研究上の課題は多 く、まだこれか ら周辺遺跡 との比較検討 をは じめる段階にある。

本書 をまとめるにあたっては、多 くの方にご助言、ご協力を賜 ったが、内容に反映 しきれなかった部分に対

しては、ご叱正を頂戴 しなが らさらに研究・検討 を重ねてい くことにしたい。本書が今後の調査研究および

地域教育の一助 として、活用 して頂ければ幸いである①

なお、本調査の成果は、発掘開始か ら本書刊行に至るまでご尽力いただいた富士吉田市、富士吉田市教育

委員会をは じめ、半数が初現場 という状況にも拘 らず、厳 しい暑 さと慣れない作業に耐えなが ら調査 をや り

遂げていただいた発掘調査スタソフ、詳細な記録 をまとめあげていただいた整理作業スタッフ、そ して小明

見・向原地区をは じめ とする地元の皆様のご協力があってこそ成 し得た ものである。末筆 とな りましたが、

ご協力いただきました関係機関、各位に対 しまして、心 より御礼申しあげます。
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調査地点周辺景観、調査区空撮 図版 1

2周辺景観 (北東から)

3周辺景観 (南東から)

1.調査区全景 (南 から) 4調査前状況 (A区)(南から)

6調査前状況 (C区 )(南東から)



図版 2 調査区状況
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図版 3
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図版 4
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B区 遺構 。遺物出土状況

2調査風景

図版 5

lB区 近景 (西 から ,大沢川方面 ) 3 +日 流呈各堆イ責】犬況 (南西から)
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図版 6
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C区 調査状況

:舞|1歳

lC区第 1面 (S11)

3C区第 2面 (S12・ 3・ 4、 近代溝 )
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2C区層序断面図

4C区 第 3面 (SX司 、 Pit)

5C区第 4面 (SX2・ 3)

6C区第 5面 (S15、 SKl～ 5、 Pit)



C区 調査状況図版 8
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C区 遺構・遺物出土状況 図版 9
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図版 10 C区 遺構・遺物出土状況
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C区 遺構 。遺物出土状況 図版 11
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図版 12
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C区 遺構・遺物出土状況
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C区 遺構・遺物出土状況
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図版 15
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図版 16
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図版 17出土遺物 (A区・B区旧河道①)
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出土遺物 (S13～ 5、 SKl)図版 20
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図版 21出土遺物 (SK2・ 4)
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図版 22 出土遺物 (SK6、 SXl・ 2、 SX3 ①)
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図版 23出土遺物 (SX3 ②)



図版 24 出土遺物 (SX3 ③)



出土遺物 (SX3 ④) 図版 25



図版 26 出土遺物 (SX3 ⑤、SD)
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出土遺物 (石器 。石製品、古銭等)
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要
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特記事項
縄文時代中期後半、弥生時代前期後葉の住居跡の検出および古墳時代に流出した檜丸
尾第 1溶岩流の堆積状況を確認。

要 約

富士火山起源の堆積層に埋 もれていた縄文時代中期後半から平安時代までの遺構・遺

物を検出した。溶岩や火山灰の堆積によって遺跡の分布状況が不明瞭であった地域に

おいても、断続的ではあるが居住域 として利用 してきた痕跡が明らかとなった。とく

に縄文時代中期後半には安定 した土層面が確認されたことか ら、周辺地域において

も、火山灰層下に遺構が遺存 している可能性が示唆される。
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